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目
次は

じ
め
に

一　

勝
仁
親
王
・
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
特
徴

二　

室
町
・
戦
国
期
禁
裏
着
到
和
歌
の
江
戸
時
代
写
本
集

三　

永
正
三
年
十
一
月
九
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
概
要

（
１
）
詠
者

（
２
）
歌
題

（
３
）
原
本
と
写
本

（
４
）
特
徴

四　

永
正
十
六
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
概
要

（
１
）
現
存
す
る
原
本
と
写
本

（
２
）
詠
者

（
３
）
写
本
と
原
本

①
四
月
十
九
日
（
四
十
六
日
目
）
雪
中
興
遊

②
四
月
二
十
日
（
四
十
七
日
目
）
五
月
雨
晴

③
四
月
二
十
一
日
（
四
十
八
日
目
）
千
鳥
暁
鳴

④
四
月
二
十
二
日
（
四
十
九
日
目
）
照
射

（
４
）
貞
敦
親
王
の
詠
歌
に
つ
い
て
の
検
討

（
５
）
特
徴

五　

永
正
三
年
十
一
月
九
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
翻
刻

六　

永
正
十
六
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
翻
刻
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鄙
立
春
〜
六
月
十
四
日
社
頭
祝
世
、
人
数
一
一
人
（
拙
稿
「
永
正
二
年
三
月
三
日

起
日
勝
仁
親
王
主
催
著
到
和
歌
の
翻
刻
」（『
岡
山
朝
日
研
究
紀
要
』
三
九
、
二
〇
一
八

年
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
続
け
て
、
本
稿
で
は
、
永
正
三
年
（
一
五
〇
五
）
十

一
月
九
日
起
日
立
春
氷
〜
十
二
月
十
九
日
祝
言
（
人
数
五
人
）
と
永
正
十
六
年

（
一
五
一
八
）
三
月
三
日
起
日
歳
中
立
春
〜
六
月
十
四
日
社
頭
祝
言
（
人
数
一
〇

人
）
を
取
り
上
げ
て
、
翻
刻
を
行
う
。

一　

勝
仁
親
王
・
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌

の
特
徴

後
柏
原
天
皇
の
定
数
和
歌
は
、『
列
聖
全
集（

２
）』

御
製
集
六
に
「
御
百
首
部
類
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
①
永
正
十
年
三
月
三
日
起
日
初
春
〜
祝
、
②
永

正
八
年
三
月
三
日
起
日
山
早
春
〜
寄
神
祇
祝
言
、
③
暁
立
春
・
渓
余
寒
〜
寄
水

雑
、
④
明
応
二
年
三
月
三
日
起
日
早
春
〜
関
屋
、
⑤
立
春
・
海
辺
霞
〜
日
吉
、

⑥
永
正
二
年
三
月
三
日
起
日
都
鄙
立
春
〜
社
頭
祝
言
、
⑦
永
正
十
六
年
三
月
三

日
起
日
歳
中
立
春
〜
社
頭
祝
言
、
⑧
永
正
六
年
九
月
九
日
起
日
歳
中
立
春
〜
竹

契
遐
年
、
⑨
文
亀
三
年
三
月
三
日
起
日
立
春
〜
祝
言
、
⑩
文
亀
三
年
九
月
九
日

起
日
歳
暮
立
春
〜
祝
言
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
着
到
和
歌
と
し
て
確
認
で
き
る
も

の
は
、
①
・
②
・
④
・
⑥
・
⑦
・
⑧
・
⑨
・
⑩
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
後
土
御
門
・
後
柏
原
・
後
奈
良
天
皇
ら
の
着
到
和
歌
な
ど
を
調
べ

て
み
る
と
表
１
の
如
く
で
あ
る
。
後
土
御
門
天
皇
は
一
二
回
で
あ
る
が
、
後
柏

原
天
皇
は
勝
仁
親
王
の
時
代
に
は
一
一
、
天
皇
の
時
代
に
は
一
〇
、
合
わ
せ
て

二
一
回
あ
る
。
附
録
と
し
て
足
利
義
尚
・
尊
敦
親
王
・
後
奈
良
天
皇
主
催
着
到

後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
特
徴

　

─
永
正
三
年
と
永
正
十
六
年
の
着
到
和
歌
を
事
例
に
─

辰　

田　

芳　

雄

は
じ
め
に

着
到
和
歌
は
、
主
に
上
巳
の
節
供
（
三
月
三
日
）
或
い
は
重
陽
の
節
供
（
九
月

九
日
）
を
起
日
と
し
、
そ
の
百
日
後
に
満
日
を
迎
え
る
定
数
歌
で
あ
り
、
十
人

前
後
の
参
加
者
が
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
の
部
で
構
成
さ
れ
る
百
首
の
兼

題
を
詠
歌
し
、
自
筆
記
録
す
る
文
芸
で
あ
る
。
起
日
と
満
日
は
身
分
の
高
い
順

で
記
さ
れ
る
が
、
他
の
九
十
八
日
分
は
身
分
や
﨟
次
に
関
係
な
く
、
無
秩
序
に

記
載
さ
れ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る（

１
）。

着
到
和
歌
は
、
特
に
後
土
御
門
天
皇
や
後

柏
原
天
皇
の
時
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
和
歌
の
形
式
で
、
後
奈
良
・
正
親
町
天

皇
以
後
は
衰
退
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
な
り
霊
元
院
の
時
に
再
興
さ
れ
た
。
禁

裏
で
は
後
柏
原
天
皇
（
勝
仁
親
王
）
主
催
の
着
到
和
歌
が
最
も
多
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
兼
題
の
和
歌
の
他
に
当
座
や
連
歌
の
「
着
到
」
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。勝

仁
親
王
・
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
翻
刻
は
、
①
永
正
六
年
九
月
九

日
歳
中
立
春
〜
十
二
月
二
十
日
竹
契
遐
年
、
人
数
一
六
人
（「
後
柏
原
院
御
日
次

結
題
」『
続
々
群
書
類
従
』
一
四
）、
②
明
応
二
年
三
月
三
日
早
春
〜
六
月
十
四
日

関
屋
、
人
数
五
人
（
拙
稿
「
明
応
二
年
三
月
三
日
起
日
勝
仁
親
王
主
催
著
到
和
歌
の

翻
刻
」『
岡
山
朝
日
研
究
紀
要
』
三
七
、
二
〇
一
六
年
）、
③
永
正
二
年
三
月
三
日
都



─ 3 ─

裏
着
到
和
歌
の
江
戸
期
写
本
集
は
、
勝
仁
親
王
・
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌

研
究
の
基
礎
資
料
を
集
成
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

か
つ
て
私
は
こ
れ
ら
の
江
戸
期
写
本
集
を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
浅

学
の
た
め
に
欠
落
や
誤
り
を
含
ん
で
い
た
の
で
、
改
め
て
以
下
に
Ⅰ
〜
Ⅵ
と
し

て
紹
介
す
る
。
ａ
〜
ｉ
の
九
つ
は
年
次
順
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
確
認

で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
読
者
の
便
宜
の
た
め
、
写
本
そ
れ
ぞ
れ
の
映
像
の

コ
マ
数
も
記
す
。

Ⅰ　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
「
禁
裏
御
著
到
和
歌
」

（
Ｈ
─
六
〇
〇
─
三
三
三
ふ
函
八
〇
）、
全
161
コ
マ

①
ｇ
永
正
六
年
九
月
九
日
歳
中
立
春
〜
十
二
月
二
十
日
竹
契
遐
年
、
一
六
人
、

3
コ
マ
〜
49
コ
マ

②
ｃ
明
応
二
年
三
月
三
日
早
春
〜
五
月
十
四
日
関
屋
、
五
人
、
49
コ
マ
〜
68
コ
マ

③
ｅ
永
正
二
年
三
月
三
日
都
鄙
立
春
〜
六
月
十
四
日
社
頭
祝
世
、
一
一
人
、
68

コ
マ
〜
88
コ
マ

④
ｆ
永
正
三
年
十
一
月
九
日
立
春
氷
〜
十
二
月
十
九
日
祝
言
、
六
人
、
88
コ
マ
〜

109
コ
マ

⑤
ｈ
永
正
八
年
三
月
三
日
山
早
春
〜
四
月
二
十
七
日
暮
秌
紅
葉
、
八
人
、
109
コ

マ
〜
121
コ
マ

⑥
ｉ
永
正
十
六
年
四
月
四
日
首
夏
〜
五
月
三
日
都
鄙
歳
暮
、
一
〇
人
、
122
コ
マ
〜

132
コ
マ

⑦
ｄ
文
亀
三
年
四
月
九
日
早
秌
〜
五
月
十
三
日
歳
暮
、
一
〇
人
、
132
コ
マ
〜
142

コ
マ

和
歌
も
掲
げ
た
。
こ
の
表
１
を
見
る
と
、
後
柏
原
院
が
最
も
多
く
、
ま
た
そ
の

興
行
上
で
の
形
式
に
工
夫
が
な
さ
れ
、
変
化
に
富
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
№
９

は
歌
合
、
№
10
は
和
歌
で
は
な
く
連
歌
、
№
20
は
歌
題
が
兼
題
で
は
な
く
当
座

で
あ
る（

３
）。

こ
れ
ら
は
、
本
来
の
着
到
和
歌
を
変
形
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
巳

或
い
は
重
陽
の
節
供
を
起
日
に
数
人
が
百
日
間
に
わ
た
り
詠
歌
す
る
点
で
は

「
着
到
」
と
呼
ん
で
も
よ
か
ろ
う
。

№
15
は
起
日
が
節
供
日
で
は
な
く
、
一
日
に
二
日
分
の
詠
歌
が
あ
る
な
ど
極

め
て
変
則
的
で
あ
る
が
、
一
方
、
歌
題
は
藤
原
為
家
が
作
成
し
た
百
首
題
を
採

用
し
て
い
る
。
ま
た
、
№
21
は
歌
題
が
宗
尊
親
王
歌
合
題
で
は
あ
る
が
、
春
秋

交
互
、
夏
冬
交
互
、
恋
雑
交
互
と
な
っ
て
い
る
点
は
着
到
和
歌
で
は
新
奇
で
あ

る
。
こ
れ
が
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
最
後
で
あ
る
。
こ
の
№
15
と
№
21

を
今
回
翻
刻
す
る
。

二　

室
町
・
戦
国
期
禁
裏
着
到
和
歌
の
江
戸
時

代
写
本
集

室
町
・
戦
国
期
禁
裏
着
到
和
歌
の
江
戸
期
写
本
集
は
数
種
類
あ
る
。
後
土
御

門
天
皇
主
催
着
到
和
歌
「
文
明
十
二
年
十
月
二
十
二
日
初
冬
時
雨
〜
十
二
月
十

一
日
祝
言
」・「
文
明
十
七
年
九
月
九
日
立
春
〜
十
二
月
十
九
日
祝
言
」
を
除

き
、
そ
の
他
は
す
べ
て
勝
仁
親
王
・
後
柏
原
天
皇
主
催
の
も
の
で
あ
る
。
実

は
、
後
土
御
門
天
皇
主
催
の
「
文
明
十
二
年
十
月
二
十
二
日
初
冬
時
雨
〜
十
二

月
十
一
日
祝
言
」
の
歌
題
は
、
後
柏
原
天
皇
主
催
の
「
永
正
三
年
十
一
月
九
日

立
春
氷
〜
十
二
月
十
九
日
祝
言
」
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
室
町
・
戦
国
期
禁
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表１　後柏原天皇主催などの着到和歌一覧
●勝仁親王・後柏原天皇主催着到和歌
№ 親王・天皇 起日 満日 人数 起日歌題 二日目 満日歌題 歌題構成 出典 原本 写本 詠者
1 勝仁親王 文明8年3月3日 （6月14日） 不明 実隆
2 勝仁親王 文明9年3月3日 （6月14日） 不明 実隆
3 勝仁親王 文明11年9月9日 11月20日 不明 お湯 女房達はいつもの御人数。番衆ともにも詠むべし仰せらるる。朝の御製ありてみせらるる。
4 勝仁親王 文明12年9月1日 12月11日 9人 立春 山霞 祝言 20・10・20・10・20・20 実隆・お湯 勝仁・花山院兼子・万里小路命子・庭田雅行・松木宗綱・四辻季経・綾小路俊量・甘露寺元長・五辻富仲
5 勝仁親王 文明15年9月9日 12月19日 不明 　 　 お湯
6 勝仁親王 文明17年9月9日 12月19日 9人 立春 朝霞 祝言 為家百首題（20・15・20・15・20・10） 実隆 △ ○ 勝仁・万里小路命子・勧修寺房子・四辻春子・四辻季経・三条西実隆・綾小路俊量・甘露寺元長・万里小路賢房

7 勝仁親王 文明18年9月9日 12月19日 不明 初春
（弘長百首題） 霞 祝 弘長百首題（20・10・20・10・20・20） 実隆

8 勝仁親王 文明19年3月3日 （6月14日） 10人 一字題 実隆 御製・勝仁・邦高・三条冬子・甘露寺親長・上冷泉為廣・三条西実隆・勧修寺政顕・姉小路俊量・田向重治
9 勝仁親王 長享2年3月3日カ 6人 春20・夏15カ。歌合 実隆 勝仁・邦高・道永法親王・常信法親王・就山永崇・宗山等貴

10 勝仁親王 長享2年9月9日 12月19日 18人 着到連歌 実隆・親長・お湯 勝仁・尊敦・邦高・就山・庭田雅行・甘露寺親長・滋野井教國・四辻季経・三条西実隆・白川忠富・綾小路俊量・山科言国・薄以量・庭田重経・万里小路賢房・
唐橋在数・五辻富仲・五条為学

11 勝仁親王 明応2年3月3日 5月14日 5人 早春 憐霞 関屋 20・15・20・15・15・15 実隆 ○ ○ 勝仁・道永法親王・三条西実隆・四辻季経・甘露寺元長
12 後柏原天皇 文亀3年3月3日 6月14日 10人 立春 山霞 祝言 20・15・20・15・20・10 実隆 ○ 御製・邦高・三条西実隆・四辻季経・甘露寺親長・勧修寺政顕・甘露寺元長・田向重治・万里小路賢房・姉小路済継
13 後柏原天皇 文亀3年9月9日 12月19日 11人 歳暮立春 山霞 祝言 20・10・20・10・20・20 実隆 御製・実隆・下冷泉政為・四辻季経・綾小路俊量・中山宣親・勧修寺政顕・田向重治・東坊城和長・冷泉永宣・姉小路済継
14 後柏原天皇 永正2年3月3日 6月14日 11人 都鄙立春 子日催興 社頭祝世 20・15・20・15・15・15 実隆・二水 ○ ○ 御製・三条西実隆・下冷泉政為・綾小路俊量・小倉季種・田向重治・冷泉永宣・下冷泉為孝・甘露寺元長・姉小路済継・上冷泉為廣
15 後柏原天皇 永正3年11月9日 12月17日 6人 立春氷 初春霞 祝言 為家百首題（20・10・20・10・20・20） 実隆 ○ 御製・邦高・綾小路俊量・東坊城和長・田向重治・冷泉永宣
16 後柏原天皇 永正5年9月9日 12月20日 不明 実隆 御製・三条西公条（初度）・下冷泉為孝（初度）

17 後柏原天皇 永正6年9月9日 12月20日 16人 歳中立春 野外朝霞 竹契遐年 20・15・20・15・15・15 実隆 ○ ○ 御製・三条西実隆・下冷泉政為・小倉季種・甘露寺元長・田向重治・東坊城和長・冷泉永宣・広橋守光・姉小路済継・三条西公条・下冷泉為孝・四辻公音・中山康親・
甘露寺伊長・飛鳥井雅綱

18 後柏原天皇 永正8年3月3日 6月14日 10人 山早春 子日友 哥神祇祝 20・15・20・15・15・15 実隆 ○ 御製・三条西実隆・下冷泉政為・小倉季種・甘露寺元長・冷泉永宣・姉小路済継・中山康親

19 後柏原天皇 永正10年3月3日 6月14日 12人 初春 霞 祝 20・10・20・10・20・20 実隆 ○ 御製・三条西実隆・下冷泉政為・小倉季種・甘露寺元長・田向重治・飛鳥井雅俊・三条西公条・冷泉永宣・姉小路済継・下冷泉為孝・四辻公音・中山康親・
甘露寺伊長・飛鳥井雅綱

20 後柏原天皇 永正14年3月3日 ※6月16日 7人 当座10日分、春10 二水 御製・知仁・冷泉永宣・三条西公条・四辻公音・鷲尾隆康・庭田重親

21 後柏原天皇 永正16年3月3日 6月14日 10人 歳中立春 六月立秋 社頭祝言 宗尊親王歌合題
（春秋30・夏冬30・恋雑40） 二水 ○ ○ 御製・知仁・貞敦・中山康親・武者小路秀房・冷泉永宣・下冷泉為孝・三条西公条・飛鳥井雅綱・上冷泉為和

●後土御門天皇主催着到和歌
№ 親王・天皇 起日 満日 人数 起日歌題 二日目 満日歌題 歌題構成 出典 原本 写本 詠者
1 後土御門天皇 文明4年9月9日 （12月18日） 不明 立春 山霞 祝言 20・15・20・15・20・10 親長・紅塵灰集
2 後土御門天皇 文明7年3月3日 6月14日 10人 実隆 御製・邦高・四辻春子・庭田雅行・甘露寺親長・四辻季春・滋野井教國・白川忠富・三条西実隆・綾小路俊量
3 後土御門天皇 文明7年9月9日 12月19日 不明 立春 実隆
4 後土御門天皇 文明8年3月3日 （6月14日） 不明 早春雪 狐嶋霞 寄国祝 20・15・20・15・15・15 紅塵灰集
5 後土御門天皇 文明8年9月9日 （12月18日） 不明 立春 山霞 祝言 20・15・20・15・15・15 紅塵灰集
6 後土御門天皇 文明9年9月9日 12月19日 10人 実隆 御製・勝仁・邦高・三条冬子・四辻春子・甘露寺親長・滋野井教國・四辻季経・三条西実隆・甘露寺元長
7 後土御門天皇 文明10年9月9日 （12月19日） 不明 お湯

8 後土御門天皇 文明12年9月1日 12月11日 15人 立春氷 初春霞 祝言 為家百首題（20・10・20・10・20・20） 実隆・お湯 ○ ○ 御製・邦高・三条冬子・四辻春子・中院通秀・勧修寺教秀・徳大寺実敦・甘露寺親長・飛鳥井雅康・三条西実隆・滋野井教國・下冷泉政為・姉小路基綱・上冷泉為廣・
小倉季煕

9 後土御門天皇 文明13年9月1日 12月12日 10人 立春朝など 立春山など 寄水祝など 20・10・20・10・20・20 親長・お湯 ○ 御製・大炊御門信量・三条冬子・中院通秀・海住山高清・甘露寺親長・三条西実隆・四辻季経・姉小路基綱・冷泉為廣
10 後土御門天皇 文明15年3月3日 6月13日 不明 お湯

11 後土御門天皇 文明15年9月9日 （12月19日） 15人 子日 東山御文庫 △ 御製・勝仁・邦高・道永法親王・花山院兼子・四辻春子・庭田朝子・庭田重経・冷泉永宣・万里小路賢房・飛鳥井雅康・四辻季経・山科言国・田向重治・
甘露寺元長

12 後土御門天皇 延徳2年9月9日 （12月18日） 5人 実隆・お湯

●足利義尚主催着到和歌
№ 起日 満日 人数 起日歌題 二日目 満日歌題 歌題構成 出典 原本 写本 詠者

1 足利義尚 文明9年9月9日 （12月19日） 22人 立春 兼顕卿記 義尚・高倉永継・広橋兼顕・日野政資・上野刑部少輔・伊勢貞宗・星野宮内少輔・伊勢七郎・伊勢貞頼・安東右馬助・伊勢七郎次郎・小串次郎・垪和與次郎・
安東平五郎・布施新三郎・夏阿弥・松阿弥・木阿弥・仙阿弥・大館治部少輔・杉原賢盛・杉原長恒

2 足利義尚 文明10年9月9日 （12月19日） 不明 立春 山霞 兼顕卿記
3 足利義尚 文明15年9月2日 10月22日 20人 都立春・里霞（二日分） 寄国祝言 20・10・20・10・20・20 十輪院内府記・実隆 打聞衆（中院通秀・三条西実隆・姉小路基綱・杉原賢盛など）・宗山等貴・高倉永継・冷泉政為・日野政資・飛鳥井雅俊・伊勢貞頼

●尊敦親王主催着到和歌　
№ 親王・天皇 起日 満日 人数 起日歌題 二日目 満日歌題 歌題構成 出典 原本 写本 詠者
1 尊敦親王 文明18年3月3日 （6月14日） 不明 山霞 言国卿詠草

●知仁親王主催着到和歌　※後奈良天皇は上巳の節句は鶏合せ・重陽の節句は和漢聯句を恒例とする。
№ 親王・天皇 起日 満日 人数 起日歌題 二日目 満日歌題 歌題構成 出典 原本 写本 詠者

1 知仁親王 永正6年9月9日 （12月19日） 不明 早春風 子日 寄日祝 20・15・20・15・15・15 貞敦親王著到百首和歌
（伏見526）

2 知仁親王 永正7年9月9日 12月19日 不明 実隆・二水

3 知仁親王 永正8年3月3日 6月14日 不明 実隆

注）満日の括弧書きは起日から百日目。※は百日目ではない。原本の△は、勝仁親王自筆の写本。
　　出典の実隆は『実隆公記』、親長は『親長卿記』、お湯は『御湯殿上日記』、二水は『二水記』の略。
○勝仁親後・柏原天皇主催の各着到和歌の特色

３は閏９月を跨ぐ。
４は後土御門天皇と同じ日程の９月１日起日で同時に興行。
７は弘長百首題で興行。
８は一字題で興行。女房の参加が見られる最後。
９は「被分左右云々」とあることから、歌合の形式を含む着到和歌として興行カ。
10は着到連歌。形式不明。
11は閏４月を跨ぐ。
12は天皇として最初の着到和歌。
14は最初の百日四文字歌題
15は起日が変則的。閏11月を跨ぐ、一日に二日分の日が二度あり。後土御門天皇主催の４の歌題と同じ（為家百首）。
17は知仁親王主催が同一日程で興行。
16は三条西実隆の息公条、下冷泉政為の息為孝が着到和歌に初参。
20は兼題ではなく当座、10日分を一日で読む。満日が二日ずれる。
21は歌題が変則的で、春秋交互、夏冬交互、恋雑交互（宗尊親王歌合題）。
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表１　後柏原天皇主催などの着到和歌一覧
●勝仁親王・後柏原天皇主催着到和歌
№ 親王・天皇 起日 満日 人数 起日歌題 二日目 満日歌題 歌題構成 出典 原本 写本 詠者
1 勝仁親王 文明8年3月3日 （6月14日） 不明 実隆
2 勝仁親王 文明9年3月3日 （6月14日） 不明 実隆
3 勝仁親王 文明11年9月9日 11月20日 不明 お湯 女房達はいつもの御人数。番衆ともにも詠むべし仰せらるる。朝の御製ありてみせらるる。
4 勝仁親王 文明12年9月1日 12月11日 9人 立春 山霞 祝言 20・10・20・10・20・20 実隆・お湯 勝仁・花山院兼子・万里小路命子・庭田雅行・松木宗綱・四辻季経・綾小路俊量・甘露寺元長・五辻富仲
5 勝仁親王 文明15年9月9日 12月19日 不明 　 　 お湯
6 勝仁親王 文明17年9月9日 12月19日 9人 立春 朝霞 祝言 為家百首題（20・15・20・15・20・10） 実隆 △ ○ 勝仁・万里小路命子・勧修寺房子・四辻春子・四辻季経・三条西実隆・綾小路俊量・甘露寺元長・万里小路賢房

7 勝仁親王 文明18年9月9日 12月19日 不明 初春
（弘長百首題） 霞 祝 弘長百首題（20・10・20・10・20・20） 実隆

8 勝仁親王 文明19年3月3日 （6月14日） 10人 一字題 実隆 御製・勝仁・邦高・三条冬子・甘露寺親長・上冷泉為廣・三条西実隆・勧修寺政顕・姉小路俊量・田向重治
9 勝仁親王 長享2年3月3日カ 6人 春20・夏15カ。歌合 実隆 勝仁・邦高・道永法親王・常信法親王・就山永崇・宗山等貴

10 勝仁親王 長享2年9月9日 12月19日 18人 着到連歌 実隆・親長・お湯 勝仁・尊敦・邦高・就山・庭田雅行・甘露寺親長・滋野井教國・四辻季経・三条西実隆・白川忠富・綾小路俊量・山科言国・薄以量・庭田重経・万里小路賢房・
唐橋在数・五辻富仲・五条為学

11 勝仁親王 明応2年3月3日 5月14日 5人 早春 憐霞 関屋 20・15・20・15・15・15 実隆 ○ ○ 勝仁・道永法親王・三条西実隆・四辻季経・甘露寺元長
12 後柏原天皇 文亀3年3月3日 6月14日 10人 立春 山霞 祝言 20・15・20・15・20・10 実隆 ○ 御製・邦高・三条西実隆・四辻季経・甘露寺親長・勧修寺政顕・甘露寺元長・田向重治・万里小路賢房・姉小路済継
13 後柏原天皇 文亀3年9月9日 12月19日 11人 歳暮立春 山霞 祝言 20・10・20・10・20・20 実隆 御製・実隆・下冷泉政為・四辻季経・綾小路俊量・中山宣親・勧修寺政顕・田向重治・東坊城和長・冷泉永宣・姉小路済継
14 後柏原天皇 永正2年3月3日 6月14日 11人 都鄙立春 子日催興 社頭祝世 20・15・20・15・15・15 実隆・二水 ○ ○ 御製・三条西実隆・下冷泉政為・綾小路俊量・小倉季種・田向重治・冷泉永宣・下冷泉為孝・甘露寺元長・姉小路済継・上冷泉為廣
15 後柏原天皇 永正3年11月9日 12月17日 6人 立春氷 初春霞 祝言 為家百首題（20・10・20・10・20・20） 実隆 ○ 御製・邦高・綾小路俊量・東坊城和長・田向重治・冷泉永宣
16 後柏原天皇 永正5年9月9日 12月20日 不明 実隆 御製・三条西公条（初度）・下冷泉為孝（初度）

17 後柏原天皇 永正6年9月9日 12月20日 16人 歳中立春 野外朝霞 竹契遐年 20・15・20・15・15・15 実隆 ○ ○ 御製・三条西実隆・下冷泉政為・小倉季種・甘露寺元長・田向重治・東坊城和長・冷泉永宣・広橋守光・姉小路済継・三条西公条・下冷泉為孝・四辻公音・中山康親・
甘露寺伊長・飛鳥井雅綱

18 後柏原天皇 永正8年3月3日 6月14日 10人 山早春 子日友 哥神祇祝 20・15・20・15・15・15 実隆 ○ 御製・三条西実隆・下冷泉政為・小倉季種・甘露寺元長・冷泉永宣・姉小路済継・中山康親

19 後柏原天皇 永正10年3月3日 6月14日 12人 初春 霞 祝 20・10・20・10・20・20 実隆 ○ 御製・三条西実隆・下冷泉政為・小倉季種・甘露寺元長・田向重治・飛鳥井雅俊・三条西公条・冷泉永宣・姉小路済継・下冷泉為孝・四辻公音・中山康親・
甘露寺伊長・飛鳥井雅綱

20 後柏原天皇 永正14年3月3日 ※6月16日 7人 当座10日分、春10 二水 御製・知仁・冷泉永宣・三条西公条・四辻公音・鷲尾隆康・庭田重親

21 後柏原天皇 永正16年3月3日 6月14日 10人 歳中立春 六月立秋 社頭祝言 宗尊親王歌合題
（春秋30・夏冬30・恋雑40） 二水 ○ ○ 御製・知仁・貞敦・中山康親・武者小路秀房・冷泉永宣・下冷泉為孝・三条西公条・飛鳥井雅綱・上冷泉為和

●後土御門天皇主催着到和歌
№ 親王・天皇 起日 満日 人数 起日歌題 二日目 満日歌題 歌題構成 出典 原本 写本 詠者
1 後土御門天皇 文明4年9月9日 （12月18日） 不明 立春 山霞 祝言 20・15・20・15・20・10 親長・紅塵灰集
2 後土御門天皇 文明7年3月3日 6月14日 10人 実隆 御製・邦高・四辻春子・庭田雅行・甘露寺親長・四辻季春・滋野井教國・白川忠富・三条西実隆・綾小路俊量
3 後土御門天皇 文明7年9月9日 12月19日 不明 立春 実隆
4 後土御門天皇 文明8年3月3日 （6月14日） 不明 早春雪 狐嶋霞 寄国祝 20・15・20・15・15・15 紅塵灰集
5 後土御門天皇 文明8年9月9日 （12月18日） 不明 立春 山霞 祝言 20・15・20・15・15・15 紅塵灰集
6 後土御門天皇 文明9年9月9日 12月19日 10人 実隆 御製・勝仁・邦高・三条冬子・四辻春子・甘露寺親長・滋野井教國・四辻季経・三条西実隆・甘露寺元長
7 後土御門天皇 文明10年9月9日 （12月19日） 不明 お湯

8 後土御門天皇 文明12年9月1日 12月11日 15人 立春氷 初春霞 祝言 為家百首題（20・10・20・10・20・20） 実隆・お湯 ○ ○ 御製・邦高・三条冬子・四辻春子・中院通秀・勧修寺教秀・徳大寺実敦・甘露寺親長・飛鳥井雅康・三条西実隆・滋野井教國・下冷泉政為・姉小路基綱・上冷泉為廣・
小倉季煕

9 後土御門天皇 文明13年9月1日 12月12日 10人 立春朝など 立春山など 寄水祝など 20・10・20・10・20・20 親長・お湯 ○ 御製・大炊御門信量・三条冬子・中院通秀・海住山高清・甘露寺親長・三条西実隆・四辻季経・姉小路基綱・冷泉為廣
10 後土御門天皇 文明15年3月3日 6月13日 不明 お湯

11 後土御門天皇 文明15年9月9日 （12月19日） 15人 子日 東山御文庫 △ 御製・勝仁・邦高・道永法親王・花山院兼子・四辻春子・庭田朝子・庭田重経・冷泉永宣・万里小路賢房・飛鳥井雅康・四辻季経・山科言国・田向重治・
甘露寺元長

12 後土御門天皇 延徳2年9月9日 （12月18日） 5人 実隆・お湯

●足利義尚主催着到和歌
№ 起日 満日 人数 起日歌題 二日目 満日歌題 歌題構成 出典 原本 写本 詠者

1 足利義尚 文明9年9月9日 （12月19日） 22人 立春 兼顕卿記 義尚・高倉永継・広橋兼顕・日野政資・上野刑部少輔・伊勢貞宗・星野宮内少輔・伊勢七郎・伊勢貞頼・安東右馬助・伊勢七郎次郎・小串次郎・垪和與次郎・
安東平五郎・布施新三郎・夏阿弥・松阿弥・木阿弥・仙阿弥・大館治部少輔・杉原賢盛・杉原長恒

2 足利義尚 文明10年9月9日 （12月19日） 不明 立春 山霞 兼顕卿記
3 足利義尚 文明15年9月2日 10月22日 20人 都立春・里霞（二日分） 寄国祝言 20・10・20・10・20・20 十輪院内府記・実隆 打聞衆（中院通秀・三条西実隆・姉小路基綱・杉原賢盛など）・宗山等貴・高倉永継・冷泉政為・日野政資・飛鳥井雅俊・伊勢貞頼

●尊敦親王主催着到和歌　
№ 親王・天皇 起日 満日 人数 起日歌題 二日目 満日歌題 歌題構成 出典 原本 写本 詠者
1 尊敦親王 文明18年3月3日 （6月14日） 不明 山霞 言国卿詠草

●知仁親王主催着到和歌　※後奈良天皇は上巳の節句は鶏合せ・重陽の節句は和漢聯句を恒例とする。
№ 親王・天皇 起日 満日 人数 起日歌題 二日目 満日歌題 歌題構成 出典 原本 写本 詠者

1 知仁親王 永正6年9月9日 （12月19日） 不明 早春風 子日 寄日祝 20・15・20・15・15・15 貞敦親王著到百首和歌
（伏見526）

2 知仁親王 永正7年9月9日 12月19日 不明 実隆・二水

3 知仁親王 永正8年3月3日 6月14日 不明 実隆

注）満日の括弧書きは起日から百日目。※は百日目ではない。原本の△は、勝仁親王自筆の写本。
　　出典の実隆は『実隆公記』、親長は『親長卿記』、お湯は『御湯殿上日記』、二水は『二水記』の略。
○勝仁親後・柏原天皇主催の各着到和歌の特色

３は閏９月を跨ぐ。
４は後土御門天皇と同じ日程の９月１日起日で同時に興行。
７は弘長百首題で興行。
８は一字題で興行。女房の参加が見られる最後。
９は「被分左右云々」とあることから、歌合の形式を含む着到和歌として興行カ。
10は着到連歌。形式不明。
11は閏４月を跨ぐ。
12は天皇として最初の着到和歌。
14は最初の百日四文字歌題
15は起日が変則的。閏11月を跨ぐ、一日に二日分の日が二度あり。後土御門天皇主催の４の歌題と同じ（為家百首）。
17は知仁親王主催が同一日程で興行。
16は三条西実隆の息公条、下冷泉政為の息為孝が着到和歌に初参。
20は兼題ではなく当座、10日分を一日で読む。満日が二日ずれる。
21は歌題が変則的で、春秋交互、夏冬交互、恋雑交互（宗尊親王歌合題）。
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⑦
ａ
文
明
十
二
年
十
月
二
十
二
日
初
冬
時
雨
〜
十
二
月
十
一
日
祝
言
、
一
五

人
、
105
コ
マ
〜
124
コ
マ

※
宮
内
庁
書
陵
部
に
は
、
ｂ
「
文
明
十
七
年
従
九
月
九
日
着
到
百
首
」（
一
五

五
─
二
五
八
、
公
開
画
像
な
し
、
文
明
十
七
年
九
月
九
日
立
春
〜
十
二
月
十
九
日
祝

言
、
九
人
）
あ
り

Ⅲ　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
「
著
到
和
歌
」（
二
〇
一
・
一
四
六
）
全
119
コ
マ

①
ｇ
永
正
六
年
九
月
九
日
歳
中
立
春
〜
十
二
月
二
十
日
竹
契
遐
年
、
一
六
人
、

3
コ
マ
〜
64
コ
マ

②
ｃ
明
応
二
年
三
月
三
日
早
春
〜
五
月
十
四
日
関
屋
、
五
人
、
64
コ
マ
〜
89
コ
マ

③
ｅ
永
正
二
年
三
月
三
日
都
鄙
立
春
〜
六
月
十
四
日
社
頭
祝
世
、
一
一
人
、
89

コ
マ
〜
117
コ
マ

Ⅳ　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
「
日
次
歌
集
」（
二
〇
一
・
六
三
二
、
享
保
十
七
年

昌
平
坂
学
問
所
）、
外
題
「
冷
泉　

日
次
歌
集　

全
」、
全
98
コ
マ

①
ｆ
永
正
三
年
十
一
月
九
日
立
春
氷
〜
十
二
月
十
九
日
祝
言
、
六
人
、
2
コ
マ
〜

28
コ
マ

②
ｈ
永
正
八
年
三
月
三
日
山
早
春
〜
四
月
二
十
七
日
暮
秌
紅
葉
、
八
人
、
28
コ

マ
〜
45
コ
マ

③
ｉ
永
正
十
六
年
四
月
四
日
首
夏
〜
五
月
三
日
都
鄙
歳
暮
、
一
〇
人
、
45
コ
マ
〜

58
コ
マ

④
ｄ
文
亀
三
年
四
月
九
日
早
秌
〜
五
月
十
三
日
歳
暮
、
一
〇
人
、
58
コ
マ
〜
71

コ
マ

⑧
ａ
文
明
十
二
年
十
月
二
十
二
日
初
冬
時
雨
〜
十
二
月
十
一
日
祝
言
、
一
五

人
、
142
コ
マ
〜
159
コ
マ

※
Ｈ
─
六
〇
〇
─
三
三
三
ふ
函
八
〇
の
解
説
に
は
「
時
期
：
明
応
元
・
二
・
文

亀
三
年
、
備
考
：
三
種
の
着
到
和
歌
を
合
写
。
⑴
明
応
元
年
九
月
九
日
か
ら
十

二
月
二
十
日　

⑵
明
応
二
年
三
月
三
日
か
ら
五
月
十
四
日　

⑶
文
亀
三
年
四
月

九
日
か
ら
五
月
三
十
日
。
宮
内
庁
書
陵
部
に
「
御
着
到
部
類
」
一
冊
（
御
所

本
、
五
〇
一
・
七
九
七
）
あ
り
」
と
あ
る
が
、
誤
り
。

※
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
に
は
、「
禁
裏
御
著
到
百
首
」

（
Ｈ
─
六
〇
〇
─
二
六
き
函
二
一
）、
全
136
コ
マ
、
永
正
十
年
三
月
三
日
初
春
〜
六

月
十
四
日
祝
、 

一
二
人
の
原
本
あ
り

Ⅱ　

宮
内
庁
書
陵
部
「
御
着
到
部
類
」（
五
〇
一
─
七
九
七
）、
全
124
コ
マ

①
ｃ
明
応
二
年
三
月
三
日
早
春
〜
五
月
十
四
日
関
屋
、
五
人
、
5
コ
マ
〜
25
コ
マ

②
ｅ
永
正
二
年
三
月
三
日
都
鄙
立
春
〜
六
月
十
四
日
社
頭
祝
世
、
一
一
人
、
26

コ
マ
〜
48
コ
マ

③
ｆ
永
正
三
年
十
一
月
九
日
立
春
氷
〜
十
二
月
十
九
日
祝
言
、
六
人
、
48
コ
マ
〜

68
コ
マ

④
ｈ
永
正
八
年
三
月
三
日
山
早
春
〜
四
月
二
十
七
日
暮
秌
紅
葉
、
八
人
、
69
コ

マ
〜
82
コ
マ

⑤
ｉ
永
正
十
六
年
四
月
四
日
首
夏
〜
五
月
三
日
都
鄙
歳
暮
、
一
〇
人
、
83
コ
マ
〜

95
コ
マ

⑥
ｄ
文
亀
三
年
四
月
九
日
早
秋
〜
五
月
十
三
日
歳
暮
、
一
〇
人
、
96
コ
マ
〜
105

コ
マ
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下
巻

④
ａ
文
明
十
二
年
十
月
二
十
二
日
初
冬
時
雨
〜
十
二
月
十
一
日
祝
言
、
一
五
人

⑤
ｄ
文
亀
三
年
四
月
九
日
早
秌
〜
五
月
十
三
日
歳
暮
、
一
〇
人

⑥
ｉ
永
正
十
六
年
四
月
四
日
首
夏
〜
五
月
三
日
都
鄙
歳
暮
、
一
〇
人

⑦
「
夏
冬
三
十
首　
　

年
四
月
」

三　

永
正
三
年
十
一
月
九
日
起
日
後
柏
原
天
皇

主
催
着
到
和
歌
の
概
要

（
１
）
詠
者

詠
者
は
、
御
製
、
式
部
卿
宮
・
邦
高
親
王
、
按
察
使
・
綾
小
路
俊
量
（
正
二

位
）、
前
源
中
納
言
・
田
向
重
治
（
従
二
位
）、
菅
宰
相
・
東
坊
城
和
長
（
従
三

位
）、
新
宰
相
・
冷
泉
永
宣
（
従
三
位
）
の
六
人
で
あ
る
。
な
お
、
田
向
重
治
の

権
中
納
言
の
辞
任
は
、
十
月
十
九
日
で
あ
る
。
写
本
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
式
」

「
前
源
」（

４
）「

按
」「
菅
」「
新
」
の
略
称
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。

後
柏
原
天
皇
は
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
十
月
二
十
日
誕
生
、
当
時
四
十

三
歳
。
在
位
は
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
十
月
二
十
五
日
（
三
十
七
歳
）
か
ら
大

永
六
年
（
一
五
二
六
）
四
月
七
日
（
没
）、
六
十
三
歳
。
諱
は
勝
仁
。
歌
集
『
柏

玉
集
』
が
あ
る
。
三
条
西
実
隆
の
『
雪
玉
集
』、
冷
泉
政
為
の
『
碧
玉
集
』
と

と
も
に
、
三
玉
集
と
呼
ば
れ
た
。

邦
高
親
王
は
、
伏
見
宮
第
五
代
当
主
。
父
は
貞
常
親
王
。
康
正
二
年
（
一
四

五
六
）
二
月
二
日
誕
生
。
当
時
五
十
一
歳
。
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
に
元
服
、

親
王
宣
下
。
享
禄
五
年
（
一
五
三
二
）
三
月
十
九
日
没
、
七
十
七
歳
。

⑤
ａ
文
明
十
二
年
十
月
二
十
二
日
初
冬
時
雨
〜
十
二
月
十
一
日
祝
言
、
一
五

人
、
71
コ
マ
〜
94
コ
マ

※
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
は
、
ｂ
「
着
到
和
謌
〈
自
文
明
十
七
年
九
月
九

日
〉」（
二
〇
一
─
三
二
九
、
文
明
十
七
年
九
月
九
日
立
春
〜
十
二
月
十
九
日
祝
言
、
九

人
）
107
コ
マ
あ
り

Ⅴ　

宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
「
近
代
著
到
和
歌
」

国
文
学
研
究
資
料
館
、
紙
焼
写
真
請
求
番
号
Ｃ
六
三
六
七
、
226
コ
マ

①
ｇ
永
正
六
年
九
月
九
日
歳
中
立
春
〜
十
二
月
二
十
日
竹
契
遐
年
、
一
六
人

②
ｃ
明
応
二
年
三
月
三
日
早
春
〜
五
月
十
四
日
関
屋
、
五
人

③
ｅ
永
正
二
年
三
月
三
日
都
鄙
立
春
〜
六
月
十
四
日
社
頭
祝
世
、
一
一
人

④
ｆ
永
正
三
年
十
一
月
九
日
立
春
氷
〜
十
二
月
十
九
日
祝
言
、
六
人

⑤
ｈ
永
正
八
年
三
月
三
日
山
早
春
〜
四
月
二
十
七
日
暮
秌
紅
葉
、
八
人

⑥
ｉ
永
正
十
六
年
四
月
四
日
首
夏
〜
五
月
三
日
都
鄙
歳
暮
、
一
〇
人

⑦
ｄ
文
亀
三
年
四
月
九
日
早
秌
〜
五
月
十
三
日
歳
暮
、
一
〇
人

⑧
ａ
文
明
十
二
年
十
月
二
十
二
日
初
冬
時
雨
〜
十
二
月
十
一
日
祝
言
、
一
五
人

Ⅵ　

水
府
明
徳
会
水
戸
彰
考
館
本
「
近
代
著
到
（
近
代
著
到
和
歌
）」

国
文
学
研
究
資
料
館
、
紙
焼
写
真
請
求
番
号
Ｃ
七
一
〇
二
、
1726
コ
マ

上
巻

①
ｂ
文
明
十
七
年
九
月
九
日
立
春
〜
十
二
月
十
九
日
祝
言
、
九
人

②
ｃ
明
応
二
年
三
月
三
日
早
春
〜
五
月
十
四
日
関
屋
、
五
人

③
ｆ
永
正
三
年
十
一
月
九
日
立
春
氷
〜
十
二
月
十
九
日
祝
言
、
六
人
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（
３
）
原
本
と
写
本

原
本
は
不
在
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
の
写
本
が
残
っ
て
い
る
。
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
「
禁
裏
御
著
到
和
歌
」
④
、
宮
内
庁
書
陵
部

「
御
着
到
部
類
」
③
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
「
日
次
歌
集
」
①
、
宮
城
県

図
書
館
伊
達
文
庫
「
近
代
著
到
和
歌
」
④
、
水
府
明
徳
会
水
戸
彰
考
館
本
「
近

代
著
到
（
近
代
著
到
和
歌
）」
③
の
五
本
で
あ
る
。
す
べ
て
の
写
本
で
秋
の
18
紅

葉
映
日
・
19
暮
秋
露
・
20
惜
九
月
盡
の
三
日
分
が
欠
落
し
て
い
る
。
ま
た
、
六

人
全
員
の
和
歌
が
残
っ
て
い
る
の
は
、
春
1
〜
春
4
・
春
9
・
春
13
の
都
合
六

日
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
御
製
が
欠
落
し
て
い
る
場
合
が
多
い
。

起
日
は
十
一
月
九
日
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
月
は
小
の
月
で
、
翌
月
も

十
一
月
（
大
の
月
）
で
あ
る
か
ら
、
十
月
九
日
の
誤
り
の
可
能
性
は
あ
る
。
し

か
し
、
偶
数
を
嫌
っ
て
十
月
を
あ
え
て
十
一
月
と
し
、
閏
月
を
含
め
十
一
月
を

三
度
続
け
る
作
為
を
行
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
最
初
の
十
一

月
に
は
十
二
日
が
二
回
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
写
し
誤
り
と
す
る
よ
り
は
、
暦
上

の
作
為
的
な
誤
り
を
含
ま
せ
、
奇
異
な
構
成
を
故
意
に
行
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。

（
４
）
特
徴

こ
の
よ
う
に
暦
を
作
為
し
た
奇
妙
な
着
到
和
歌
が
実
際
に
行
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。『
実
隆
公
記
』
永
正
三
年
十
一
月
十
五
日
条
に
以
下
の
よ
う
な
記
載

が
あ
る
。「
菅
相
公
来
臨
、
禁
裏
著
到
和
哥
被
談
之
、
及
昏
前
源
中
納
言
来

臨
、
被
談
竹
園
若
州
御
領
事
」。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
東
坊
城
和
長
が
三
条
西
実

隆
邸
に
来
て
、
確
か
に
後
柏
原
天
皇
主
催
の
着
到
和
歌
に
つ
い
て
相
談
を
し
て

綾
小
路
俊
量
は
、
宝
徳
三
年
（
一
四
五
一
）
誕
生
。
永
正
十
五
年
（
一
五
一

八
）
没
。
六
十
八
歳
。
当
時
五
十
六
歳
。
正
二
位
、
前
権
中
納
言
、
按
察
使
。

父
は
綾
小
路
有
俊
。
家
伝
の
郢
曲
や
笛
を
能
く
し
た
。

田
向
重
治
は
、
享
禄
元
年
（
一
四
五
二
）
誕
生
（『
公
卿
補
任
』
没
年
の
年
齢
か

ら
逆
算
）、
天
文
四
年
七
月
二
十
一
日
没
。
八
十
四
歳
。
当
時
五
十
五
歳
。
従

二
位
、
前
権
中
納
言
（
十
月
十
九
日
権
中
納
言
辞
任
）。
連
歌
も
よ
く
し
、『
新
撰

莵
玖
波
集
』
に
入
集
し
て
い
る
。

東
坊
城
和
長
は
、
寛
正
元
年
（
一
四
六
〇
）
誕
生
。
享
禄
二
年
十
二
月
二
十

日
没
。
七
十
歳
。
文
明
十
九
年
（
一
四
八
七
）
に
文
章
博
士
、
明
応
五
年
（
一
四

九
六
）
に
大
内
記
、
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
に
大
学
頭
。
学
者
と
し
て
の
名
声

が
高
く
、
明
応
十
年
の
辛
酉
革
命
に
は
新
年
号
「
文
亀
」
を
勧
進
し
た
。
当
時

四
十
七
歳
。
従
三
位
（
十
月
十
三
日
に
正
三
位
）、
参
議
、
十
二
月
五
日
に
侍
読
。

冷
泉
永
宣
は
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
誕
生
。
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）

没
、
六
十
七
歳
。
当
時
四
十
三
歳
。
従
三
位
、
参
議
、
右
兵
衛
督
。

（
２
）
歌
題

歌
題
は
、
藤
原
為
家
の
百
首
題
の
一
つ
「
一
夜
百
首
」（

５
）で

春
二
〇
首
・
夏
一

〇
首
・
秋
二
〇
首
・
冬
一
〇
首
・
恋
二
〇
首
・
雑
二
〇
首
の
構
成
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
文
明
十
二
年
九
月
一
日
起
日
後
土
御
門
天
皇
主
催
着
到
和
歌
と
同
一
で

あ
る（

６
）。

こ
の
文
明
十
二
年
九
月
一
日
に
、
当
時
の
皇
太
子
で
あ
っ
た
勝
仁
親
王

は
、
後
土
御
門
天
皇
と
同
じ
日
程
で
着
到
和
歌
を
催
し
て
い
る
。
後
土
御
門
天

皇
に
薫
陶
を
受
け
た
勝
仁
親
王
は
、
天
皇
と
な
り
藤
原
為
家
の
「
一
夜
百
首
」

題
の
着
到
和
歌
に
挑
戦
し
た
と
み
ら
れ
る
。
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知
仁
親
王
は
、
明
応
五
年
（
一
四
九
七
）
十
二
月
二
十
三
日
誕
生
、
弘
治
三

年
（
一
五
五
七
）
九
月
五
日
没
、
六
十
三
歳
。
当
時
二
十
三
歳
。
後
柏
原
天
皇

没
後
、
後
奈
良
天
皇
と
し
て
即
位
。
在
位
は
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
四
月
二

十
九
日
か
ら
弘
治
三
年
（
一
五
五
七
）。

貞
敦
親
王
は
、
伏
見
宮
第
六
代
当
主
。
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
誕
生
、
元

亀
三
年
（
一
五
七
二
）
七
月
二
十
五
日
没
、
八
十
五
歳
。
当
時
三
十
二
歳
。
父

は
邦
高
親
王
。
後
柏
原
天
皇
の
猶
子
と
な
る
。
文
亀
二
年
（
一
五
〇
二
）
に
元

服
、
永
正
元
年
に
親
王
宣
下
。
歌
集
「
貞
敦
親
王
御
詠
草
」。

三
条
西
公
条
は
、
文
明
十
九
年
（
一
四
八
七
）
誕
生
。
永
禄
六
年
（
一
五
六

三
）
没
、
歳
。
当
時
三
十
三
歳
。
従
二
位
、
権
中
納
言
、
大
宰
権
帥
、
神
宮
伝

奏
。
父
は
実
隆
、
母
は
勧
修
寺
教
秀
の
三
女
。
父
実
隆
か
ら
古
今
伝
授
を
受
け

る
。
法
号
は
称
名
院
。
享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）
に
後
奈
良
天
皇
に
古
今
和
歌

集
を
進
講
。
歌
集
「
称
名
院
集
」。

冷
泉
永
宣
は
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
誕
生
、
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）

没
、
六
十
七
歳
。
当
時
五
十
六
歳
。
従
二
位
、
前
権
中
納
言
。

下
冷
泉
為
孝
は
、
文
明
五
年
（
一
四
七
三
）
誕
生
、
天
文
十
二
年
（
一
五
四

三
）
没
、
六
十
九
歳
。
当
時
四
十
五
歳
。
正
三
位
、
権
中
納
言
。
父
は
政
為
。

中
山
康
親
は
、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
誕
生
、
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）

没
、
五
十
四
歳
。
当
時
三
十
五
歳
。
正
三
位
、
権
中
納
言
。

上
冷
泉
為
和
は
、
文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
誕
生
、
天
文
十
八
年
（
一
五
四

九
）
没
、
六
十
四
歳
。
当
時
三
十
四
歳
。
従
三
位
、
参
議
。
父
は
為
廣
。
歌
集

「
為
和
卿
集
（
今
川
為
和
集
）」。
定
家
流
の
書
跡
で
も
有
名
。

武
者
小
路
秀
房
は
、
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
誕
生
、
永
禄
六
年
（
一
五
六

い
る
。

永
正
三
年
十
一
月
九
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
は
、
以
下
の
よ
う

な
特
徴
を
持
つ
。
①
文
明
十
二
年
九
月
一
日
起
日
後
土
御
門
天
皇
主
催
着
到
和

歌
と
同
一
の
歌
題
で
あ
る
。
そ
の
歌
題
は
、『
明
題
部
類
抄
』
に
よ
れ
ば
「
一

夜
百
首
」
の
名
を
持
つ
藤
原
為
家
の
百
首
題
で
あ
る
。
②
非
節
供
起
日
・
一
日

二
度
詠
・
二
度
十
一
月
（
閏
十
一
月
を
含
め
る
と
三
度
）
の
反
規
則
性
が
あ
る
。

こ
の
作
為
は
、
①
の
前
天
皇
の
芸
能
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
新
奇
を
求
め
る
と
い

う
他
に
見
ら
れ
な
い
意
欲
的
な
企
画
と
言
え
よ
う
。

宮
内
庁
書
陵
部
「
御
著
到
部
類
」
を
底
本
と
し
、
他
の
写
本
を
対
校
し
た
翻

刻
を
後
載
す
る
。

四　

永
正
十
六
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇

主
催
着
到
和
歌
の
概
要

（
１
）
詠
者

詠
者
は
、
御
製
、
知
仁
親
王
、
伏
見
宮
貞
敦
親
王
、
従
二
位
権
中
納
言
・
三

条
西
公
条
、
従
二
位
前
権
中
納
言
・
冷
泉
永
宣
、
正
三
位
権
中
納
言
・
下
冷
泉

為
孝
、
正
三
位
権
中
納
言
・
中
山
康
親
、
従
三
位
・
参
議
上
冷
泉
為
和
、
正
四

位
下
左
中
弁
蔵
人
頭
・
武
者
小
路
秀
房
、
従
四
位
下
左
中
将
・
飛
鳥
井
雅
綱
の

一
〇
人
で
あ
る
。

後
柏
原
天
皇
は
、
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
十
月
二
十
日
誕
生
、
当
時
五
十

六
歳
。
在
位
は
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
十
月
二
十
五
日
か
ら
大
永
六
年
（
一
五

二
六
）
四
月
七
日
（
没
）、
六
十
三
歳
。
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四
月
二
十
一
日
（
四
十
八
日
目
、
夏
冬
十
八
日
目
）
千
鳥
暁
鳴
、
思
文
閣
墨
跡
資

料
目
録
四
三
〇
号
（
二
〇
〇
八
年
六
月
十
五
日
）、
④
四
月
二
十
二
日
（
四
十
九
日

目
、
夏
冬
十
九
日
目
）
照
射
、『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
書
中
古
中
世
篇
別
巻

四　

集
古
筆
翰
第
一
輯
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
八
年
三
月
）。

三
）
没
、
七
十
二
歳
。
当
時
二
十
八
歳
。
従
四
位
上
、
右
中
弁
。
父
は
賢
房
。

飛
鳥
井
雅
綱
は
、
長
享
三
年
（
一
四
八
九
）
誕
生
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）

没
、
七
十
五
歳
。
当
時
三
十
一
歳
。
従
四
位
上
、
左
近
中
将
。
父
は
雅
俊
。

（
２
）
歌
題

歌
題
は
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
の
順
で
は
な
く
、「
春
秋
」
三
〇
首
、

「
夏
冬
」
三
〇
首
、「
恋
雑
」
四
〇
首
の
構
成
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
夏
冬
」
で

あ
れ
ば
、
首
夏
、
初
冬
、
卯
花
、
時
雨
の
順
に
な
っ
て
い
て
、
夏
の
題
と
冬
の

題
が
交
互
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
組
題
は
、
文
永
八
年
六
月
一
日
宗
尊
親
王
主

催
歌
合
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る（

７
）。

（
３
）
写
本
と
原
本

江
戸
時
代
写
本
で
は
、
下
冷
泉
為
孝
の
一
句
と
「
夏
冬
」
の
四
月
四
日
（
三

十
一
日
目
）
首
夏
か
ら
五
月
三
日
（
六
十
日
目
）
都
鄙
歳
暮
ま
で
の
三
〇
日
間
分

だ
け
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本

「
禁
裏
御
著
到
和
歌
」
⑥
、
宮
内
庁
書
陵
部
「
御
着
到
部
類
」
⑤
、
国
立
公
文

書
館
内
閣
文
庫
「
日
次
歌
集
」
③
、
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
「
近
代
著
到
和

歌
」
⑥
、
水
府
明
徳
会
水
戸
彰
考
館
本
「
近
代
著
到
（
近
代
著
到
和
歌
）」
⑥
の

五
本
で
あ
る
。

現
存
す
る
原
本
は
す
べ
て
「
夏
冬
」
の
う
ち
の
四
日
分
で
あ
る
。

①
四
月
十
九
日
（
四
十
六
日
目
、
夏
冬
十
六
日
目
）
雪
中
興
遊
、
影
写
本
・
竹
内

文
平
所
蔵
文
書
二
（
三
〇
七
一
・
五
六
─
一
八
）、
②
四
月
二
十
日
（
四
十
七
日

目
、
夏
冬
十
七
日
目
）
五
月
雨
晴
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
（
Ｂ
甲
八
八
九
）、
③
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８　

花
に尓

め
て
月
に
む
か可

ふ婦

も
さ
む無

か可

ら
ぬ怒

　
　

雪
と
そ
人
に尓

ひ
か可

り利

そ楚

へ
ぬ
れ連	

康
親

９　

ふ布

る累

を遠

の乃

ミ
あ阿

か可

ぬ
ハ
か可

り利

か可

も
ろ
と
も
に

　
　

雪
を遠

め
く
ら
す須

袖
の能

い
ろ

く	

為
孝

10　

門
は者

な奈

を越

明
る留

夜
を遠

そ
し
と
を越

く
こ古

し

　
　

や屋

と
は者

伏
見
の農

雪
の
朝
に尓

原
本
・
竹
内
文
平
所
蔵
文
書
二
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

十
九
日　

雪
中
興
遊　

46

１　

か可

へ遍

る留

さ
も毛

わ
す
れ
は者

て
ね留

と
く
る
ゝ
野
に尓

　
　

け
う
を遠

さ
か可

す春

る
ゆ遊

き起

の乃

花
か可

も	

為
和

２　

庭
に尓

み
る流

雪
の能

朝
の乃

あ
か可

な那

く
に尓

　
　

又
駒
な奈

め
て天

い以

つ徒

る留

野
へ
哉	

知
仁

３　

春
秋
を
お
も
ひ
す春

く
し
て
な奈

か可

む
れ連

は者

　
　

ま
た多

一
こ
ろ
の農

雪
の乃

花
園	

貞
敦

４　

た堂

れ禮

を越

又
と
ふ婦

と
は
な奈

し
に
お於

も
ふ
と
ち地

　
　

舩
さ佐

し
て
ミ
む無

今
朝
の
し志

ら
雪	

公
條

５　

う
ち
い
つ徒

る累

雪
の乃

す春

ゑ
野
に尓

駒
と
め
て天

　
　

み
れ連

は
と
ふ
へ
き
や
と
も
忘
つ	

永
宣

６　

花
と
め
て天

月
と
ま満

か可

へ
て天

く
る類

ゝ
日
に

　
　

あ
か可

ぬ怒

こ古

ゝ
ろ
そ
雪
に尓

つ津

く
せ世

る留	

雅
綱

７　

と登

ハ
て
又
た多

ち地

か可

へ遍

る留

波
に尓

舟
さ
す
も毛

　
　

心
ハ
し志

る留

や
け个

ふ
の乃

し志

ら
雪	

秀
房
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８　

山
の乃

は者

も毛

今
朝
あ阿

ら
は者

れ
て天

五
月
雨
に尓

　
　

か可

さ佐

な奈

る留

雲
の
晴
間
を越

そ
ミ
る流	

知
仁

９　

ふ布

り利

く
ら
す春

雨
ハ
五
月
の
な
ら
ハ
し
に

　
　

た堂

の
ま
ぬ
雲
の乃

は者

れ
ま万

成
ら
ん	

為
孝

10　

あ
ふ
ち地

開
五
月
の農

雨
の乃

晴
間
よ
り

　
　

ミ
と
り利

す
ゝ
し
く
か
よ
ふ
夕
か可

せ	

和

原
本
・
京
都
国
立
博
物
館
Ｂ
甲
九
〇
九
（
四
居
肇
氏
寄
贈
）

廿
日　

五
月
雨
晴　

47

１　

さ
ミ
た多

れ連

の能

程
ふ布

る留

空
に
な奈

れ連

き
つ津

ゝ

　
　

今
朝
ハ
ま満

は者

ゆ
き
日
の能

光
か可

な奈	

公
條

２　

木
の乃

間
よ
り里

空
の能

み
と
り利

も
ほ本

の能

見
え衣

て

　
　

五
月
雨
は者

る留

ゝ
太
山
へ遍

の
さ
と	

永
宣

３　

さ
み
た多

れ禮

は盤

雲
の
衣
の乃

ひ飛

ま万

見
え衣

て天

　
　

う
ら
め
つ
ら
し
き
月
の農

夕
風	

雅
綱

４　

雲
は盤

ま
た多

か可

へ
る
と
も
な奈

き起

山
風
に耳

　
　

は者

れ
間
を
見
す春

る留

五
月
雨
の能

空	

秀
房

５　

さ
ミ
た多

れ禮

は盤

な
を越

い
か可

な那

ら
ん
雪
水
を遠

　
　

は
こ
へ遍

る類

ほ本

と
の農

晴
間
な
り利

せ
は盤	

康
親

６　

見
も
な奈

れ
ぬ怒

日
影
を遠

吠
る累

犬
も
あ
れ連

や

　
　

五
月
を遠

く
ら
す須

雨
の能

は者

れ
ま
は盤

７　

さ佐

ミ
た多

れ連

の乃

は者

れ
ま
の能

夕
日
め
つ
ら
し
と

　
　

む
か可

ふ
に尓

あ阿

つ
き
影
も
わ王

す春

れ禮

て天	

貞
敦
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７　

あ阿

ま万

の農

す春

む
と
ま
や
に尓

ち地

か可

く
鳴
千
と
り利

　
　

を遠

の能

か可

友
と
や
ね祢

覚
問
ら
む舞	

知
仁

８　

ま満

さ
こ
地
や
あ
や
め免

も毛

見
え衣

ぬ
明
く
れ
に尓

　
　

友
よ
ひ
か可

ハ
し
千
と
り
な奈

く
也	

為
和

９　

き幾

く
か可

ら
に
ね祢

覚
か可

ち
な
る留

身
の能

う
へ
を遠

　
　

お
も
ふ
も
夢
の能

友
ち地

と
り利

か可

な奈	

為
孝

10　

妻
や
と
ふ
わ王

か可

れ
や
お
も
ふ
う
ら羅

ち地

と
り利

　
　

な
く
ね祢

に尓

た
へ
ぬ怒

有
明
の農

空	

貞
敦

原
本
・『
思
文
閣
墨
跡
資
料
目
録
』
四
三
一
号
（
二
〇
〇
八
年
六
月
）

廿
一
日　

千
鳥
暁
鳴　

48

１　

さ
夜
千
と
り
ゆ
ふ
つ気

け
鳥
に
あ
ま万

の能

戸
の

　
　

あ
く
る流

も毛

し志

る流

く
聲
あ
ハ
す春

也	

公
條

２　

ふ布

な那

出
を遠

も
い
ま満

や
と
お
も
ふ
あ
か可

つ
き幾

の

　
　

し志

ほ保

に尓

ひ
か可

れ
て天

千
鳥
鳴
く
也	

永
宣

３　

磯
枕
う
き起

ね祢

の
波
の農

ね
さ
め免

を遠

も

　
　

よ
そ
に
か可

た多

ら
ふ婦

友
千
と
り
か可

な奈	
雅
綱

４　

い以

く具

浦
の
月
に尓

す春

き幾

て
有
明
の

　
　

ま
く
ら
の能

波
に尓

千
と
り利

な
く
ら
む	

秀
房

５　

友
な那

し
と
お於

な
し
な奈

ミ
に
や
浦
千
と
り利

　
　

わ王

れ
も毛

ひ日

と
り利

の乃

ね祢

さ
め
と
ふ
ら
ん	

康
親

６　

猶
の
こ古

る留

あ
り
明乃

の能

月
を遠

し志

た多

ふ
夜
や

　
　

雲
の乃

な奈

ミ
に尓

も
ち地

と
り利

鳴
ら
む
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７　

山
ふ布

か可

ミ
と
も
し
の能

鹿
も
こ古

の乃

比
と

　
　

ま
つ川

夜
に尓

な
れ連

ハ
明
や屋

ら
ぬ
空	

知
仁

８　

あ
け気

ぬ
な
り利

と
も
し
の能

影
も毛

白
妙
の

　
　

袖
ま
き起

あ
け遣

て
か
へ
る流

ま
す
ら
お	

公
條

９　

夕
や
み見

は者

と
も毛

し
の
ほ本

く
し
ほ
の
か可

に尓

も

　
　

い
か可

に尓

さ
つ徒

を越

の
ね
ら
ひ
す
ら
し
も毛	

為
和

10　

こ古

ゝ
ろ路

な奈

き起

さ
つ
お
の乃

袖
も
と
も
し
し志

て

　
　

か閑

り利

し
く
柴
の能

露
や
か可

へ
え
ら
む	

為
孝

原
本
・
大
東
急
記
念
文
庫
「
集
古
筆
翰
」
第
一
輯

（
廿
二
日　

照
射
）
49

１　

秌
な奈

ら
ぬ怒

こ
れ
も
お於

も
ひ
か可

た堂

つ川

鹿
の能

　
　

と
も
し
の濃

か可

け希

に尓

ま
よ
ふ
心
は者	

雅
綱

２　

わ王

か可

つ徒

ミ
も毛

の乃

か可

れ連

ぬ
鹿
の
む
く
ひ
も
や

　
　

い
と
ゝ
は者

山
の能

と
も
し
さ
す
か可

け遣	

秀
房

３　

五
月
や
ま満

木
か可

く
れ
や屋

ら
ぬ
こ古

ゝ
ろ路

を遠

も

　
　

と
も毛

し
の
鹿
に尓

お
も
ふ
か可

な那

し
さ	
康
親

４　

あ
け気

や屋

ら
ぬ
と登

も
し
の能

影
も
し志

め
る留

ら
し

　
　

こ古

の能

し
た堂

ふ布

か可

き支

宮
城
の
ゝ
露

５　

あ阿

は者

れ禮

な
り利

あ
ふ
に尓

し
か可

へ遍

は者

と登

ハ
か可

り利

の

　
　

と
も
し
に
鹿
の農

よ
る留

の能

思
ひ日

は盤	

貞
敦

６　

と
も
し
す春

る流

は者

山
し志

け気

山
し
の
ひ
つ徒

ゝ

　
　

ね祢

に尓

た堂

に
た多

て
ぬ
鹿
や
行
覧	

永
宣
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「
後
大
通
院
御
歌
」（
伏
見
一
八
三
）
中
の
「
妙
荘
厳
院
御
歌
」（
Ａ
52
コ
マ
〜

65
コ
マ
と
Ｂ
65
コ
マ
〜
77
コ
マ
）、
Ｃ
「
貞
敦
親
王
著
到
百
首
和
歌
草
」（
伏
見
五

二
八
）、
Ｄ
「
貞
敦
親
王
著
到
百
首
和
歌
」（
伏
見
五
二
七
、
三
条
西
実
隆
添
削
）、

Ｅ
着
到
和
歌
の
原
本
の
五
者
の
比
較
を
比
較
す
る

（
（（
（

。

『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
書
中
古
中
世
篇
別
巻
四　

集
古
筆
翰
第
一
輯

（
（（
（

』

に
原
本
で
あ
る
四
月
二
十
二
日
（
四
十
九
日
目
）
照
射
が
掲
載
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
五
番
目
に
あ
る
貞
敦
親
王
の
詠
歌
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
「
妙
荘
厳
院
御
歌
」
の
Ｂ
（
58
コ
マ
目
）
で
は
、
貞
敦
親
王
が
歌
題

「
照
射
」
に
つ
い
て
四
首
詠
み
、
検
討
し
て
い
る
。

と
も
し
と
松
の
煙
と
到
に
き
こ
え
煙
ハ
か
り
残
る
如
何

①
と
も
し
さ
す須

山
は者

し志

け遣

木
の
中
空　

松
の
煙
そ
あ
け遣

て天

の能

こ
れ
る

②
思
ひ日

入
道
は者

さ佐

ハ
ら
て
を遠

し
か可

ま
つ川　

は者

山
し志

け遣

山
と
も
し
さ
す
ら
ん

＼
あ
ハ
れ
な奈
り利
あ
ふ
に尓
し
か可
へ
ハ
と
は
か可

利り
の

③
夏
虫
の
お
も
ひ
や
お於

な奈

し
山
ふ布

か可

き　

と登

も
し
に尓

し
か
の
よ
る留

の能

思
ひ日

ハ

④
＼
さ
を遠

し
か可

の
お
も
ひ
も
い
と
ゝ
た多

ち
そ
ひ
て　

き
え衣

ぬ
ほ本

く
し
の
影
や
ミ

ゆ
ら
ん

①
〜
④
の
四
首
の
う
ち
、
①
と
③
に
は
書
き
込
み
が
あ
っ
て
考
慮
や
再
考
の

後
が
見
ら
れ
、
③
と
④
に
合
点
が
打
た
れ
、
選
ば
れ
た
。
し
か
も
、
③
の
上
句

は
「
夏
虫
の
お
も
ひ
や
お
な
し
山
ふ
か
き
」
か
ら
「
あ
ハ
れ
な
り
あ
ふ
に
し
か

へ
ハ
と
は
か
り
の
」
に
変
更
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
が
以
下
の
「
妙
荘
厳
院
御
歌
」
の
Ａ　

74
〜
75
コ
マ
目
に
反
映
さ

原
本
は
歌
題
の
み
で
、
日
付
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い（

８
）。

①
影
写
本
・
竹
内
文
平
所
蔵
文
書
二
（
三
〇
七
一
・
五
六
─
一
八
）
に
は
、
①

に
続
き
②
が
あ
る
。
ま
た
、
②
は
四
居
萬
次
郎
旧
蔵
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
文
部

省
教
化
局
編
纂
「
重
要
美
術
品
等
認
定
物
件
目
録
」（
昭
和
十
八
年
）
で
わ
か

り
、
四
居
萬
次
郎
氏
は
京
都
国
立
博
物
館
に
寄
贈
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
②
は

竹
内
文
平
氏
か
ら
四
居
萬
次
郎
氏
に
渡
り
、
現
在
京
都
国
立
博
物
館
蔵
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
四
月
十
二
日
（
三
十
九
日
目
）
嶋
夏
草
」
の

原
本
の
所
在
は
現
在
不
明
で
あ
る
が
、「
重
要
美
術
品
等
認
定
物
件
目
録
」
に

里
見
忠
三
郎
氏
の
所
蔵
と
な
っ
て
い
る（

９
）。

こ
う
し
た
現
在
の
原
本
の
様
子
か
ら
推
量
す
る
に
、
原
本
全
体
は
巻
物
三
巻

構
成
で
、「
夏
冬
」
の
三
十
一
日
目
か
ら
六
十
日
目
ま
で
の
第
二
巻
の
み
伝
存

し
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
以
前
に
一
日
ご
と
に
切
断
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

後
柏
原
天
皇
・
貞
敦
親
王
・
三
条
西
公
条
の
三
人
の
歌
の
み
、
別
本
で
百
日

分
す
べ
て
残
存
し
て
い
る
。
後
柏
原
天
皇
は
『
列
聖
全
集
』、
貞
敦
親
王
・
三

条
西
公
条
は
『
私
家
集
大
成
７
中
世
Ⅴ
上
』
に
そ
れ
ぞ
れ
所
収
さ
れ
て
い
る
。

後
載
す
る
翻
刻
に
は
こ
れ
ら
も
す
べ
て
掲
げ
る
。

な
お
、
古
記
録
に
は
こ
の
着
到
和
歌
に
つ
い
て
の
記
載
は
な
い
。

（
４
）
貞
敦
親
王
の
詠
歌
に
つ
い
て
の
検
討

貞
敦
親
王
の
詠
歌
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
が
所
蔵
し
て
い
る
伏
見
宮

家
旧
蔵
資
料
に
よ
り
作
成
過
程
が
詳
細
に
わ
か
る
の
で
、
具
体
的
に
検
討
し
て

み
る

（
（（
（

。
す
べ
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
確
認
で
き
る
の
で
、
伏
見
宮
家
旧
蔵
本
の
整
理
番

号
を
記
し
、
本
の
途
中
に
記
さ
れ
て
い
る
場
合
は
コ
マ
数
も
示
す
。
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合
点
令
所
望
畢
」
と
あ
る
。

③
は
か可

な奈

し
や
あ
ふ
に尓

し
か可

へ
ハ
と登

ハ
か可

り利

の能

　

と
も
し
に
鹿
の
よ
る留

の能

お
も
ひ
は者

Ｃ
に
「
は
か
な
し
も
」
と
添
書
き
さ
れ
た
も
の
が
、
Ｄ
で
は
「
は
か
な
し
」

の
部
分
が
採
用
さ
れ
て
、
さ
ら
に
「
あ
は
れ
な
り
」
を
改
め
て
「
は
か
な
し

や
」
と
な
っ
て
い
る
。

Ｅ
原
本
『
大
東
急
記
念
文
庫
善
本
叢
書
中
古
中
世
篇
別
巻
四　

集
古
筆
翰
第

一
輯
』
を
見
て
み
よ
う
。

③
あ阿

は者

れ禮

な
り利

あ
ふ
に尓

し
か可

へ遍

は者

と登

ハ
か可

り利

の

　

と登

も
し
に
鹿
の農

よ
る留

の能

思
ひ日

は盤

Ｃ
と
Ｅ
は
同
一
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｃ
は
内
裏
で
そ
の
ま
ま
Ｅ
の
よ
う
に
清

書
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
時
間
を
お
い
て
、
Ｃ
は
推
敲
さ
れ
、
Ｄ
と
な
っ
て
三
条

西
実
隆
に
提
出
さ
れ
、
添
削
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
貞
敦
親
王
の

着
到
和
歌
の
作
成
過
程
は
、
Ｂ
→
（
Ｃ
＝
Ａ
）
→
Ｅ
→
Ｄ
の
順
に
な
る
。

（
５
）
特
徴

こ
れ
は
、
後
柏
原
天
皇
主
催
の
最
後
の
着
到
和
歌
で
あ
る
。
通
常
の
歌
題
で

あ
る
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
の
順
に
兼
題
と
な
る
規
則
を
破
り
、「
春
秋
」

三
〇
首
、「
夏
冬
」
三
〇
首
、「
恋
雑
」
四
〇
首
の
百
首
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。

　
　
は
な
し

③
＼
あ
は者

れ禮

な
り
あ
ふ
に尓

し
か
へ
ハ
と
ハ
か
り
の　

と登

も
し
に
鹿
の
よ
る留

の
思
ひ日

ハ

④　

さ
を越

し
か可

の
思
ひ日

も
い
と
ゝ
立
そ
ひ
て天　

き幾

え衣

ぬ怒

ほ本

く
し
の
影
や
ミ
ゆ
ら
ん

③
と
④
の
う
ち
で
、
③
が
選
ば
れ
た
。「
妙
荘
厳
院
御
歌
」
の
末
尾
に
、「
永

正
十
六
年
三
月
三
日
百
日
於
禁
裏
著
到
之
和
歌
也
。
愚
詠
備　

叡
覧
畢
。
同
年

六
月
十
四
日
終
功
、
毎
度
令
参
内
書
之
」
と
あ
り
、
③
の
「
あ
は
れ
な
り
─
」

が
選
ば
れ
て
着
到
和
歌
に
清
書
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、「
あ
は
れ
な

り
」
に
「
は
な
し
」
が
添
書
き
さ
れ
て
い
る
が
、「
は
か
な
し
も
」
の
誤
り
で

あ
ろ
う
。

次
に
示
す
Ｃ
「
貞
敦
親
王
著
到
百
首
和
歌
草
」
は
、
上
句
と
下
句
の
二
行
書

き
に
し
て
い
る
。
貞
敦
親
王
の
自
筆
で
あ
る
。
①
か
ら
④
の
う
ち
か
ら
③
と
④

を
選
ん
段
階
を
清
書
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
は
か
な
し
も

③
＼
あ
は者

れ禮

な奈

り利

あ
ふ
に尓

し
か可

へ
ハ
と
ハ
か可

り利

の

　
　

と登

も
し
に
鹿
の
よ
る留

の
思
ひ日

ハ

④　

さ
を越

し
か閑

の
思
ひ日

も
い以

と
ゝ
立
そ
ひ
て天

　
　

き幾

え
ぬ怒

ほ本

く
し
の
影
や
ミ
ゆ
ら
ん

Ｄ
「
貞
敦
親
王
著
到
百
首
和
歌
」
を
次
に
示
す
。
末
尾
に
「
為
稽
古
逍
遥
院
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伝
統
を
踏
ま
え
た
御
会
の
催
し
で
あ
っ
た
。

注（
１
）
私
は
起
日
と
満
日
を
除
く
九
十
八
日
分
は
籤
（
く
じ
）
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い

た
と
考
え
て
い
た
が
、
籤
を
「
せ
ん
」
と
解
釈
し
て
題
名
や
年
号
を
記
し
た
札

と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
有
力
な
説
も
あ
る
（
本
山
八
重
子
「
室
町
後
期
の

内
裏
着
到
和
歌
に
つ
い
て
─
そ
の
作
法
の
考
察
─
」、
代
表
武
井
和
人
「
室
町

期
歌
会
資
料
の
総
合
的
研
究
」
調
査
研
究
報
告
会
（
二
〇
一
八
年
八
月
三
十
一

日
））。

（
２
）
列
聖
全
集
編
纂
会
編
、
一
九
一
五
年
〜
一
九
一
七
年
。

（
３
）
古
記
録
に
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
歌
や
配
列

な
ど
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
着
到
」
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
表
１
の

下
段
に
注
記
し
た
。

（
４
）
彰
考
館
本
で
は
、「
前
源
中
納
言
」「
前
源
」
で
は
な
く
「
源
中
納
言
」「
源
」

と
し
て
い
る
。
起
日
が
十
一
月
九
日
で
は
な
く
十
月
九
日
で
あ
れ
ば
、
田
向
重

治
は
権
中
納
言
で
あ
っ
た
。

（
５
）
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
五
〇
九
─
七
『
明
題
部
類
抄
』（
全
226
コ
マ
）
に
は
、「
入
道

前
大
納
言
為
家
卿
」
の
百
首
題
が
三
つ
あ
り
、「
一
夜
百
首
」
と
し
て
Ａ
立
春

氷
・
初
春
霞
…
祝
言
（
114
コ
マ
目
か
ら
）、
Ｂ
歳
暮
立
春
・
山
霞
…
祝
言
（
116

コ
マ
目
か
ら
）、
Ｃ
立
春
・
朝
霞
…
祝
言
（
118
コ
マ
目
か
ら
）
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
『
類
題
鈔
』（「
類
題
鈔
」
研
究
会
編

『
類
題
鈔
（
明
題
抄
）
影
印
と
翻
刻
』
笠
間
叢
書
二
六
一
、
一
九
九
四
年
）
に

は
、
上
巻
60
番
目
に
Ｂ
、
上
巻
61
番
目
に
Ｃ
が
掲
載
さ
れ
る
が
、「
一
夜
百
首
」

の
記
載
は
な
い
。
一
方
、
国
会
図
書
館
蔵
『
雪
玉
集
一
』（
全
72
コ
マ
）
の

「
詠
百
首
和
歌
」（
62
コ
マ
目
か
ら
）
は
文
明
十
七
年
九
月
九
日
起
日
後
土
御
門

例
え
ば
、「
春
秋
」
で
は
春
の
歌
題
と
秋
の
歌
題
が
日
が
変
わ
る
た
び
に
交
互

に
あ
ら
わ
れ
、
詠
者
に
と
っ
て
は
目
ま
ぐ
る
し
く
感
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
こ
れ
は
単
な
る
新
奇
な
も
の
で
は
な
く
、
文
永
八
年
六
月
一
日
宗
尊
親

王
主
催
歌
合
の
歌
題
で
あ
り
、
伝
統
を
踏
ま
え
た
御
会
の
催
し
で
あ
っ
た
。

貞
敦
親
王
の
草
案
が
多
く
残
り
、
原
本
と
照
合
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
貞
敦

親
王
の
尋
常
な
ら
ぬ
意
気
込
み
が
見
て
取
れ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
着
到
和
歌

創
作
の
意
欲
性
は
貞
敦
親
王
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う

（
（（
（

。
貞
敦
親
王

が
着
到
和
歌
の
清
書
の
あ
と
で
も
推
敲
を
重
ね
、
逍
遥
院
（
三
条
西
実
隆
）
の

添
削
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
詠
者
が
和
歌
の
完
成
度
を
高
め
る
努
力
を

惜
し
ま
な
い
態
度
が
見
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

勝
仁
親
王
・
後
柏
原
天
皇
の
着
到
和
歌
に
は
、
後
土
御
門
天
皇
の
そ
れ
と
は

異
な
っ
た
形
式
の
も
の
が
種
々
見
ら
れ
る
。
特
に
、
永
正
三
年
十
一
月
九
日
起

日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
は
、
非
節
供
起
日
・
一
日
二
度
詠
・
二
度
十
一

月
の
反
規
則
性
を
持
ち
、
企
画
の
面
で
意
欲
的
で
あ
る
。
一
方
、
歌
題
は
藤
原

為
家
の
百
首
で
伝
統
継
承
の
面
も
あ
る
。
次
に
永
正
十
六
年
三
月
三
日
起
日
後

柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
は
、
後
柏
原
天
皇
の
最
後
の
着
到
和
歌
で
、
天
皇
・

両
親
王
参
加
の
下
で
行
わ
れ
た
。
歌
題
構
成
が
意
欲
的
で
、
通
常
の
歌
題
で
あ

る
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
の
順
に
兼
題
と
な
る
規
則
を
破
り
、「
春
秋
」

三
〇
首
、「
夏
冬
」
三
〇
首
、「
恋
雑
」
四
〇
首
の
百
首
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
こ
の
歌
題
は
文
永
八
年
六
月
一
日
宗
尊
親
王
主
催
歌
合
の
歌
題
で
あ
り
、
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し
も
」
は
脱
落
し
て
い
る
。

（
11
）「
貞
敦
親
王
御
詠
」（
伏
見
一
四
〇
）
の
14
コ
マ
〜
23
コ
マ
に
細
字
体
で
、「
貞

敦
親
王
御
詠
」（
伏
見
一
八
〇
）
の
13
コ
マ
〜
22
コ
マ
に
太
字
体
で
記
載
さ
れ

た
も
の
は
、
と
も
に
Ｄ
「
貞
敦
親
王
著
到
百
首
和
歌
」（
伏
見
五
二
七
、
三
条

西
実
隆
添
削
）
の
写
し
で
あ
る
か
ら
、
比
較
検
討
の
考
慮
に
入
れ
な
い
。

（
12
）「
集
古
筆
翰
第
一
輯
」
の
冒
頭
に
「
1
─
1
後
柏
原
天
皇　

着
到
和
歌
懐
紙
断

簡
」
の
紹
介
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
文
明
十
七
年
九
月
九
日
起
日
勝
仁
親
王
主
催

着
到
和
歌
の
十
一
月
十
一
日
水
鳥
（
六
十
二
日
目
、
冬
の
七
日
目
）
で
あ
り
、

勝
仁
親
王
が
原
本
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
拙
稿
「
文
明
十
七
年
九
月
九
日
起

日
勝
仁
親
王
主
催
著
到
和
歌
の
研
究
」『
岡
山
朝
日
研
究
紀
要
』
三
六
、
二
〇

一
五
年
）。

（
13
）
文
明
十
二
年
九
月
一
日
起
日
後
土
御
門
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
新
資
料
と
し

て
、
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
「
百
日
和
歌
」（
Ｈ
─
六
〇
〇
─
一
一
六
三
ホ
函

三
一
）
が
あ
る
。
例
え
ば
立
春
氷
で
は
五
首
、
初
春
霞
で
は
三
首
な
ど
、
百
首

す
べ
て
に
三
首
以
上
の
候
補
句
が
あ
り
、
推
敲
の
跡
や
合
点
に
よ
る
選
首
が
見

ら
れ
る
（
代
表
武
井
和
人
「
室
町
期
歌
会
資
料
の
総
合
的
研
究
」
調
査
研
究
報

告
会
（
二
〇
一
八
年
八
月
三
十
一
日
）
で
の
石
澤
一
志
の
口
頭
報
告
「
文
明
十

二
年
九
月
一
日
起
日
後
土
御
門
天
皇
主
催
着
到
和
歌
」
の
新
資
料
」
に
よ
り
ご

教
示
を
得
た
）。

（�

付
記
１
）
こ
れ
は
、
二
〇
一
八
年
八
月
三
十
一
日
に
埼
玉
大
学
東
京
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

カ
レ
ッ
ジ
で
開
催
さ
れ
た
代
表
武
井
和
人
「
室
町
期
歌
会
資
料
の
総
合
的
研
究
」
調

査
研
究
報
告
会
で
、「
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
特
徴
─
永
正
三
年
と
永
正
十

六
年
の
着
到
和
歌
を
事
例
に
─
」
と
し
て
口
頭
報
告
を
し
た
も
の
を
基
礎
に
そ
れ
ぞ

れ
の
着
到
和
歌
を
翻
刻
し
た
も
の
を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

天
皇
主
催
着
到
和
歌
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
題
は
Ｃ
立
春
・
朝
霞
…
祝
言
で
、

「
禁
中
著
到
為
家
卿
一
夜
百
首
題
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
拙
稿

「
文
明
十
七
年
九
月
一
日
後
土
御
門
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
研
究
」
で
は
、
Ｃ

を
「
一
夜
百
首
」
と
し
て
い
る
。
な
お
、
為
家
の
こ
の
百
首
題
は
、
後
世
に
広

く
活
用
さ
れ
て
い
る
。『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
四
七　

中
世
和
歌
集
室
町
篇
』

（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
年
）
に
は
、
心
敬
「
寛
正
百
首
」・
細
川
幽
斎
「
玄
旨

百
首
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
と
も
に
為
家
の
百
首
和
歌
Ｃ
が
組
題
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
藤
原
為
家
の
百
首
和
歌
の
組
題
は
後
代
に
強
い
影
響
を
与
え

て
い
る
。

（
６
）『
御
湯
殿
上
日
記
』
文
明
十
二
年
九
月
一
日
条
に
「
御
た
ゐ
は
あ
す
か
ゐ
お
ほ

せ
ら
る
ゝ
」
と
あ
る
の
で
、
歌
題
の
百
題
を
飛
鳥
井
雅
康
が
作
成
し
た
と
考
え

て
い
た
が
誤
り
で
、
飛
鳥
井
雅
康
は
為
家
百
首
を
選
ん
だ
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。

（
７
）「
類
題
鈔
」
研
究
会
編
『
類
題
鈔
（
明
題
抄
）
影
印
と
翻
刻
』（
笠
間
書
房
、
一

九
九
四
年
）
の
翻
刻
（
上
巻
）
67
番
目
に
あ
る
。

（
８
）
歌
題
の
み
記
載
し
て
日
付
を
記
さ
な
い
例
に
永
正
六
年
九
月
九
日
起
日
後
柏
原

天
皇
主
催
著
到
和
歌
が
あ
る
。
原
本
は
九
月
二
十
六
日
分
落
花
入
簾
、『
大
東

急
記
念
文
庫
善
本
叢
刊
中
古
中
世
篇
７
和
歌
Ⅳ
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）

所
収
。

（
９
）
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
の
影
写
本
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
の
レ
ク
チ

グ
ラ
フ
に
は
な
い
。

（
10
）
Ｃ
書
陵
部
蔵
（
伏
五
二
八
）「
貞
敦
親
王
著
到
百
首
和
歌
〈
永
正
十
六
年
三

月
〉」
と
Ｄ
書
陵
部
蔵
（
伏
五
二
七
）「
貞
敦
親
王
著
到
百
首
和
歌
〈
永
正
十
六

年
三
月
〉」
は
井
上
宗
雄
・
小
池
一
行
編
『
中
世
百
首
和
歌
五
』（
古
典
文
庫
第

四
八
〇
冊
、
一
九
八
六
年
）
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
和
歌
史
研
究
会

編
『
私
家
集
大
成
７
中
世
Ⅴ
上
』
に
は
、
の
ち
に
示
す
③
の
添
書
き
「
は
か
な
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（�

付
記
２
）
国
文
学
研
究
資
料
館
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
国
立

公
文
書
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
国
立
国
会
図
書
館
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用

し
た
。
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五　

永
正
三
年
十
一
月
九
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
翻
刻

　

永
正
三
年
十
一
月
九
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌

　
　
　

─
宮
内
庁
書
陵
部
書
陵
部
所
蔵
「
御
着
到
部
類
」（
五
〇
一
─
七
九
七
）
当
該
部
分
の
翻
刻
─

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
御
着
到
部
類
」
の
三
番
目
（
画
像
48
コ
マ
目
か
ら
68
コ
マ
目
）
が
永
正
三
年
十
一
月
九
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
で
あ
る
。
こ
れ
を
底

本
と
し
て
翻
刻
し
た
。
こ
の
着
到
和
歌
は
後
柏
原
天
皇
を
含
め
六
人
の
詠
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
歌
題
は
藤
原
為
家
の
百
首
題
の
一
つ
で
あ
る
。
書
陵
部
蔵
『
明
題
部

類
抄
』
に
よ
れ
ば
「
一
夜
百
首
」
の
呼
称
が
あ
り
、
春
二
〇
首
・
夏
一
〇
首
・
秋
二
〇
首
・
冬
一
〇
首
・
恋
二
〇
首
・
雑
二
〇
首
の
構
成
で
あ
る
。
現
在
原
本
は
確
認
で

き
て
い
な
い
。

こ
の
書
陵
部
蔵
「
御
着
到
部
類
」
以
外
の
写
本
は
、
①
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
「
禁
裏
御
著
到
和
歌
」、
②
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
「
日
次
歌

集
」、
③
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
「
近
代
著
到
和
歌
」、
④
水
府
明
徳
会
水
戸
彰
考
館
本
「
近
代
著
到
（
近
代
著
到
和
歌
）」
の
四
本
で
あ
る
。
翻
刻
に
お
け
る
注
（
※
）

で
の
略
称
は
、
①
…
高
、
②
…
日
、
③
…
伊
、
④
…
彰
と
す
る
。

底
本
を
含
め
す
べ
て
の
写
本
で
秋
の
18
紅
葉
映
日
・
19
暮
秋
露
・
20
惜
九
月
盡
の
三
日
分
が
欠
落
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
親
本
は
同
一
系
統
と
考
え
ら
れ

る
。
起
日
は
十
一
月
九
日
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
月
は
「
廿
九
日
待
郭
公
（
夏
の
2
）」
で
終
わ
り
、
次
の
日
は
「
十
一
月
一
日
祢
覚
郭
公
（
夏
の
3
）」
で
あ
る
。

こ
れ
も
す
べ
て
の
写
本
で
共
通
で
あ
る
。

（
凡
例
）

（
１
）
月
日
（
或
い
は
日
付
）・
歌
題
の
下
に
、
起
日
十
一
月
九
日
か
ら
の
日
数
を
記
し
、
さ
ら
に
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
雑
の
各
部
で
の
順
を
記
し
た
。
例
え
ば
、
十
一
月
「
廿
九
日　

待

郭
公　

22　

夏
の
2
」
は
、
22
日
目
で
夏
の
部
で
は
2
番
目
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
２
）
各
日
（
各
歌
題
）
に
六
人
・
六
首
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
和
歌
の
頭
に
先
頭
か
ら
順
に
算
用
数
字
で
そ
の
順
番
を
記
し
た
。
例
え
ば
十
一
月
十
八
日
春
日
遅
（
春
の
11
）
の
場
合
、
本
来

六
首
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
五
首
し
か
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
二
首
に
詠
者
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
欠
落
し
た
詠
者
を
特
定
で
き
な
い
の
で
、
一
句
欠
と
し
た
。
欠
落
の
詠
者
が

確
定
で
き
る
場
合
は
そ
の
名
を
記
し
た
。

（
３
）
上
の
句
と
下
の
句
の
間
を
一
文
字
分
空
け
て
一
行
に
記
し
、
最
後
に
詠
者
を
記
し
た
。
詠
者
は
底
本
の
記
載
通
り
に
し
た
。
ま
た
、
平
仮
名
の
字
母
は
、
右
側
に
小
さ
く
そ
れ
を
記
し

た
。

（
４
）
網
掛
け
を
施
し
た
部
分
は
、
※
の
後
に
注
記
し
た
。
※
の
あ
と
に
略
称
が
な
い
も
の
は
、
こ
の
書
陵
部
蔵
「
御
着
到
部
類
」
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。「
※
彰
…
」
の
場
合
は
、
水
戸
彰

考
館
本
「
近
代
著
到
（
近
代
著
到
和
歌
）」
で
は
異
な
っ
た
記
載
で
あ
る
。
一
つ
の
歌
に
複
数
の
注
が
あ
る
場
合
は
、「
※
２
」
な
ど
と
し
た
。
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十
一
日　

雪
中
若
菜　

3　

春
の
3

１　

若
な奈
つ
む
友
も
あ
ま
た多
に
さ
そ
ひ
い
て
　ゝ

雪
と
そ楚
ミ
つ
る留
荻
の
や
け
原

２　

空
に
さ
へ
雪
間
も
み
え衣
ぬ
こ
の乃
こ
ろ
の能　

野
へ
の
わ王
か可
な那
ハ
い
か可
て
つ徒
ま
ゝ
し	

式

３　

雪
ふ婦
か可
き
野
へ
に尓
い
て
ゝ
も毛
ね祢
の
ひ
せ世
し　

あ
と
を
し志
る留
へ
の
わ
か可
な奈
を遠
そ
つ
む	

前
源

４　

つ
ミ
か可
ね祢
て天
若
な奈
ハ
た
ま
る留
程
も
な奈
し　

雪
に尓
や
お
も
き起
た多
も
と
な奈
る留
ら
ん	

按

５　

花
の
色
の
さ
す須
か可
に尓
雪
も
あ阿
を遠
や
か可
に　

し志
た多
の
わ
か可
な奈
を越
見
す
る留
の乃
へ
か可
な奈	

菅

６　

も
と
め
ゆ
く
あ
と
よ
り利
ほ
か可
に
き
え
や屋
ら
ぬ　

雪
間
ハ
野
へ
の乃
わ王
か可
な那
成
け个
り利	

新

※
彰
・
伊
…
こ
の
句
な
し
。
高
・
日
…
こ
の
句
あ
り

十
二
日　

初
鶯　

4　

春
の
4

１　

う
く
ひ
す春
も
け
さ
こ
そ
初
音
さ
そ
ハ
れ
て亭　

こ
ゝ
ろ
か可
ろ路
く
や
春
に
み
え衣
ま
し	

※
彰
・
伊
・
日
…
は
。

	

※
２
彰
…
も

２　

な奈
れ
の
ミ
や
初
聲
な奈
ら
ん
き
く
た多
ひ
に尓　

我
身
ふ
り利
ゆ
く
春
の能
う
く
い
す春	

式

３　

谷
の乃
戸
や
風
さ
む
か
ら
し
け
さ
き
鳴　

ミ
や
こ
を
を遠
の
か可
春
の
う
く
い
す春	

前
源

	

※
彰
・
伊
…
お

４　

も
の
こ
と
に
し
ら
る
ゝ
春
を遠
う
く
ひ
す春
や　

わ王
れ連
つ
け希
か可
ほ本
に尓
初
音
鳴
ら
ん	

按

５　

ほ本
と
ゝ
き
す須
と
も
に
す春
た多
ち
し
う
く
ひ
す春
も　

は者
つ
ね
ま
た多
れ
て
今
朝
や
鳴
ら
ん	

菅

６　

き
く
人
を遠
な奈
れ
も
初
音
の能
春
に
し
て　

ま
た多
き起
に尓
来
な奈
く
谷
の乃
う
く
ひ
す春	

新

	

※
彰
…
き

十
一
月
九
日　

立
春
氷　

1　

春
の
1

１　

よ
し
野
川
こ
ほ本
り里
な奈
か可
れ
て亭
い
つ
し
か可
に　

春
た多
つ川
名
も
や
瀧
つ津
せ世
の能
こ古
と	

御
製

	

※
伊
…
波
。
彰
…
音

２　

山
川
や
こ
ほ本
り利
を
い
て
ゝ
行
水
に　

こ
ゑ
う
ち
そ
ふ
る留
春
の乃
は
つ
風	

式
部
卿
宮

３　

け个
ふ
よ
り利
ハ
池
の乃
こ
ほ本
り里
も
と
け
ぬ
へ
き　

水
の能
心
や
は者
る留
を
し志
る留
ら
ん	

按
察
使

４　

け个
ふ
も
猶
氷
れ連
る留
池
の
よ
ろ
つ津
代
ハ　

春
を
た多
め
し
に
き
こ
え衣
あ
く
ら
む	

前
源
中
納
言

	

※
彰
…
源
中
納
言

５　

年
な奈
ミ
の
よ
す
る留
然
に尓
と
け
そ
め
て　

氷
の
う
へ
の
は者
る留
風
の乃
あ阿
と	

菅
宰
相　
※
渚
歟

	

※
２
伊
・
彰
…
を
と
、
音
。

６　

音
羽
川
こ
ほ本
り利
な奈
か可
る留
ゝ
山
風
に耳　

春
た多
つ川
波
も
く
た
け
て
そ
行	

新
宰
相

※
彰
・
伊
…
４
と
５
の
位
置
が
逆

十
日　

初
春
霞　

2　

春
の
2

１　

や屋
ま万
鳥
の
尾
上
の能
か可
す
ミ
を
の
つ津
か可
ら　

春
た多
つ川
色
は盤
へ遍
た多
て
さ
り利
け个
り利

２　

春
き
て
も
消
あ
へ
ぬ
雪
の能
山
か可
せ勢
に耳　

霞
も
や
ら
ぬ
空
の能
さ
む
け遣
さ	

式

３　

を
の
つ津
か可
ら
去
年
の
た多
か可
ね年
の
雪
の乃
色
も　

か可
す須
ミ
に
う
つ
る留
春
や
き
ぬ
ら
ん	

前
源

４　

す
き
た多
て
る留
か
た多
ハ
い
つ津
く
そ
春
き
ぬ
と　

か可
す
ミ
し志
る留
し
を
ミ
輪
の乃
山
も
と	

按

５　

春
も
又
今
朝
を
ハ
し
め
の能
山
風
に尓　

か
す
み
も
さ
む
き
色
に
た堂
つ川
な
り利	

菅

６　

い
つ
る留
日
の乃
か可
す
ミ
の
こ
ろ
も
そ
め
い
ろ
の能　

山
の乃
い
つ徒
く
も
春
や
き
ぬ
ら
ん	

新
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十
四
日　

帰
厂
知
春　

7　

春
の
7　

欠
…
式
部
卿
宮

１　

あ
ま
つ川
か可
り里
き
て
も
と
ま
ら
ぬ
こ
と
ハ
り利
を遠　

春
に
は盤
い以
か可
て
契
り利
を遠
き
け个
ん	

※
彰
・
伊
…
に
い
か
て
か

２　

は者
る流
を遠
し
も
ミ
す
て
ゝ
か
へ
る留
時
そ
と
ハ　

い
つ
し志
り利
そ
め
し
あ
ま
つ
か可
り利
金	

前
源

３　

春
に
い
ま万
あ
ふ
に尓
わ
か可
れ
の乃
あ
り
と登
し志
る留　

心
よ与
い以
か可
に尓
あ阿
ま
つ川
か可
り利
か可
ね祢	

按

４　

か可
ね祢
ひ
ゝ
く具
い
り里
え
の
む
ら
の
ふ婦
か可
き
よ
に　

春
も
今
ハ
の能
か可
り利
の能
別
路	

菅

５　

一
と
せ
ハ
か可
へ
ら
ぬ
花
の
た多
め
し
を
も　

ミ
や
こ
に
の乃
こ
せ勢
天
つ津
か可
り利
か可
ね祢	

新

十
五
日　

二
月
餘
寒　

8　

春
の
8　

欠
…
式
部
卿
宮

１　

春
風
も
さ佐
え
か可
へ
る留
枝
に尓
散
る留
梅
の乃　

花
の
雪
そ
ふ
き
さ佐
ら
き
の
空	

　

	

※
彰
…
式
部
卿

２　

ふ
し
の
ね祢
に尓
た
く
ふ
を
ひ
え
も
雪
き
え
て　

猶
時
し志
ら
ぬ
春
の
な奈
か可
空	

前
源

３　

こ古
そ
よ
り
も
こ
ほ本
り里
し
雲
を遠
吹
か可
へ
す春　

あ
ら
し
や
さ
む
き
二
月
の乃
そ
ら	

按

４　

を遠
そ
か
ら
む
は者
な奈
も
お
も
ハ
て
き
さ佐
ら
き
の　

雪
め
つ
ら
し
き
春
の
空
か可
な奈	

菅

５　

消
の乃
こ
る流
色
よ
り利
さ
む
し
嵐
を遠
ハ　

雪
も
や
さ
そ
ふ
き
さ佐
ら
き
の乃
空	

新

十
二
日　

簷
梅　

5　

春
の
5　
※
彰
…
十
三
日　

欠
…
式
部
卿
宮

１　

軒
ち
か
ミ
出
入
こ
す須
の乃
を
ひ
か可
せ勢
も　

袖
の
ほ本
か可
な奈
き
梅
か可
ゝ
そ
す
る

２　

さ
そ
ひ
こ
し
軒
ハ
を遠
と
を
ミ
梅
か可
ゝ
に　

ミ
ぬ
色
ふ婦
か可
き
は
る留
か可
せ勢
そ
ふ
く	

前
源

３　

梅
か可
ほ本
る留
軒
ハ
に尓
春
は盤
さ佐
そ
ハ
れ
て亭　

松
に尓
や
風
の乃
を遠
と
た多
ゆ
む
ら
ん	

按

４　

し志
た多
水
の乃
よ与
そ所
に尓
さ佐
そ
ハ
ん
色
も
お
し　

の
き
ハ
の能
山
の
梅
さ
け遣
る留
か可
け	

菅

５　

と
ひ
こ
ぬ
を遠
人
に尓
と
ハ
ゝ
や
ゆ
き
や
ら
て　

さ
す須
か可
に尓
ミ
つ津
か可
軒
の乃
梅
か可
え	

新

十
三
日　

門
柳　

6　

春
の
6　

欠
…
式
部
卿
宮

１　

ま
ゆ遊
ひ
ら
く
春
も
た多
の乃
ま
す須
お
い
ら
く
の能　

門
に尓
く
ち
木
の能
青
柳
の能
か可
け遣	

前
源

２　

さ佐
し
こ
も
る累
む
く
ら
の
門
も
春
に
あ
け希
て　

く
る流
人
あ
れ連
や
あ阿
を遠
や
き
の能
陰	
※
彰
…
と

３　

み
た多
れ
あ
ふ
ね祢
く
た多
れ
か可
ミ
か可
い以
も
か可
か
と　

あ阿
く
る流
あ
し
た多
に
な奈
ひ
く
青
柳	

按

	

※
伊
…
も

４　

し志
つ川
か可
す
む
門
田
の
く
ろ路
の能
さ
し
柳　

人
に尓
ゆ
つ
ら
ん
さ
か可
ひ
と
も
な那
し	

菅

５　

す
き
の
か可
と
松
の乃
戸
ほ本
そ
も
春
そ
と
ハ　

な奈
ひ
く
に
し志
る留
く
青
柳
の乃
い以
と	

新

	

※
彰
・
伊
・
高
・
日
…
き
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十
八
日　

春
日
遅　

11　

春
の
11　

一
句
欠

１
◆
天
地
の乃
ひ
ら
け遣
し
よ
り利
や
の
と
か可
な奈
る留　

心
を
は者
る留
と
な
か可
き起
日
の乃
か可
け	

前
源

２　

も
ゝ
ち
と
り利
も毛
ゝ
さ
へ
つ徒
り利
の乃
こ
ゑ衛
を遠
き
　ゝ

て
る留
春
の乃
日
ハ
く
れ
な奈
ま
し	

按

※
彰
・
伊
・
高
…
ゝ
て　

※
２
彰
…
■
（
読
め
ず
）。
伊
…
空
白 

※
３
日
…
く
れ
な
か
ら
ま
し

３　

な
す須
わ王
さ
の能
な
き起
心
よ
り利
わ王
ひ
ぬ
る留
や　

け个
ふ
も
あ
ま
り利
に
な奈
か可
き起
日
の能
影

４　

く
れ
や屋
ら
ぬ
空
に
そ
お
も
ふ
こ
し
か
た
ハ　

春
に
や
あ
ハ
む
月
日
な
り利
け个
ん	

※
彰
…
雲
（
空
歟
）。
伊
…
雲

５　

い以
た多
つ
ら
に尓
く
ら
す
な奈
春
の乃
一
日
を
ハ　

ふ
ゆ遊
の乃
い以
く
か可
に
な奈
し
て
ミ
る留
へ
き	

式

十
九
日　

尋
花　

12　

春
の
12　

一
句
欠

１　

心
あ
て天
に
た多
れ
も
ゆ遊
く
ら
し
よ
し
の能
山　

あ
ら
ぬ
か可
た多
に尓
や
花
ハ
た多
つ
ね
ん

２　

た
つ
ね祢
こ
し
こ
そ楚
の乃
日
か可
す
も
こ古
の乃
比
と　

は者
な那
に尓
か
そ
へ
て天
行
山
路
か可
な奈	

※
彰
…
こ
と
（
こ
そ
歟
）。

	

　

伊
…
こ
と

３　

お
も
か可
け遣
の乃
は者
な那
を遠
そ
れ
か可
と
し志
ら
雲
の　

た多
つ川
き
も
し志
ら
す須
ま満
よ
ふ
山
か可
な那	

式

４　

わ王
け遣
や
ミ
ん
と
こ
ろ
も
さ
ら
ぬ
鳥
の
音
ハ　

花
な
り利
け个
り利
な奈
峯
の乃
し志
ら
雲	

新

※
彰
…
き
え
ぬ
（
さ
ら
ぬ
歟
）。
伊
…
き
え
ぬ

５　

咲
き
ぬ
や
と登
山
に尓
分
入
こ
ゝ
ろ
さ
し　

あ阿
さ
し
と
ハ
よ
も
は者
な那
も
お於
も毛
は者
し

十
六
日　

故
郷
春
月　

9　

春
の
9

１　

さ
と
は盤
あ
れ連
ぬ
か閑
ゝ
る留
所
の乃
春
を遠
こ
そ　

霞
に尓
の
こ
る留
月
に尓
た多
つ
ね
め	

式

２　

お
も
ひ
や屋
る留
あ
ハ
れ連
も
ふ婦
か可
し
こ古
と
の
ね祢
の　

月
に
か可
す
め
る留
よ
も
き
ふ
の
宿	

前
源

３
◆
月
ハ
い
ま
か可
す須
ま
す須
と
て
も
見
す春
て
つ津
る留　

人
や
ハ
か可
へ
る留
ふ婦
る留
郷
の乃
は者
る累	

按

４　

ふ布
る留
郷
ハ
く
も
ら
ぬ
物
を
春
の乃
月　

あ
れ連
し
い
た多
ま
に
影
も
の
こ
ら
て	

菅

	

※
彰
・
伊
…
す

５　

な
み
た多
う
き
ふ婦
る留
里
人
の
袖
に
ミ
て　

む
か可
し
の
月
ハ
数
ま
さ
り利
け个
り利	

新

６　

お
も
ふ
に
も毛
む
か可
し
の
春
よ
ふ布
る留
郷
ハ　

去
年
を遠
こ
ふ
る留
も
月
そ
か可
す須
め
る留	

※
彰
・
伊
…
は

十
七
日　

夜
春
雨　

10　

春
の
10　

欠
…
御
製

１　

さ
ひ
し
く具
も
な奈
か可
め
く
ら
し
て
ね祢
ぬ
る留
夜
の　

夢
路
露
け
き
春
雨
の
空	

前
源

２
◆
と
も毛
し
火
の乃
影
う
ち
し志
め
り里
ふ婦
る留
雨
に尓　

春
も
の
ふ
か可
き起
よ
ハ
の
さ
ひ
し
さ	

按

３　

あ
ハ
れ
ふ
か可
き起
夢
も
見
ぬ
よ
の
袖
の
う
へ
を遠　

あ
や
し
む
ハ
て
ハ
春
雨
の
空	

菅

４　

ふ
く
た多
ひ
に尓
雨
も
お
り利

く
を遠
と
そ楚
ひ
て天　

春
に
し志
く
る留
ゝ
よ
ハ
の乃
松
風	

新

５　

お於
も毛
ふ
事
つ
き
ぬ
ま
く
ら
の乃
雨
の能
を遠
と
に　

あ
か可
し
か
ね年
て
ハ
春
の
よ
も
な奈
し	

式
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廿
二
日　

折
花　

15　

春
の
15　

一
句
欠

１　

お
も
ひ
す春
て
か可
へ
る留
も毛
の
ゆ
へ
山
さ
く
ら　

な
こ
り利
あ
り里
と
ハ
た多
れ
手
折
ら
ん

２　

ミ
ぬ
人
の乃
た多
め
に
と
た
を遠
る留
一
枝
ハ　

わ
か可
も毛
の
な奈
ら
ぬ
山
桜
か可
な那	

式

３　

一
え
た多
ハ
か
さ佐
し
さ
ら
め
や
お
い
か可
身
を遠　

花
に尓
わ
す春
る留
ゝ
名
に尓
ハ
た多
つ
共	

前

４　

ち地
り利
ぬ
へ
き
か
こ
と
に
人
の
お
り利
と
る留
や　

花
は盤
さ佐
そ
と登
も
お
も
ひ
ゆ
る留
さ
し

５　

花
の乃
か可
の能
う
つ
ら
ん
も毛
の
を
山
さ
く
ら　

お
る
袖
せ
は者
き起
こ
と
を遠
し
そ
思
ふ

廿
三
日　

惜
花　

16　

春
の
16　

一
句
欠

１　

よ
し
さ佐
ら
ハ
し志
た多
ふ
心
も
さ佐
そ
ひ
行　

は者
な那
に尓
の乃
こ
す春
な那
春
の農
山
風	

式

２　

ひ飛
と
り利
み見
て
思
ふ
も
か可
な奈
し
世
に
し志
ら
ぬ　

ミ
山
の
花
の乃
う
つ津
ろ
へ
る留
い
ろ	

前

※
彰
・
伊
…
太
。
※
２
彰
・
伊
…
比

３　

心
な
き
風
の乃
う
へ
を遠
ハ
い
ハ
し
た
　ゝ

お
し
む
に尓
は者
な那
は盤
散
も毛
の能
に尓
し
て

４　

又
も
ミ
ん
身
を遠
や
を
し
ま
ん
咲
花
の乃　

春
い
つ
ね祢
な奈
る留
世
を遠
思
ふ
に尓
ハ

５　

は者
な奈
も
わ
か可
あ
た多
な奈
る留
い以
ろ
を遠
お
も
へ
は者
や　

う
つ
ろ路
ふ
か可
け遣
の
露
け遣
か可
る留
ら
ん　

新

	

※
彰
・
伊
…
こ
と

廿
日　

見
花　

13　

春
の
13

１　

あ阿
か可
ぬ
こ
ゝ
ろ
あ
く
ハ
か可
り利
に尓
も
身
に
ハ
さ
て　

花
に尓
む
く
ひ
を遠
見
る留
世
と
も
か可
な奈

２　

を
そ
く
と登
く具
さ佐
か可
り利
を
か可
へ
て天
咲
花
や　

な奈
へ
て天
見
る留
へ
き
人
を
ま
つ
ら
む	

式

	

※
彰
・
伊
・
高
・
日
…
空
白

３　

い
つ津
の
春
か可
お
も
ひ
の
と
め
て
花
を
ミ
ん　

待
も
お
し
む
も
心
つ徒
く具
し
を遠	

　

※
行
間
に
小
さ
く
挿
入　

※
２
彰
・
伊
・
高
・
日
…
式
部
卿

４　

な
に
を遠
か可
ハ
お
も
ひ
出
に尓
せ世
ん
人
な奈
ミ
に　

花
ミ
る留
春
の乃
な奈
か可
ら
ま
し
か可
は盤	

前

５　

春
こ
と
に
こ古
と
し
ハ
こ
そ
に
ま
さ
る留
そ
と　

色
か可
を
お
も
ふ
花
に尓
も
有
か可
な奈	

　

	

※ 

彰
…
按
察

６　

た堂
え
す須
お
も
ふ
心
や
は者
な奈
に尓
あ
ら
ハ
れ
て亭　

見
る留
か可
う
ち
よ
り利
色
香
そ
ふ
ら
ん	

　

廿
一
日　

翫
花　

14　

春
の
14　

二
句
欠

１　

い以
か可
に
せ世
む
ミ
つ
ゝ
く
ら
せ世
る流
は者
な那
に尓
ま
た多　

月
も
木
の能
ま
の能
あ
か可
ぬ
ひ
か可
り利
を遠	
式

２　

色
香
に
は盤
を遠
よ
ハ
ぬ
心
こ
と
の
は者
を越　

い
く
た多
ひ
花
に尓
つ津
く
し
き
ぬ
ら
ん	

前

３　

あ
く
か可
る累
ゝ
こ
ゝ
ろ
も
花
ハ
い以
か可
に尓
ミ
む　

を遠
の
か可
う
つ
ろ路
ふ
色
に
な奈
ら
ハ
ゝ

４　

咲
そ
め免
て天
う
つ川
ろ路
ふ
ま
て
に
な奈
る留
ゝ
と登
も　

あ阿
く
事
あ
ら
ぬ
花
の
色
か可
ハ	

※
彰
…
は
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廿
六
日　

松
間
藤　

19　

春
の
19　

一
句
欠

１
◆
ふ
ち
な奈
ミ
も
あ
ら
し
の
す
ゑ衛
の乃
松
か可
え
に　

こ
ゆ
る留
や
春
の
わ
か可
れ
な奈
る留
ら
ん	

前

２　

し志
ハ
し
ハ
と堂
た
の
ミ
か可
ほ本
な
る留
藤
か可
え
も　

つ
れ連
な奈
き起
枩
の
風
に尓
ち地
る留
な奈
り利	

　
　
※
彰
…
式
部
卿
イ

３
◆
吹
か可
ゝ
る留
花
の
し志
な奈
ひ
も
松
か
え
の　

こ
け
の
み
た多
れ
て
に尓
ほ本
ふ
藤
な奈
ミ	

式

４　

春
こ
と
に
藤
ふ
く
こ
ろ
そ
松
た多
か可
み　

を遠
よ
ハ
ぬ
浪
も
こ
す須
と
み見
え
け个
る累	

※
彰
・
伊
・
日
…
さ
く
。

	

※
２
伊
…
お

５　

さ佐
そ
へ
と
も
ち地
ら
ぬ
た多
め
し
の
花
も
ミ
つ　

あ
ら
し
の
松
に尓
か可
ゝ
る留
ふ
ち
か可
え	

新

	

※
彰
…
波

廿
七
日　

三
月
尽
夕　

20　

春
の
20　

一
句
欠

１　

な
を越
春
と
し志
た多
ひ
あ
か可
さ
ん
あ阿
か可
月
の　

か可
ね年
て
も毛
お
し
き
入
相
の
こ
ゑ

２　

こ古
の乃
ゆ
ふ
へ
い
さ
た多
ひ
た多
ち
て
行
暮
を遠　

一
夜
と
ま
り利
の乃
空
ま
て
ハ
ミ
む

３　

な
を越
さ
り利
に尓
春
も
く
れ
ぬ
と
お
も
ひ
し
や　

け気
ふ
よ
り利
さ
き起
の
入
相
の
聲	

式

４　

な奈
か可
き起
日
と
い
ひ
し
ハ
い
つ
ゝ
け个
ふ
の
ミ
と　

お
も
ふ
に尓
は者
や
き
ゆ
ふ
く
れ
の
空

５　

入
逢
の乃
こ
ゑ
す
る留
か可
た多
の
夕
ま
て　

つ徒
ら
き
ハ
春
の能
わ王
か可
れ
な
り利
け个
り	

新

廿
四
日　

三
月
三
日　

17　

春
の
17　

一
句
欠

１　

お
り里
し
も
あ
れ連
や屋
よ
ひ
も
け个
ふ
に尓
さ佐
く
も毛
ゝ
の　

花
を遠
光
に尓
に
ほ本
ふ
三
か可
月	

式

２　

ミ
千
と
せ勢
を遠
か
さ
ね年
て天
ち
き
れ
さ
か可
つ
き
に　

う
か可
ふ
る留
花
の乃
も
ゝ
し志
き
の
春	

前

	

※
彰
・
伊
…
へ

３　

す
ゑ衛
と
を
く
君
か可
そ
へ
み
よ
ミ
千
と
せ
を遠　

百
に
か可
さ
ね
ん
も毛
ゝ
の
さ
か可
つ
き

４　

い以
く具
春
の乃
け个
ふ
に尓
か可
め
く
る流
そ
ま
人
の乃　

ゑ
い
の
う
ち
な
る留
も毛
ゝ
の能
さ
か可
つ
き

５　

又
も
身
に尓
め
く
り利
や
あ
ハ
ん
ミ
千
と
せ
の乃　

花
の
さ
か可
つ
き
春
を遠
契
り
て	

新

廿
五
日　

款
冬　

18　

春
の
18　

一
句
欠

１　

や屋
ま万
ふ
き
の
い
ハ
ぬ
心
に尓
い
も
せ
山　

し
た多
行
水
や
を遠
と
む
す春
ふ
ら
ん	
前

※
伊
…
お
。
※
２
伊
…
す
（
せ
歟
）

２　

さ
と
は盤
あ
れ連
て
花
の乃
か可
け希
く
む
人
も
な奈
し　

ゐ井
て
の能
山
吹
さ
き起
て
散
ま
て

３　

花
の乃
う
へ
の
露
や
お
ち
て
も
玉
川
の乃　

名
に尓
な奈
か可
れ
行
ゐ
て
の
山
ふ
き	

式

４　

を遠
き
さ
そ
ふ
ひ
ま万
な奈
き起
も毛
の
を
や
ま
吹
の　

咲
か
さ
な奈
れ
る
花
の
ゆ
ふ
露	

※
伊
…
お

５　

や屋
ま万
ふ
き
の
色
を
も
袖
に尓
う
つ津
し
ミ
ん　

む
す春
へ
ハ
か可
ほ本
る留
は者
な那
の
し
た多
水	

新
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十
一
月
一
日　

祢
覚
郭
公　

23　

夏
の
3　

欠
…
菅

１　

世
を遠
か可
こ
ち
身
を遠
う
ら
む
る留
も
ほ本
と
ゝ
き
す須　

を遠
の
か可
こ
へ
な奈
る留
祢
覚
と
を
し
れ

２　

ほ本
と
ゝ
き
す須
鳴
つ
る
こ
ゑ
も
見
し
夢
の能　

名
こ
り利
は者
か可
な那
き
さ
夜
の能
手
枕	

式

３　

祢
覚
し
て
見
る留
た多
に
あ
る留
を遠
郭
公　

あ
り利
あ
け希
の能
月
に尓
ね祢
を遠
も
そ
へ
ぬ
る留	

新

	

※
彰
…
に

４　

夢
う
つ
ゝ
き
ゝ
こ
そ
わ
か可
ね
ほ本
と
ゝ
き
す須　

こ
ゑ衛
お
と
ろ
か可
す須
夜
ハ
の乃
ね祢
さ
め
ハ	

按

５　

ね祢
さ
め
し
て
こ古
よ
ひ
き
か可
す須
は盤
こ
ゝ
ろ
な奈
き起　

我
名
も
お於
し
き
郭
公
か可
な奈	

前

二
日　

五
月
郭
公　

24　

夏
の
4　

欠
…
御
製

１　

た多
ち
ハ
な奈
の
か可
ほ本
る留
ま満
く
ら
の乃
ほ本
と
ゝ
き
す須　

な奈
み
た多
も
お
な奈
し
む
か可
し
を遠
や
し志
る留	

式

２　

か可
ハ
か可
り利
も
鳴
ね祢
や
か可
ハ
る留
ほ本
と
ゝ
き
す須　

卯
月
さ
月
の乃
と
を
か可
ら
ぬ
ま
に	

新

	

※
彰
・
伊
…
ゝ
（
ま
）

３　

年
こ古
と
に
を遠
の
か可
さ
月
の
名
ハ
ふ婦
り
て　

こ
ゑ
め
つ
ら
し
き
ほ本
と
ゝ
と
き
す須
か可
な奈	

按

４　

郭
公
い
つ津
く
を遠
の
か可
□
□
き
と
て　

都
の乃
空
に耳
こ
ゑ
の乃
ま
れ
な
る留	

前

※
彰
・
伊
…
お
。
※
２
彰
・
伊
…
さ
月
。
日
…
さ
つ
。
高
…
空
白
ツ
メ

５　

わ
か可
や屋
と
の
あ
や
め
か可
り里
ふ
く
五
月
ま
て　

な奈
と
郭
公
し志
ら
す須
か可
ほ本
な
る留	

菅

廿
八
日　

卯
花
似
月　

21　

夏
の
1　

一
句
欠

１　

そ
の乃
ま
ゝ
に
入
か可
た多
見
せ
ぬ
い
さ
よ
ひ
の乃　

月
影
や
と
す須
庭
の乃
う
の
は者
な那

２　

卯
花
の
ま満
か可
き
を
山
と
こ
え
ゆ
か可
ハ　

す
へ
に尓
月
な奈
き
み見
ち
や
ま満
と
ハ
ん	

※
伊
・
高
・
日
…
ゑ
。

	

※
彰
・
伊
…
よ

３　

夕
月
の
影
と
ハ盤
ミ
れ
と
こ
か可
く
れ
の　

み
ち
た多
と

く
し
さ
け遣
る留
う
の能
ハ
な奈	

式

４　

う
の
花
の乃
か可
き
ほ本
や
春
を遠
へ
た多
つ
ら
れ　

か可
す
ま
ぬ
月
の乃
か可
け遣
や屋
と
る留
こ
ろ

５　

卯
花
の
ひ
か可
り利
を遠
そ
れ
と
お
も
ふ
よ
り利　

し志
た多
葉
も
月
の
か可
け
ら
と
そ
ミ
る留	

新

※
彰
・
伊
…
２
→
３
→
４
→
５
→
１
の
順

廿
九
日　

待
郭
公　

22　

夏
の
2　

一
句
欠

１　

た多
か可
た多
め
と
な奈
れ
も
さ
た
む
な奈
郭
公　

き
く
を遠
め
し
な奈
る留
は者
つ
ね
ま
つ
よ
に	

※
彰
・
伊
…
る

２　

ほ本
と
ゝ
き
す須
と
し
に尓
か可
ハ
ら
ぬ
ふ婦
る留
こ
ゑ
と　

お
も毛
ふ
物
か可
ら
ま満
た
れ
す
も
な奈
し	
式

３　

わ
り利
も
な奈
く
て
な奈
か可
す須
は盤
よ
し
や　

ほ本
と
ゝ
き
す須
ま
た多
ぬ
身
に
し
て
初
音
聞
な奈
ん	

新

４　

我
心
な
く
さ
む
も
の
を
ほ
と
ゝ
き
す　

人
も
き
か
す
と
か
た
る
夕
は	

按

５　

ま
つ
こ
と
を
か
た多
り
あ
ハ
せ
て
こ
と
の
は者
に　

き
か可
ぬ
よ
も
な奈
き起
ほ本
と
ゝ
き
す須
か可
な奈
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五
日　

里
蛍　

27　

夏
の
7　

欠
…
御
製

１　

や屋
り里
水
の乃
蛍
ハ
か可
り利
や
見
し
影
の乃　

む
か可
し
に
に尓
た多
る留
を遠
の能
ゝ
や屋
ま万
さ
と	

式
※
彰
…
を
ゝ
の
イ
。
伊
…
お
ゝ
の

２　

月
に尓
な奈
る留
さ
と
の
か可
き
ほ本
の能
く
れ
竹
に　

か可
け遣
を
へ遍
た多
て
ゝ
と
ふ
蛍
か可
な那	

新

３　

か可
や屋
り利
た多
く
さ
と
の
け遣
ふ
り利
の乃
ひ
ま万
よ
り利
も　

を遠
の
れ連
も
も毛
え
て
行
蛍
哉	

按

	

※
彰
・
伊
…
お

４　

あ
ま万
人
の乃
た多
く
と
も
し志
ら
ぬ
も毛
し
ほ本
火
や　

あ
し
や
の
里
に尓
ほ本
た多
る留
と
ふ
か可
け遣	

前

５　

玉
川
の乃
里
を遠
ハ
か可
れ
す春
と
ふ
ほ本
た多
る留　

を遠
の能
か可
ひ
か可
り利
も毛
名
に尓
も毛
な奈
か可
る類
ゝ	

菅

※
彰
・
伊
…
お　

※
２
彰
・
伊
…
そ

六
日　

夜
河
篝
火　

28　

夏
の
8　

欠
…
御
製
・
邦
高
親
王

１　

山
か可
け
ハ
な奈
を
夜
を
の
こ
す須
か
ゝ
り
火
に尓　

の
ほ本
る
う
舟
の乃
と
を
き
河
上	

新

２　

う
舟
さ
す須
夜
川
の乃
か可
ゝ
り利
て
る留
か可
け遣
ハ　

て
ら
さ
ぬ
の乃
ち
の能
山
と登
し志
ら
す春
や	

按

	

※
彰
…
や
ミ
歟

３　

は者
や
瀬
川
さ
す
や
う
舟
の
か閑
ゝ
り里
火
ハ　

影
さ
た多
ま満
ら
す春
み
た多
れ
て
そ
行	

前

４　

か可
ゝ
り利
火
を
ま
つ川
さ
し
よ
せ
て
う
か可
ひ
舟　

く
ひ
を遠
く
鮎
を遠
ミ
る留
も
涼
し
き	

菅

三
日　

菴
五
月
雨　

25　

夏
の
5　

欠
…
御
製

１　

五
月
雨
に尓
あ
ら
て
も毛
袖
ハ
く
ち
ぬ
へ
き　

お
も
ひ
に尓
た多
え衣
ぬ
草
の乃
い
ほ本
か可
な奈	

式

２　

こ古
け希
む
し
て
露
も
た多
ハ
し
る累
草
の
菴
ハ　

中

く
く
ち
ぬ
五
月
雨
の乃
比	

新

３　

山
ふ布
か可
き
い
ほ本
り利
の
戸
ほ本
そ
雲
と
ち
て　

す春
む
人
い以
か可
に尓
さ
み
た多
れ
の能
こ
ろ	

按

４　

五
月
雨
に耳
た堂
く
や屋
ま万
し志
は者
も
ほ本
し
わ王
ひ
て　

け个
ふ
り利
そ
く
ら
き
山
の
下
庵	

前

５　

さ
み
た多
れ
ハ
な奈
ら
ふ婦
い
ほ本
り里
も毛
と
ひ
か可
ぬ
る留　

雲
の
中
か可
き起
い
く
へ
と
も
な奈
し	

菅

四
日　

夏
草
露　

26　

夏
の
6　

欠
…
御
製

１　

を
き
ま満
よ
ふ
露
の乃
ひ
か可
り利
を遠
花
と
み
て天　

秌
を
も
ま満
た多
し
野
へ
の乃
夏
草	
式

	
※
彰
…
お

２　

我
も毛
の
と
か可
る留
人
な奈
ら
し
し志
け
れ連
と
そ　

春
も
や屋
き
つ
る留
露
の
し志
た多
草	

新

３　

な
つ川
く
さ
に尓
を遠
か可
せ
て
を遠
ミ
む
秌
と
い
へ
ハ　

は者
な奈
に
と
ら
る累
ゝ
露
の能
光
を遠	

按

	

※
彰
…
お

４　

し志
け遣
り利
そ
ふ
草
の乃
ま満
か可
き
の乃
あ
さ
戸
出
に尓　

め
さ
ま満
す須
露
の乃
色
そ
す春
ゝ
し
き	

前

５　

夏
の乃
野
の
わ王
く
れ
ハ
露
の
す春
り利
衣　

と
を越
山
あ
ひ
の
色
を遠
草
葉
に耳	

菅

	

※
彰
・
日
…
ゐ
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九
日　

初
秌
風　

31　

秋
の
1　

欠
…
御
製

１　

一
葉
ち
る留
木
す
ゑ衛
に尓
よ
ハ
き起
風
み
え
て亭　

を遠
と
に
お
と
ろ
く
秌
と
し
も
な奈
し	

按

２　

そ
よ
さ
ら
に
し志
の能
ゝ
を遠
さ
ゝ
の
ひ
と
夜
に尓
も　

い以
か可
に尓
ふ
き
か可
ふ
る留
秌
の乃
初
風	

前

	

※
彰
…
お

３　

身
に
し
む
も
あ
ハ
れ連
と
お
も
へ
か可
く
し
つ
ゝ
つ　

つ徒
も毛
れ
ハ
お
い
の乃
秋
の
は者
つ
風	

菅

４　

草
木
に
も
ま
た多
吹
あ
へ
ぬ
風
の
を遠
と
も　

心
し志
ほ本
る留
ゝ
秋
は盤
き
に尓
け个
り利	

式

５　

吹
そ
め免
て天
は
や
く
も
を遠
と
の
か可
ハ
る留
か可
な那　

く
へ
き
秋
と
や
庭
の乃
松
風	

新

十
日　

初
秌
露　

32　

秋
の
2　

欠
…
御
製

１　

い以
ま万
よ
り利
の
露
の乃
か可
き
り利
を遠
い
か可
に尓
せ世
む　

あ
き
ハ
け个
ふ
た多
に
袖
の
し志
ほ本
る留
ゝ	

菅

２　

く
る留
秌
も
わ王
け遣
や
ま満
よ
ハ
ん
あ
さ
ち地
ハ
ら　

あ
れ連
に
し
さ
と
の能
露
の能
ふ
る留
さ
に	

式

３　

そ
め免
て天
ミ
ん
草
木
の
う
へ
を遠
お
も
ふ
に尓
も　

つ津
ゆ
こ
そ
秋
の乃
ハ
ゝ
め
也
け个
れ	

新

４　

と
ひ
ミ
ハ
や
い
つ徒
く
は盤
あ
れ連
と
を遠
き
そ
む
る留　

露
や
い
か可
な
る留
秌
し
の能
ゝ
さ
と	

前

５　

秌
か可
と
も毛
き
く
ま満
て
も毛
な奈
し
や屋
か可
て
ハ
や　

こ
た多
ふ
る留
ハ
か可
り利
袖
の
露
け
さ	

按

七
日　

遠
夕
立　

29　

夏
の
9　

欠
…
御
製

１　

ふ布
り
ハ
て
ゝ
雲
一
む
ら
の
ゆ
ふ
た多
ち
に　

ミ
ゆ
る留
か可
き
り利
ハ
く
も毛
る流
そ
ら羅
か可
な那	

新

	

※
彰
・
伊
…
い
た
し

２　

夕
立
は盤
山
め
く
り利
す
る留
空
な
か可
ら　

こ古
ゝ
に尓
き
こ
え
て
な
る留
か可
み
の能
を遠
と	

按

３　

ゆ
ふ
た多
ち
も
雲
の乃
い
つ
く
の能
ミ
ね
こ
え
て　

す春
ゝ
し
き
風
の乃
松
に尓
ふ
く
ら
ん	

前

４　

音
あ
ら
く
軒
の
は者
か可
し
ハ
風
す春
き起
て　

山
ハ
い
つ
く
の能
ゆ
ふ
た多
ち
の
空	

菅

５　

や屋
ま万
と
を
く
ミ
れ
ハ
入
日
の
か可
け遣
わ王
け
て　

か
た多
へ
す春
ゝ
し
き
夕
立
の
空	

式

八
日　

樹
陰
納
涼　

30　

夏
の
10　

欠
…
御
製

１　

た多
く
と
し
る流
袖
さ
へ
秋
に尓
な奈
ら
の
は者
の　

か可
け遣
に尓
涼
し
き
露
の農
夕
か可
せ	

新

※
彰
・
伊
…
影
。
高
・
日
…
か
け

２　

木
か可
け
こ
そ
す
ゝ
し
か可
り利
け个
れ
行
水
を　

む
す春
ハ
ぬ
ひ
ま万
も
風
ふ婦
か可
ぬ
ま
も	
按

３　

枩
た多
か可
き
暮
に
ち
り
な奈
す須
こ
け
む
し
ろ　

み
と
り利
露
け个
き起
色
の能
涼
し
き	

前※
彰
…
か
け
。
※
２
彰
…
き

４　

水
あ
さ
き
す
さ
き
の乃
柳
た
ち
よ
れ
ハ　

う
を越
ま
つ
さ
き起
の
ゐ
か
も
す春
ゝ
し
き	

菅

５　

涼
し
さ
に
わ王
れ
は者
も
り利
の
神
と
い
ま万　

あ
か可
す須
し志
め
を遠
く
か可
し
ハ
木
の乃
か可
け	

式

※
彰
・
伊
…
３
と
４
の
句
の
位
置
が
逆
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十
三
日　

夜
荻　

35　

秋
の
5　

欠
…
御
製

１　

お
き
の
葉
に耳
我
こ
ゝ
ろ
を
も
や屋
と
し
を遠
き
て　

お
き
ふ
し
思
ふ
秌
の乃
さ
よ
風	

式

２　

ミ
し
人
の
袖
さ
へ
あ
や
し
夢
さ
め
て　

ま満
く
ら
露
け个
き起
荻
の
う
ハ
か可
せ	

新

３
◆
な奈
か可
き起
夜
も
ね祢
ぬ
に尓
や
あ
け遣
ん
風
さ
や
く　

を遠
と
を
ま満
く
ら
の
軒
の
下
お
き	

前

４　

さ
ら

く
に
ね祢
ら
れ連
す須
も毛
の
ゝ
さ
ひ
し
き
や　

お
き
の乃
は者
さ
そ
ふ
夜
ハ
の乃
秋
風	

按

	

※
彰
…
ぬ

５
◆
い
く
た
ひ
か可
山
下
お
き起
の乃
そ
よ
く
夜
に尓　

か可
け遣
て
ハ
た堂
ゆ
る留
夢
の能
う
き
ハ
し	

菅

十
四
日　

朝
萩　

36　

秋
の
6　

欠
…
御
製

１
◆
朝
な奈

く
う
つ
ろ路
ふ
は者
き起
の
は者
な那
ハ
又　

し志
た多
ハ
の能
秌
に耳
の
こ
る累
こ
ろ
か可
な那	

式

２　

う
つ
ろ路
ふ
か可
下
葉
色
つ津
く
萩
か可
枝
に尓　

ひ
か可
り利
す
く
な奈
き起
花
の乃
朝
露	

新

３
◆
朝
こ
と
に
つ津
ら
ぬ
る留
袖
も
む
ら
さ
き起
の　

色
こ
き起
と
き
や
萩
の
戸
の
秋	

前

４
◆
を
く
露
の乃
い
つ
く
ハ
あ
れ連
と
も
萩
の乃
戸
の能　

あ
く
る留
あ
し
た多
の能
花
に
こ
そ
み
め	

按

	

※
彰
…
お

５　

を
し
な奈
へ
て天
色
な
り
け个
り利
な奈
し志
ら
す春
け遣
の　

ま満
の
ゝ
萩
は者
ら
花
の
朝
露	

菅

十
一
日　

七
夕
後
朝　

33　

秋
の
3　

欠
…
新
宰
相
・
冷
泉
永
宣

１　

あ
ま
の能
川
よ
そ所
に尓
か可
ハ
さ
ぬ
い
は者
ま満
く
ら　

わ
か可
れ連
て
後
も
た多
の
ミ
な
る留
ら
ん	

菅

２　

さ
た多
め
を
く
と
し
の
わ
た多
り
の
あ
ま万
の
川　

か可
へ
る留
な奈
ミ
と
て
袖
な奈
ぬ
ら
し
そ	

式

３　

今
朝
の
ま万
の
ち
か可
き
わ
か可
れ
も
か可
な奈
し
き
ハ　

あ
ふ
せ世
に
と
を
き
あ阿
ま万
の
川
浪

４　

つ
ゆ遊
の乃
ま
に
あ
ひ
ミ
し
ほ本
し
の
な奈
の能
ミ
猶　

の乃
こ
す須
や
今
朝
の
花
の
朝
か可
ほ本	

前

	

※
彰
・
伊
…
朝
顔
の
花

５　

か
さ
ね
つ徒
る留
よ
る留
の
衣
か可
た多
な那
ハ
た多
の　

わ
か可
れ
し
け遣
さ佐
の能
空
の乃
う
き
く
も毛	

按

十
二
日　

秋
夕　

34　

秋
の
4　

欠
…
御
製

１　

詠
つ津
ゝ
お
も
ふ
つ
ら
さ
の
た
か可
秌
に耳　

あ
ら
ぬ
を遠
か可
こ
つ川
ゆ
ふ
へ
な奈
る留
ら
む	
式

２　

こ古
ゝ
ろ
よ
り利
秌
の
夕
も
う
き
も
の
を　

い
ハ
ゝ
わ
れ連
こ
そ
我
に尓
つ津
ら
け个
れ	

新

３　

と
し
を遠
へ遍
て天
お
い
の能
心
の
う
き
こ
と
に　

た多
え
す春
ハ
い
か可
ゝ
秌
の
ゆ
ふ
く
れ	

前

４　

お
ほ本
か可
た多
に
秋
の
あ
ハ
れ
を遠
か
こ
ち
し
ハ　

ゆ
ふ
へ
を遠
し志
ら
ぬ
人
や
有
け个
ん	

按

５　

さ佐
の能
ミ
か
く
秌
や
ハ
人
に尓
つ津
ら
か可
ら
ん　

お
も
ひ
も
わ王
か可
ぬ
夕
く
れ
の農
空	

菅
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十
七
日　

田
家
鹿　

39　

秋
の
9　

欠
…
御
製

１　

た多
て
す春
み
て亭
を遠
し
ね
も
る留
ら
ん
小
山
田
に　

鹿
を遠
ふ
こ
ゑ
の乃
か可
す須
か可
な奈
る留
さ
と	

新

	

※
伊
…
お
。
※
２
伊
…
か

２　

鳴
鹿
の乃
つ津
ま万
こ
そ
あ
ら
め
も毛
る留
小
田
の乃　

い
ほ本
ね年
ぬ
人
も
な
と
い
と
ふ
ら
ん	

前

３　

を
田
も
る累
ハ
を遠
の
れ連
ゆ
へ
そ
と
お
と
ろ
か可
て　

な奈
と
い
ほ本
ち
か可
き起
さ
ほ本
し
か可
の
聲	

按

	

※
伊
…
お

４　

さ佐
ゝ
の
や屋
に耳
お
な奈
し
ね祢
さ
め
ハ
ち地
き
ら
ね
と　

山
田
の乃
を遠
し
か
な奈
か可
ぬ
よ
も
な奈
し	

菅

	

※
伊
…
お

５　

守
小
田
の
心
を
も
し志
れ
秋
の乃
鹿　

い
と
ハ
れ連
ゆ
く
ハ
妻
は者
か可
り利
か閑
は	

式

十
八
日　

野
亭
聞
虫　

40　

秋
の
10　

欠
…
御
製

１　

い
は者
ゝ
又
秋
も
う
か可
ら羅
す春
む
し
鳴
て　

草
の乃
花
さ
く
野
へ
の
か可
り利
い
ほ本	

新

２
◆
ふ
か可
草
や
野
と
な那
る
里
に
た多
れ
を遠
か可
も　

と
ふ
へ
き
人
と
松
む
し
の
聲	

前

３
◆
秌
の乃
ゝ
に
い
つ
れ連
を遠
聞
も
草
の乃
戸
の能　

あ
る留
し
か可
ほ本
な奈
る留
む
し
の能
こ
ゑ

く	

按

４　

草
の
戸
も
む
し
の
ね祢
か可
れ連
ハ
の
こ
ら
し
を遠　

霜
な奈
い
そ
き
そ
野
へ
の
秋
風	

菅

５
◆
野
へ
の乃
い
ほ本
露
を遠
う
ら
み
の乃
虫
の
ね祢
も　

こ古
と
ハ
り
し
る
き
草
の能
本
か可
な那	

式

十
五
日　

夕
薄　

37　

秋
の
7　

欠
…
御
製

１　

ま
ね祢
く
ら
ん
袖
の乃
ミ
見
え
て亭
く
る留
ゝ
野
の能　

お
は者
な奈
か可
も
と
は盤
と
ふ
人
も
な奈
し	

式

２
◆
た
か
袖
の乃
夕
へ部
の能
色
に尓
の
こ
る留
ら
ん　

お
は
な
に
過
る留
露
の乃
秋
か可
せ世	

新

３　

し志
ろ
た多
え
の
お
は者
な奈
か可
袖
も
夕
霧
の乃　

ま満
か可
き
の
内
に尓
か可
く
ろ
ひ
に尓
け个
り利	

前

４　

む
ら
す
ゝ
き
ま
ね祢
く
と
見
て
も
や屋
す春
ら
ハ
て　

く
る留
れ
ハ
い
そ
く
野
へ
の
通
路	

按

５　

野
へ
ミ
れ
ハ
草
の
ほ本
と

く
ふ
き起
わ王
け
て　

い
ま満
ハ
尾
花
に尓
秌
の乃
夕
か可
せ勢	

菅

十
六
日　

山
初
鴈　

38　

秋
の
8　

欠
…
御
製

１　

秋
風
に尓
む
か
ふ
つ
ハ
さ
や
し志
ほ本
る留
ら
ん　

ミ
ね
こ
す
雲
の乃
は者
つ
か可
り利
の
こ
ゑ	

新

２　

な
れ
き
ぬ
る留
こ
し
ち
の
山
の乃
秌
風
や　

そ
ら
に
忘
れ
む
衣
か可
り利
か可
ね祢	
前

３　

こ
ゑ衛
ハ
ま
つ川
雲
に
き
こ
え
て亭
く
る流
厂
の　

山
と
ひ
こ
ゆ
る留
程
そ
久
し
き	

按

４　

さ
ほ本

　
乃
　
春
　
　
津
　
　
　
登
毛

山
の
木
す
ゑ
色
つ
く
秌
そ
と
も　

た多
　
　
　
　
連

れ
お
と
つ
れ
て
厂
ハ
き
ぬ
ら
ん　

菅	

※
伊
…
を

５　

雲
旁
の
つ徒
は者
さ
や
を遠
も
き
嶺
こ
え
て天　

ゆ
く

く
お
つ徒
る留
か可
り利
の能
ひ
と
つ
ら	

式

	

※
伊
…
お
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廿
一
日　

海
月　

43　

秋
の
13　

欠
…
御
製

１　

し志
る留
へ
と
て
う
か
る留
ゝ
月
も
あ
け希
ハ
又　

な奈
に
と
な
る留
を遠
の
お
き
つ川
舟
人	

新

※
彰
・
伊
…
に
。
※
２
彰
・
伊
…
お

２　

水
を
い
て
山
に
い
る留
ま
て
よ
そ所
に尓
ミ
ぬ　

峯
の
つ津
ゝ
き
の乃
海
の
月
影	

菅

３　

伊
勢
の乃
う
ミ
し志
ほ本
ひ
の
か可
た多
の
秋
の
月　

ひ
か可
り利
を遠
玉
と
た多
れ
ひ
ろ
ふ
ら
ん	

式

４　

海
士
よ
い
か可
に
く
ま満
な奈
き
月
の
秌
と
い
へ
ハ　

海
の乃
ち
ひ
ろ
の農
底
の
ミ
る留
め
ハ	

按

５　

な
ミ
風
も
松
に尓
へ
た多
て
ゝ
月
か可
け遣
の乃　

し志
つ川
か可
た
す
め
る留
よ
さ
の乃
入
う
ミ	

前

廿
二
日　

湖
月　

44  

秋
の
14　

欠
…
御
製

１　

こ
き
い
つ
る留
舟
も
こ
そ楚
あ
れ連
月
に尓
ハ
と　

か可
へ
る留
か可
た多
の能
ゝ
う
ら
の
つ津
り利
ふ
ね年	

新

２　

し志
か可
の乃
う
ら
や
月
の
ミ
み
ち
て
ミ
ち
ひ
な奈
き起　

し志
ほ本
つ
の能
か可
た多
の
波
そ
な奈
き
た多
つ	

按

３　

さ佐
よ
ふ
く
る留
山
の乃
あ
ら
し
に
月
さ
え
て天　

秌
に尓
こ
ほ本
る留
ゝ
ひ
ら
の
水
海	

前

	

※
彰
・
伊
…
れ
る

４　

さ
ゝ
な奈
ミ
や
秋
風
さ
む
き
色
を遠
見
よ　

ふ布
る留
き
都
の乃
月
な奈
ら
す
と
も毛	

式

※
彰
…
色
あ
ら
す
と
も
。
伊
…
色
な
ら
ひ
と
も

５　

な
み
の
う
へ
に
ミ
る留
た多
に
あ
る留
を遠
し志
か可
浦
や　

都
を遠
か可
け
て
月
ハ
す春
み
け个
ん	

菅

十
九
日　

嶺
月　

41　

秋
の
11　

欠
…
御
製

１　

ふ布
く
と
な奈
き
す
ゑ
の能
ゝ
露
の
う
へ
ま
て
も　

月
に尓
は者
れ
た多
る留
峯
の乃
秌
か
せ	

新

２　

雲
旁
ハ
は者
ら
ひ
つ津
く具
し
て
た
か
窓
の　

お
の
へ
の
月
に尓
の乃
こ
る留
あ
き
風	

前

３　

峯
た
か可
ミ
す春
み
の
ほ本
り里
つ
ゝ
く
ま満
も
な奈
き　

月
に尓
を遠
く
ら
の
名
そ
か可
く
れ
あ
る留	

按

	

※
彰
・
伊
…
お

４　

雲
ハ
る留
ゝ
ミ
ね
の乃
く
す
葉
の乃
秋
風
は盤　

人
の
う
ら
ミ
ぬ
月
の
か可
け
か可
な那	

菅

５　

わ
か可
こ
ゝ
ろ
か
き
り利
も
な奈
し
や
す春
み
の
ほ本
る留　

月
の
行
ゑ衛
の乃
嶺
の
秋
風	

式

廿
日　

谷
月　

42　

秋
の
12　

欠
…
御
製

１　

月
は盤
秋
か可
け遣
ハ
こ
ほ本
れ連
る留
た多
に
川
に尓　

い
か可
な奈
る留
波
の乃
は者
な奈
と
ち
る留
ら
む舞	
新

２　

こ
ゝ
ろ
せ世
よ与
空
を遠
半
の乃
谷
の
い
ほ本
に尓　

こ古
よ
ひ
ハ
月
と
我
と
す春
む
へ
く	

菅

３　

さ佐
よ
ふ
か可
く
と
り利
の
か可
ら
こ
ゑ
き
こ
え
き
て　

谷
か可
け遣
す春
こ
く
月
か可
た多
ふ
き
ぬ	

按

４　

山
ふ
か可
く
す
む
谷
水
の
月
影
の　

き
よ
き起
こ
ゝ
ろ
も
し志
る留
人
や
な
き起	

前

５
◆
山
ふ
か可
き
谷
の乃
し志
た
水
も
と
め
き
て　

や
と
る流
も
月
の
こ
ゝ
ろ
を遠
そ
み
る留	

式
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廿
四
日　

紅
葉
増
雨　

47　

秋
の
17　

欠
…
御
製　
※
彰
・
伊
…
廿
五
日

１
◆
を
く
露
の乃
そ
め
え
ぬ
ほ本
と
を
を
と
か
し
と　

し志
く
る留
ゝ
木
の能
葉
色
や
そ
ふ
ら
ん	

按

２
◆
ミ
る流
人
も
と
ハ
ゝ
と
ハ
な奈
ん
染
つ徒
く
す須　

よ
ハ
の乃
し志
く
れ
の農
今
朝
の
も
み
ち
は者	

前

３
◆
染
つ徒
く
す須
木
す春
ゑ
と
ミ
れ
ハ
け个
ふ
も
ま
た多　

し志
く
れ
ハ
色
に尓
残
る
も
み
ち
は者	

新

４
◆
千
入
に尓
ハ
い以
か可
て
そ
め免
け个
ん
し
く
れ
ゆ
く　

雲
一
む
ら
の乃
山
の
も
み
ち
葉	

式

５
◆
露
霜
の乃
し
た多
染
な奈
く
ハ
も
み
ち
葉
の　

し志
く
れ
に尓
色
の能
そ
ふ
も
し志
ら
れ禮
し	

菅

※
以
下
三
日
分
記
載
な
し

（
廿
六
日　

紅
葉
映
日　

48　

秋
の
18
）

（
廿
七
日　

暮
秋
露　

49　

秋
の
19
）

（
廿
八
日　

惜
九
月
盡　

50　

秋
の
20
）

廿
三
日　

関
月　

45　

秋
の
15　

欠
…
御
製

１　

月
ミ
つ
ゝ
人
は盤
な奈
こ
そ
の
せ世
き起
も毛
り利
に　

し志
つ
か可
な那
る留
夜
や
ひ
か可
り利
そ
ふ
ら
ん	

按

※
彰
・
高
・
日
…
よ
。
※
２
彰
…
に

※
貼
紙
「
永
正
八
上
巳　

御
着
到
」

２　

む
さ
し
の
に
ハ
ら
ハ
ん
雪
を
あ
ふ
坂
の乃　

せ世
き起
ち
の能
月
の乃
袖
に尓
ミ
る流
か可
な那	

前

３　

月
ミ
て
は盤
ミ
や
こ
も
さ佐
そ
と登
し志
ら
川
の　

せ世
き起
ち
夜
ふ
か可
き
秋
風
の
空	

新

４　

を
の乃
つ津
か可
ら
関
も
る留
人
も
あ
く
か可
れ
て亭　

ゆ
く
よ
の
月
に尓
た多
れ
を
と
ゝ
め
む	

式

５　

あ阿
ふ
坂
や
ゆ
け
ハ
い
つ
し
か可
た
ひ
衣　

あ
ら
し
も
お
も
き起
関
の
月
か可
け	

菅

廿
四
日　

擣
衣
響
風　

46　

秋
の
16　

欠
…
御
製

１
◆
衣
う
つ川
し志
つ津
か可
あ
ハ
れ連
を遠
風
の乃
を遠
と
に　

あ
つ
ら
へ
つ
け遣
て天
よ与
そ所
に尓
し志
れ
と
や	

按

２
◆
秌
さ
む
ミ
と登
山
の乃
か可
せ
も
こ
ろ
も
う
つ川　

を遠
と
を越
そ
へ
た多
る留
し志
か可
ら
き
の
里	
前

３
◆
吹
く
る流
ハ
た多
ゝ
さ佐
は者
か可
り利
の能
秌
風
に尓　

ひ
ゝ
き
を越
そ
へ
て天
う
つ津
こ
ろ
も
か可
な奈	

新

４　

さ
そ
ひ
く
る留
風
の乃
た多
よ
り利
の
さ
よ
衣　

た堂
ゝ
こ古
ゝ
に
し
も
う
つ川
を遠
と
の
す
る留	

式

５　

八
た多
ひ
を遠
く
霜
夜
の
風
に尓
ひ
ゝ
き
ゝ
て　

し志
つ津
か可
き
ぬ
た
ハ
千
こ
ゑ
う
つ
也	

菅
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閏
十
一
月
一
日　

庭
霜　

53　

冬
の
3　

欠
…
御
製

１　

を
き
ま満
よ
ふ
色
よ
り利
み
え
て亭
を
も
か可
ら
ぬ　

霜
に尓
も
な奈
ひ
く
庭
の乃
く
れ連
竹	

新

２　

冬
枯
の
色
を遠
き
え
み
よ
い
と
ふ
へ
き　

雪
の乃
跡
か可
は盤
庭
の
あ
さ
し
も毛	

菅

３　

松
竹
の
は者
に
を遠
く
ハ
か可
り利
そ
れ
と
ミ
て　

ま満
さ
こ
に
分
ぬ
庭
の乃
は者
つ川
霜	

按

４　

庭
の乃
面
の能
真
砂
に耳
分
ぬ
初
霜
の　

草
の
か可
れ
ふ
に
み
る留
も
冷
し	

式

５　

冬
か可
る留
ゝ
草
の能
ま
か可
き起
は盤
あ
さ
霜
の　

花
を遠
や
花
の
面
影
に尓
ミ
ん	

前

二
日　

冬
月　

54　

冬
の
4　

欠
…
御
製

１　

雪
か可
と
も
思
ふ
う
ち
よ
り利
月
と登
ミ
て　

身
に
し
ミ
ま満
さ
る留
影
の乃
さ
む
け
さ	

新

２　

さ
ゆ
る留
夜
も
見
捨
ん
物
か可
落
葉
す春
る留　

木
の能
ま
の
月
に尓
心
つ徒
く
し
て	

按

３　

い
つ
ハ
と
ハ
分
ぬ
衣
も
ひ
と
ゝ
せ
の乃　

名
残
そ
ひ
ぬ
る累
冬
の農
よ
の能
月	

式

４　

見
る留
ま
ゝ
に
や屋
と
れ
る
袖
も
さ
ゆ
る留
夜
の　

水
な奈
き起
空
に
こ
ほ本
る留
月
か可
け遣	

前

５　

ふ婦
け遣
ぬ
る留
か可
夕
つ
け希
鳥
に
霜
さ
え
て天　

月
に尓
お
の乃
へ
の
鐘
ひ
ゝ
く具
な
り利	

菅

廿
九
日　

初
冬
時
雨　

51　

冬
の
1　

 

欠
…
御
製

１　

昨
日
か可
も
暮
に
し
秌
の
白
露
も　

あ
ま
り里
て
今
朝
の乃
時
雨
と
や
ふ婦
る留	

按

２　

時
雨
く
る流
雲
の
け个
し
き
も
い
つ
し
か可
に　

昨
日
の
秋
に尓
か
は者
る留
そ
ら羅
か可
な那	

前

３　

秋
風
に尓
見
し
た多
に
空
の
冷
し
き　

雲
う
ち
時
雨
冬
は盤
き
に
け个
り利	

新

４　

定
な
く
降
と
ハ
い
へ
と
神
無
月　

今
を越
時
な
る
は者
つ川
し
く
れ
か可
な那	

式

５　

さ
夜
時
雨
お於
な奈
し
雲
よ
り利
も
る留
宿
の乃　

月
も
や
冬
の能
は者
し
め
な奈
る留
ら
む	

菅

卅
日　

風
前
落
葉　

52　

冬
の
2　

欠
…
御
製

１　

山
風
に尓
落
は者
積
り利
て
冬
川
の乃　

氷
ら
ぬ
水
そ
し
た多
に
な奈
か可
る累
ゝ	
新

２　

行
水
も
風
に尓
せ
か可
る留
ゝ
あ阿
す須
か可
川　

か可
ハ
る累
渕
せ
ハ
木
の
は者
な
り利
け个
り利	

菅

３　

さ
そ
ハ
る留
ゝ
風
に耳
紅
葉
の
色
み
え
て天　

ち地
る留
や
う
つ
ろ路
ふ
心
な奈
る留
ら
ん	

按

４　

散
行
を
何
か可
う
ら
ミ
ん
吹
風
の乃　

梢
に尓
か可
へ
す春
も
み
ち
な奈
り
せ
は者	

式

５　

影
に耳
た多
に
積
る留
と登
も毛
な奈
く
山
風
に尓　

さ佐
そ
は者
れ
て
の能
ミ
ゆ
く
木
葉
か可
な那	

前
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五
日　

池
水　

57　

冬
の
7　

欠
…
御
製

１　

氷
ゐ
る留
池
の乃
う
き
草
ね祢
を
と
め
て　

さ佐
そ
ふ
水
さ
へ
行
か可
た多
も
な那
し	

新

２　

む
す春
ひ
初
る留
池
の乃
氷
の
う
す
か可
れ
や　

さ
ゝ
波
よ
す須
る留
風
の乃
さ
む
け个
さ	

按

３　

い
つ
も毛
ミ
る流
池
の
か可
ゝ
ミ
の乃
面
影
も　

冬
ハ
氷
に耳
み
か可
き
そ
へ遍
け気
り利	

式

４　

氷
そ
ふ
い
く
た多
の乃
池
に尓
夕
残
を
も　

お
し
と
思
ふ
鳥
や
立
わ
か可
る留
ら
ん	

前

５　

あ
し
ね祢
ま
て
こ
や
の乃
池
水
こ
ほ本
り里
ゐ
て　

に尓
ほ本
の能
う
き
す
の能
う
く
か可
ひ
も
な奈
し	

菅

六
日　

常
盤
木
雪　

58　

冬
の
8　

欠
…
御
製

１　

あ阿
さ
く具
ミ
え
ふ婦
か可
く
積
る留
や
冬
枯
の　

梢
に尓
な奈
ら
ふ婦
雪
の乃
ま
つ川
か可
え	

新

２　

松
杦
の乃
つ
ね祢
な
る留
色
を遠
い
か可
て
か可
ハ　

雪
ハ
い
つ
ハ
る留
花
を遠
見
す須
ら
む舞	

按

３　

し志
ゐ井
の
は者
に
あ
ら
ま
し
か可
り里
し　

風
の
音
も
雪
に
む
も毛
れ
て
な奈
ひ
く
色
哉	

式

４　

此
ま
ゝ
に
見
る留
も毛
の
な
ら
ハ
降
積
る留　

雪
こ
そ楚
花
の
と
き起
ハ
木
の乃
か可
け	

前

５　

槙
檜
原
梢
は盤
雪
に耳
あ阿
ら
そ
へ
と　

杦
た多
つ川
山
そ
猶
ま
き
れ
な奈
き起	

菅

三
日　

古
屋
霰　

55　

冬
の
5　

欠
…
御
製

１　

ま
き
の
や
に尓
音
降
り
か可
ハ
る累
霰
か可
な那　

し志
ら
す
板
ま
や
荒
ま満
さ
る留
ら
む舞	

新

２　

目
に尓
見
え
て天
音
に
は盤
た多
て
す
ち
る
霰　

こ
け
に尓
む
も
る留
ゝ
軒
の
板
ま
に尓	

按

３　

板
ひ
さ
し
く
つ川
る
軒
は者
ゝ
音
も
せ
て天　

ふ布
る留
や
霰
の能
袖
に耳
み
た多
る
ゝ	

式

※
の
そ
。
彰
・
伊
…
そ
。
日
…
に

４　

苔
ふ婦
か可
し
あ
れ連
行
軒
ハ
玉
あ
ら
れ連　

音
せ世
ぬ
に尓
し
も
お
と
ろ
か可
れ
け気
り	

前

５　

か
ハ
ら
や屋
の乃
苔
に尓
み
た多
る留
ゝ
玉
霰　

く
た多
け
て
行
も
ふ
る留
音
は盤
な奈
し	

菅

四
日　

暁
千
鳥　

56　

冬
の
6　

欠
…
御
製

１　

夜
も
す
か可
ら
鳴
て
あ
か可
し
の
浦
千
鳥　

い
く
た多
ひ
お於
な奈
し
ね祢
覚
と
ふ
ら
む舞	

新

２　

つ
ま万
と
ひ
し
夕
波
千
鳥
立
帰
る留　

夕
残
や
つ津
ら
き
あ
か可
つ
き
の
こ
ゑ	
按

３　

を遠
の
か可
つ津
ま万
有
明
の乃
月
の能
あ
り里
つ津
ゝ
も　

つ
れ連
な奈
き起
も毛
の
と
千
鳥
な奈
く
ら
ん	

式

４　

し志
つ津
か可
な那
る
ね祢
覚
の
空
に尓
こ
と
ゝ
ふ婦
ハ　

都
に尓
遠
き起
川
千
と
り利
か可
な那	

前

５　

さ
夜
千
鳥
ね祢
覚
さ
こ
そ楚
と
浦
波
に尓　

篷
の
窓
と
ふ
聲
の乃
あ
ハ
れ
さ	

菅
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九
日　

寄
雲
恋　

61　

恋
の
1　

欠
…
御
製

１　

隔
あ
る留
中
に尓
も
又
ハ
な奈
く
さ
ミ
ぬ　

な奈
ひ
く
を遠
雲
の乃
な奈
ら
ひ
と
を
ミ
て	

按

２　

一
た多
ひ
も
な奈
ひ
か可
ハ
よ
し
や
空
の乃
雲　

又
立
帰
り利
へ遍
た多
て
あ
り里
と登
も	

式

３　

よ
そ
に
ミ
る留
か可
ひ
こ
そ
な奈
け个
れ
人
こ
ゝ
ろ　

思
ひ
へ遍
た多
つ
る留
嶺
の能
し
ら
雲	

前

４　

い以
か可
に尓
せ
ん
い以
も毛
せ
の乃
山
の
嶺
の
雲　

か可
け
て
思
ふ
も
隔
行
身
を	

新

５　

山
あ
ら
し
ハ
け遣
し
き
ゆ
ふ
へ
身
に尓
し
れ連
ハ　

け遣
に
横
風
も
よ
そ
の
明
ほ本
の能	

菅

十
日　

寄
風
恋  

62　

恋
の
2　

  

欠
…
御
製

１　

思
ふ
か可
た多
に
つ津
た多
へ
や
す
る留
と登
吹
風
に尓　

我
こ
と
の
葉
を遠
ち
ら
し
て
や
ミ
む	

式

２　

な
に
と
な那
く
思
ひ
う
か可
る留
ゝ
夕
に尓
や　

め
に
ミ
ぬ
風
も
身
を遠
し志
ほ本
る留
ら
む舞	

新

３　

我
そ
と登
も毛
し志
ら
す須
は盤
い
か可
ゝ
吹
風
に耳　

身
を遠
ハ
な奈
し
つ津
ゝ
通
ひ
行
と
も	

按

４　

た多
か可
か
た多
の
ま
つ
に尓
か可
ひ
あ
る留
音
つ
れ連
の乃　

我
に尓
の能
ミ
猶
つ津
ら
き
夕
か可
せ勢	

前

５　

独
り利
ね祢
に尓
な奈
に
か可
思
ハ
ん
手
枕
も　

人
の乃
た
め免
に尓
そ
風
ハ
い
と
ひ
し	

菅

七
日　

深
雪　

59　

冬
の
9　

欠
…
御
製

１　

か
は者
か可
り利
も
積
れ連
る留
物
を
通
ひ
ち
に　

こ古
の乃
こ
ろ
わ
く
る留
雪
の乃
山
こ
え	

新

２　

冬
ふ
か可
き
さ
む
き
日
数
も
降
雪
の能　

け遣
ぬ
る留
う
へ
に尓
そ
つ津
も毛
り利
そ
ひ
ぬ
る留	

按

３　

降
ま
て
に
岩
本
も
分
す
う
つ徒
も毛
れ連
て天　

雪
の
そ
こ
に尓
も
な奈
れ
る
庭
か可
な奈	

式

４　

深
山
ち
よ
絶
て天
い
く
日
そ
都
に尓
ハ　

こ
と
し
ハ
か可
り利
の
雪
も
み
さ
り利
き	

前

５　

山
ひ
こ
も毛
こ古
た多
へ
や
あ
へ
ぬ
足
曳
の乃　

か可
な那
た多
こ
な奈
た多
の能
雪
折
の能
こ
ゑ	

菅

八
日　

歳
暮　

60　

冬
の
10　

欠
…
御
製

１　

日
数
た多
に
う
つ川
り利
ゆ
く
身
の能
か可
な奈
し
き
に　

猶
一
と
せ
の乃
け个
ふ
そ
暮
ぬ
る留	
新

２　

人
毎
に尓
何
し尓
た多
ふ
ら
ん
か
そ
ふ
れ連
ハ　

我
身
に尓
つ津
も毛
る留
年
の
名
こ
り利
を	

按

３　

た多
か可
う
へ
も
年
の乃
こ
ゆ
る留
ハ
か
ハ
ら
ね
と　

身
に
な奈
け
か可
し
き
老
の
坂
か可
な奈	

式

４　

く
ハ
ゝ
れ
る
冬
の
日
数
や
く
れ
て亭
行　

年
も
名
残
を遠
思
ふ
な
る留
ら
む	

前

５　

な
に
わ王
さ
に尓
身
ハ
成
ぬ
ら
ん
暮
て
行　

と登
し
の
お
も
ハ
ん
そ
の
か可
ひ
も
な奈
し	

菅
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十
三
日　

寄
煙
恋　

65　

恋
の
5　

欠
…
御
製

１　

こ
れ
か可
行
お
も
ひ
を
水
の乃
け个
ふ
り利
に
て天　

な奈
み
た多
の能
川
に尓
身
ハ
し志
つ川
ミ
け遣
り利	

新

２　

下
も
え
の能
思
ひ
の乃
煙
と
も
す春
れ
ハ　

い
か可
て
な奈
き起
な
の
よ
そ楚
に尓
た多
つ
ら
ん	

按

	

※
彰
…
ら
し
イ

３　

人
の
う
き
な奈
に
は盤
た多
て
し
と
か
は者
ら
や
の乃　

下
に尓
煙
の
く
ゆ
る留
く
る留
し
さ	

前

４　

思
ひ
あ
る留
身
の能
夕
暮
を遠
空
に尓
み
よ　

人
の
上
よ
り利
た多
つ川
け个
ふ
り利
か可
は	

菅

５　

ほ本
の乃
か可
に
も
見
し
を遠
も
ひ
の
夕
け个
ふ
り利　

や屋
か可
て
立
そ
ふ
面
影
も
う
し	

式

十
四
日　

寄
山
恋　

66　

恋
の
6　

欠
…
御
製

１　

今
ハ
ゝ
や
は者
れ
ぬ
こ
ゝ
ろ
の乃
雲
ま
て
も毛　

か可
ゝ
る累
や
と
こ
の能
ち
り利
ひ
ち地
の
山	

新

２　

た多
か
ゝ
ら
ん
限
り利
も
あ
ら
し
塵
の
身
の　

思
ひ
積
り利
て
山
と
成
な
ハ	

按

３　

は者
か可
な那
く
も
い
つ
ま
て
人
の
つ津
れ連
な那
さ
を　

ミ
の能
ゝ
を
山
の乃
ま
つ
こ
と
に
せ世
む	

前

４　

我
思
ひ
ち
り里
た多
に
積
る留
な奈
ら
ひ
を遠
も　

し志
ら
ぬ
心
ハ
山
と
や
ハ
ミ
む舞	

菅

５　

又
あ
ハ
ん
み
ち
と
も毛
人
ハ
頼
れ連
す須　

あ
り里
し
ハ
夢
か可
う
つ川
の乃
山
こ
え	

式

	

※
彰
・
伊
…
の
。
伊
…
け

十
一
日　

寄
雨
恋　

63　

恋
の
3　

欠
…
御
製

１　

こ古
ぬ
人
に耳
う
ら
み
ハ
か可
け遣
し
哀
わ王
か可　

身
を遠
し
る
雨
や
空
に耳
浮
け个
ん	

式

２　

情
あ
ら
ハ
さ佐
ハ
ら
し
も毛
の
を
雨
の乃
よ
と　

こ古
と
ハ
り利
か可
ほ本
に尓
い
ふ
も
う
ら
め
し	

新

３　

し志
ら
せ世
ハ
や
又
さ
ハ
る留
こ
と
待
わ
ふ
る留　

夕
の乃
雨
ハ
わ
か可
な
み
た多
そ
と登	

按

	

※
彰
…
す

４　

あ
ハ
れ連
と
も毛
み
す春
ハ
か可
ひ
な奈
し
降
雨
に尓　

ぬ
れ連
つ
ゝ
ゆ
か可
ん
い
も
か可
り利
の
道	

前

	

※
伊
…
い
る
歟

５　

深
水
の
ま
さ
る留
思
ひ
も
か可
な奈
ひ
な奈
く
ハ　

涙
の乃
し志
つ津
く
雨
と
た多
に
見
し	

菅

十
二
日　

寄
月
恋　

64　

恋
の
4　

欠
…
御
製

１　

月
に尓
こ
そ
は者
る留
け
も
や屋
ら
ん
身
の
う
さ
の能　

扨
し
も
あ
ら
す須
そ
ふ
お
も
ひ
か可
な奈	

式

２　

見
る留
影
の乃
く
も
る留
物
ゆ
へ
月
ハ
な奈
と
か可
な
ら
す
袖
の
な
み
た多
と
ふ
ら
む舞	
新

３　

き
ぬ

く
の
つ徒
ら
さ
や
い
つ
れ連
い
た多
つ
ら
に尓　

待
夜
ふ
け
ぬ
る留
有
明
の
空	

按

４　

こ古
ひ
し
さ
や
空
に尓
ミ
つ
ら
ん
み
る留
ま
ゝ
に
涙
す春
ゝ
む
る留
月
の
か可
け
か可
な那	

前

５　

草
の乃
原
思
ひ
定
て
ミ
る流
月
に尓　

猶
も
と
し志
た多
ふ
人
の農
か可
け
か可
な那	

菅
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十
七
日　

寄
海
恋　

69　

恋
の
9　

欠
…
御
製

１　

見
る留
か可
う
ち
の能
面
影
た多
に
も
人
は盤
な奈
と　

か可
け希
ハ
な奈
れ
た多
る累
夢
の
う
き
橋	

新

※
日
・
高
・
彰
は
、
十
八
日
寄
橋
恋
の
５
の
新
宰
相
の
歌
。
歌
題
に
叶
う

２　

わ
た多
つ川
う
み
の乃
か可
つ
き
の能
あ
ま
の能
つ徒
く
も
う
ミ　

い
ふ婦
か可
ひ
な奈
し
や
思
ひ日
乱
て	

按

３　

舟
よ
す
る留
た
よ
り利
も
い
ま万
や
こ
し
の
う
ミ　

人
の
心
の乃
波
の
あ
ら
い以
そ	

前

４　

つ徒
ら
さ
の乃
ミ
こ
ゝ
ろ
に尓
人
ハ
あ
り利
そ
海
の乃　

濱
の
真
砂
も
数
に耳
た多
ら
め
や	

菅

５　

か可
り利
に
た多
に尓
ミ
る流
め
な奈
く
て
ハ
い以
か可
に尓
し
て亭　

あ
ふ
ミ
の能
海
の
名
を
も
た多
の能
ま
ん	

式

十
八
日　

寄
橋
恋　

70　

恋
の
10　

欠
…
御
製

１　

あ
た
な
れ
や
や
か
て
ま
き
る
ゝ
面
影
ハ　

こ
ゝ
ろ
に
か
ゝ
る
夢
の
う
き
は
し	

按

２　

初
瀬
山
い
の
る
契
を
頼
て
も　

な
を
そ
あ
や
う
き
宇
治
の
川
ハ
し	

前

３　

絶
ハ
て
ゝ
待
ら
ん
と
た
に
思
ハ
し
を　

さ
も
人
こ
と
や
う
治
の
ハ
し
ひ
め	

菅

	

※
日
…
こ
の
部
分
空
欄

４　

う
つ
ゝ
に
も
こ
ゝ
ろ
ゆ
る
さ
ぬ
契
り
に
ハ　

い
か
ゝ
わ
た
さ
ん
夢
の
う
き
ハ
し	

式

５　

う
か
れ
き
て
し
ら
ぬ
海
へ
に
よ
る
舟
も　

風
の
た
よ
り
ハ
又
も
こ
そ
あ
れ	

新

※
彰
は
、
十
七
日
寄
海
恋
の
１
の
新
宰
相
の
和
歌
。
歌
題
に
叶
う
。
日
・
高
は
、
十
七
日
寄
海
恋
の
１
の
新
宰
相
の
和
歌
が
、
１
の
前
に
あ
る
。

※
伊
は
、
５
の
詠
者
の
記
載
な
し

十
五
日　

寄
杜
恋　

67　

恋
の
7　

欠
…
御
製

１　

我
た多
に
も
い
ハ
て
の乃
杜
の
こ
と
の
は者
の能　

色
に尓
出
ぬ
を遠
誰
も毛
ら
す
ら
む	

新

	

※
高
…
か

２　

物
お
も
ふ
な奈
ミ
た多
も
ろ
さ
も
身
に
し志
り
ぬ　

お
い
そ
の
杜
の乃
木
ゝ
の
し志
た多
露	

按

３　

名
に尓
残
る
あ
い
て
の
杜
の乃
し志
た多
道
ハ　

ふ婦
ミ
通
ひ
て天
も
か可
い
や
な奈
か可
ら
ん	

前

４　

朽
ぬ
る留
も
い
つ
の乃
木
の能
葉
そ
身
よ
り利
降　

涙
ハ
し志
ら
し
衣
手
の能
も毛
り利	

菅

５　

な
に
か可
世
に耳
し志
ゐ
て
い以
く具
た多
の
松
の乃
露　

か可
ゝ
る留
歎
ハ
と
ふ
人
□
な
し	

※
高
・
日
・
彰
・
伊
…
も

十
六
日　

寄
関
恋　

68　

恋
の
8　

欠
…
御
製

１　

立
田
山
夜
半
に尓
と
い
し
ひ
と
の
は者
や　

関
と
な奈
り利
て
も
通
ひ
絶
け个
ん	
新

２　

忍
ひ
侘
人
め
を
お
も
ふ
こ
ゝ
ろ
こ
そ楚　

か
よ
ひ
関
路
の
戸
さ
し
な
り利
け个
れ	

按

３　

関
も
り里
も毛
な奈
に
か可
か
こ
た多
ん
う
き
人
の　

こ
ゝ
ろ
ゆ
る留
さ
ぬ
中
の
か
よ
ひ
ち地	

前

４　

い
つ
ま
て
か可
我
た多
め
な
り利
し
よ
ひ

く
の　

人
の
か
よ
ひ
ち
関
守
も
な那
し	

菅

５　

夢
路
に尓
も
よ
へ

く
毎
の乃
関
や
も
る留　

う
ち
も
ね祢
な奈
く
に
物
思
ふ
身
は盤	

式
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廿
一
日　

寄
宿
木
恋　

73　

恋
の
13　

欠
…
御
製

１　

こ古
と
木
た多
に
や屋
と
れ連
ハ
や
と
る留
な奈
ら
ひ
に尓
て　

あ
ら
ぬ
恋
す
る留
身
と
も
い
か可
む
な奈	

菅	

※
彰
…
る
イ
。
日
・
高
・
伊
…
な

２
◆
見
す春
や
い
か可
に尓
か可
り利
そ
め
な
か
ら
宿
木
の乃　

ね祢
さ
し
か
ハ
す
も
ふ婦
か可
き
ち地
き
り利
を	

式

３　

頼
の
た多
ゝ
か
り利
そ
め
な奈
か可
ら
や
と
り
木
の　

か可
れ
れ連
ぬ
契
の乃
色
を遠
ミ
る流
に耳
は盤	

按

	

※
衍
カ

４　

君
そ
つ津
ら
き
た多
ね祢
し
残
れ連
ハ
宿
木　

あ
ら
ぬ
契
も
な奈
き起
な奈
ら
ひ
か可
ハ	

前

５　

あ阿
ひ
思
ふ
契
な奈
ら
す須
は盤
や屋
と
り利
木
の能　

を遠
の
つ津
か可
ら
な奈
る留
色
ハ
た多
の
ま
し	

新

廿
二
日　

寄
杣
木
恋　

74　

恋
の
14　

欠
…
御
製

１
◆
杣
川
や
く
た多
す須
筏
に耳
さ
す
さ
ほ本
の乃　

さ
し
て
も
い
つ
の乃
暮
を越
た多
の
ま
ん	

式

２　

う
ら
む
そ
よ
い
つ
ミ
の乃
杣
木
た多
つ津
民
の　

心
は盤
我
に耳
ひ
か可
ぬ
つ津
ら
さ
を越	

按

３　

行
雲
の
ミ
を
の乃
杣
木
の
そ
れ連
よ
り利
も　

人
の
心
そ
ひ飛
く
に
つ
れ連
な奈
き起	

前

４　

引
す
つ津
る留
峯
の
杣
木
よ
ま
つ川
か可
た多
の　

誰
に尓
つ
れ連
な奈
き起
色
を遠
み
え
け个
む	

新

５　

い以
か可
に尓
し
て
ひ
か可
ぬ
日
も
な奈
き起
杣
人
の乃　

我
に尓
な奈
け
き
の
数
ハ
そ
ふ
ら
ん	

菅

十
九
日　

寄
埋
木
恋　

71　

恋
の
11　

欠
…
御
製

１　

人
し志
れ連
ぬ
我
な奈
け
き
こ
そ楚
む
も
れ連
木
の乃　

た多
く
ひ
に尓
な奈
す
も
哀
な
り利
け
れ	

按

２　

年
ふ婦
と
も
か可
ひ
や
は盤
あ
ら
ん
埋
木
の　

人
し
れ連
ぬ
身
の能
お
も
ひ
な
り利
せ
ハ	

前

３　

色
は者
ゆ
る留
こ
け
こ
そ楚
し志
ら
め
埋
木
の乃　

し
た多
に尓
お
も
ひ
の
あ
り
や
な奈
し
や
も	

菅

４
◆
人
し志
れ連
ぬ
身
の
た多
く
ひ
と
や
埋
木
の能　

色
に尓
出
へ
き
こ古
と
の
は者
も
な奈
き	

式

５　

そ
れ連
と
た多
に
今
ハ
し志
ら
し
を遠
埋
木
の　

朽
す春
や
人
を遠
ま
つ
風
の乃
聲	

新

廿
日　

寄
塩
木
恋　

72　

恋
の
12　

欠
…
御
製

１　

う
ら
に
つ
む
海
士
の能
も毛
し志
ほ本
木
そ
れ
な奈
ら
て　

我
の
ミ
や
た多
ゝ
も
え
こ
か可
れ
ま
し	

菅

２
◆
海
士
人
の乃
こ
る流
や
し志
ほ本
木
の乃
う
き
わ
さ
も　

我
身
の能
上
の
思
ひ
に尓
そ
た多
く	
式

３　

し志
ほ本
木
こ
る留
わ
さ
よ
り利
も
猶
か可
ら
き
世
に　

思
ひ日
有
身
を遠
さ佐
そ
と
た多
に
し
れ連	

按

４　

い
か可
に尓
せ世
ん
恨
わ王
ひ
て
も毛
さ
す須
か可
猶　

あ
ま
の能
し志
ほ本
木
の
こ
り利
ハ
て
ぬ
身
を遠	

前

５　

く
る流
し
く
も毛
は者
こ
ふ
し志
ほ本
木
や
海
士
人
の乃　

た多
か可
ぬ
に尓
た多
に
も
身
を遠
こ
か可
す須
ら
ん	

新
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廿
五
日　

寄
忍
草
恋　

77　

恋
の
17　

欠
…
御
製

１　

夕
暮
ハ
思
ひ
も
い
た多
せ
す春
む
宿
の　

軒
ハ
の
草
の
名
に尓
忍
ふ
と登
も毛	

式

２　

身
に
近
き
秋
そ
し志
ら
る留
ゝ
我
宿
の　

軒
の
忍
ふ
の乃
色
を
み
る留
に尓
ハ	

按

３　

こ
ゝ
ろ
せ世
よ
軒
の
忍
ふ
も
袖
の
露
の農　

秌
に尓
ハ
た多
へ
ぬ
か
き
り
こ
そ
あ
れ	

前

４　

お
り利
に
あ
へ
ハ
軒
の
忍
ふ
の
夕
霧
も　

涙
の乃
色
に尓
み
た多
れ
そ
ち地
る留	

新

５　

あ阿
ま
の乃
か可
る留
た多
く
ひ
な奈
ら
ね
と
草
の乃
名
の能　

人
め
に尓
つ
ら
き
う
ら
も
わ王
り利
な奈
し	

菅

廿
六
日　

寄
思
草
恋　

78　

恋
の
18　

欠
…
御
製

１　

た多
ね
と
て
も毛
よ
そ
に尓
や
は盤
あ阿
る留
思
草　

こ
ゝ
ろ
の能
う
ち
に
し志
け
る留
ハ
か可
り利
そ	

按

２　

う
き
中
の能
秋
に尓
も
枯
ぬ
た多
ね
し
あ
れ連
や　

お
花
か可
も
と
の
草
の能
ね祢
さ
し
ハ	

前

３　

い
つ
の乃
世
の
た
か可
恋
ち
よ
り里
お
も
ひ
草　

た多
ね
と
り利
そ
め
て
お
ひ
初
け个
ん	

式

４　

を
く
霜
の
野
ハ
う
ら
か
る留
ゝ
跡
ま
て
も　

思
ひ
や
草
の能
名
を
残
す
ら
む	

新

５　

色
に
を遠
く
露
を遠
な奈
み
た多
の
思
ひ
草　

う
つ徒
る留
ハ
か可
り利
も
そ
め免
て天
た多
に
ミ
む	

菅

廿
三
日　

寄
朽
木
恋　

75　

恋
の
15　

  

欠
…
御
製

１　

こ古
と
の能
は者
も
今
ハ
か可
ゝ
ら羅
て
身
ハ
か可
け遣
の　

朽
木
と
の
ミ
や
思
ひ
な奈
す須
ら
ん	

式

２　

朽
木
と
も
い
ふ
へ遍
き起
も毛
の
そ
川
と
な奈
る留　

涙
の乃
そ
こ
に尓
し志
つ
む
ま
つ
ら
は盤	

按

３　

な
き起
世
に耳
と
い
と
ハ
る留
ゝ
身
ハ
山
陰
に尓　

松
木
の
あ
り
の能
す
さ
ミ
共
ミ
す須	

前

４　

つ津
た多
の
葉
ハ
猶
秌
か可
け
て
ミ
や
ま
木
の　

心
の乃
色
や
朽
の
こ
る
ら
む	

新

５　

我
や
な奈
に
朽
木
の能
柳
そ
れ
た多
に
も　

逢
こ
と
た
の
む
春
も
こ
そ
あ
れ連	

菅

廿
四
日　

寄
初
草
恋　

76　

恋
の
16　

欠
…
御
製

１　

初
草
の乃
ゆ
か可
り利
の
色
を遠
尋
て
そ　

露
の乃
契
も
か可
け
て
見
る留
へ遍
き起	
式

２　

ふ婦
か可
ゝ
れ連
や
見
そ
め免
し
よ
り利
も
初
草
の　

お
ひ
行
来
を
た多
の
む
心
ハ	

按

３　

か可
け遣
て
た多
に
ま
た多
う
ら
わ
か可
き
初
草
の乃　

露
の
契
ハ
え
こ
そ楚
た多
の
ま
ね年	

前

４　

萌
出
し
春
の
雪
ま万
も
わ
り里
な那
き
に尓
や　

は者
や
初
草
の乃
秋
の
夕
し
も	

新

５　

枯
や
せ世
ん
茂
り利
や
そ
ハ
ん
初
草
に　

お
も
ひ
も
分
す
露
そ
こ
ほ保
る留
ゝ	

菅
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廿
九
日　

暁
眠
易
覚　

81　

雑
の
1　

欠
…
御
製

１
◆
あ阿
ふ
坂
の
関
ち
お
ほ本
ゆ
る留
鳥
か可
ね年
に　

お
と
ろ
く
夢
の能
末
も
と
を
さ
て	

按

２
◆
ね祢
ふ
り利
さ
へ
打
お
と
ろ
く
や
侘
て天
よ
を　

ふ布
る留
霜
雪
の
暁
の乃
空	

前

３
◆
暁
ハ
お
い
を遠
ま
つ
し
る累
ね祢
覚
に尓
も　

う
き
世
の乃
夢
ハ
い
つ
を遠
ま
つ
ら
ん	

式

４
◆
身
の
む
か可
し
お
と
ろ
き
な奈
れ
し
鳥
か可
ね
も　

老
ハ
ま
た多
る留
ゝ
ね祢
覚
と
そ
な奈
る留	

新

	

※
彰
…
む
し
ろ

５
◆
暁
は盤
な奈
に
ゝ
お
と
ろ
く
老
な奈
ら
ん　

ま
と
ろ
む
う
ち
も裳
ま
と
ろ
ミ
ハ
せ世
す須	

菅

十
二
月
一
日　

窓
燈　

82　

雑
の
2　

欠
…
御
製

１
◆
か可
ゝ
け遣
て
も毛
我
身
に
く
ら
き
灯
ハ　

残
る留
か可
ひ
な奈
き起
ま満
と
の
う
ち
か可
な那	

式

２
◆
い以
た多
つ津
ら
に
か可
ゝ
け遣
つ津
く
せ
ハ
ミ
る流
か可
う
ち
も　

我
身
に
く
ら
き
窓
の乃
灯	

新

３
◆
う
つ津
も毛
る留
ゝ
竹
は盤
水
面
の乃
雪
の
夜
に尓　

光
あ
ら
そ
ふ
窓
の
と
も
し
ひ	

菅

４
◆
ま
な那
ハ
ね年
ハ
つ
ら
き
心
の
い
た多
つ
ら
に尓　

む
か可
ふ
そ
お
し
き
ま
と
の
と
も
し
火	

按

５
◆
む
か可
ひ
み
よ与
わ
り里
な奈
き起
か可
へ
の乃
ひ
ま
を遠
た多
に　

も
と
め
し
も
の
を遠
窓
の乃
灯	

前

廿
七
日　

寄
下
草
恋　

79　

恋
の
19　

欠
…
御
製

１　

か可
れ

く
の
身
の
た多
く
ひ
に尓
も
ミ
る
そ
う
き　

冬
野
に
残
る流
し
も毛
の能
し
た多
草	

按

２　

我
思
ひ
は者
て
い
か可
な奈
ら
ん
限
り利
あ
れ連
ハ　

色
に
み
え
け个
る流
ま
つ川
の乃
し
た多
草	

前

３　

し志
ら
せ世
ハ
や
人
の乃
心
は盤
あ
ら
磯
の乃　

波
の
し志
た多
草
み
た多
れ
わ
ふ
と
も毛	

式

４　

恨
侘
身
ハ
消
か可
へ
る留
し志
た多
草
の　

霧
の
行
ゑ衛
を遠
お
も
ふ
あ
ハ
れ連
む舞	

新

５　

し志
つ川
ミ
て
も毛
人
を遠
ミ
る流
め
の能
う
し
な
ら
ハ　

身
に
お
ひ
か可
ハ
れ
波
の乃
し志
た多
草

廿
八
日　

寄
忘
草
恋　

80　

恋
の
20　

欠
…
御
製

１
◆
我
に耳
う
き
人
の
う
へ
け
る
草
の
名
の　

忘
ハ
て天
な
て
も
の
お
も
へ
と
や	

按

２　

忘
草
し志
け遣
る留
を遠
か可
る留
ゝ
は者
し
め免
に尓
て　

ま
た多
き起
に尓
人
の乃
秌
そ
し志
ら
る流
ゝ	
前

３　

我
の
ミ
と
つ
む
も
は者
か可
な那
し
草
の
名
の能　

人
ハ
お
も
ハ
ぬ
忘
か可
た多
み
を	

式

４　

忘
る留
ゝ
や
忘
れ
さ
る留
ら
ん
草
の乃
名
の能　

た多
ね
と
り利
そ
め免
し
心
は者
か可
り利
ハ	

新

５　

身
に尓
は盤
扨
い
か可
に
た多
ね
ま
く
忘
草　

人
の乃
ち
き
り利
の
花
の
見
る留
に尓
も	

菅
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四
日　

名
所
鶴　

85　

雑
の
5　

欠
…
御
製

１
◆
あ阿
さ
り利
す
る留
芦
へ
の
た多
つ川
も
和
哥
の乃
浦
に尓　

通
ふ
雲
ゐ
の能
道
や
し志
る留
ら
ん	

新

２　

あ阿
し
た多
つ川
も
な奈
み
た多
し
ぬ
代
を遠
う
れ
し
と
や　

や屋
す春
き起
た多
み
の能
ゝ
嶋
に尓
鳴
ら
ん	

按

３　

難
波
江
や
塩
の乃
ひ
か可
た多
の
朝
な奈
き起
に尓　

心
と
け
た多
る留
あ
し
た多
つ川
の
こ
ゑ	

前

４　

い
ね祢
と
り利
て
今
や
あ
ふ
ミ
の
む
し
ろ
田
に尓　

君
か可
代
よ
ハ
ふ
鶴
の
も
ろ
聲	

菅

５
◆
さ
夜
も
は者
や
ふ婦
け遣
ゐ井
の
浦
の乃
波
の
よ
に　

月
か可
た多
ふ
き
え
て
た多
つ
そ
鳴
な那
る	

式

五
日　

野
風　

86　

雑
の
6　

欠
…
御
製

１
◆
野
を遠
遠
ミ
し志
ハ
ふ
に尓
つ徒
ゝ
く具　

を遠
さ佐
ゝ
原
一
む
ら
高
き起
風
の乃
音
か可
な那	

按

２　

は者
け
し
く具
も毛
ゐ井
な奈
の能
ゝ
末
に尓
吹
落
て　

を遠
さ
ゝ
に尓
さ
や
く
山
風
の
音	

前

	

※
彰
・
伊
…
声

３　

野
と
な
り利
て
秋
風
さ
む
き
こ古
の乃
里
に尓　

た
か可
行
来
と
て
う
つ
ゝ
鳴
ら
む	

菅

	

※
彰
・
伊
…
鶴

４
◆
吹
を遠
く
る流
か
き
り利
や
い
つ津
く具
む
さ
し
の
　ゝ

草
は者
に
残
る
露
の乃
夕
風	

新

５
◆
草
に尓
吹
風
の乃
行
末
も
ひ
ろ
き
野
の能　

一
木
の乃
松
に尓
残
る留
こ
ゑ
か可
な那	

式

二
日　

名
所
松　

83　

雑
の
3　

欠
…
御
製

１
◆
住
吉
や
松
の乃
千
と
せ
も
い以
く
か可
へ
り利　

神
さ
ひ
わ
た多
る留
な奈
み
か可
せ勢
の農
こ
ゑ	

式

２
◆
と
ふ
人
に尓
ミ
つ
と
も
い
ハ
ゝ
よ
さ
の
海
の乃　

松
こ
そ
し志
る留
へ
あ
ま
の
橋
た多
て	

新

３　

三
笠
山
手
向
ま
つ川
な
り利
松
か可
え
も　

終
に尓
ハ
か可
れ
ぬ
色
を遠
し志
る留
よ
り利	

菅

４　

を遠
ろ
か可
な那
る
我
こ
と
の
は盤
の能
色
そ
へ遍
ん　

ね祢
か可
ひ
ハ
い
つ
る留
ミ
つ
の
は者
ま満
松	

按

	

※
彰
…
お

５　

身
そ
独
り利
ふ
り利
残
り里
け个
る累
高
砂
の
松
も
子
も
た多
る留
た
め
し
有
世
に耳	

前

三
日　

名
所
浦　

84　

雑
の
4　

欠
…
御
製

１
◆
よ
る留
な奈
ミ
に
か可
た
へ
ハ
花
も
さ佐
く
ら羅
あ
さ
の能　

お
ふ
の乃
浦
な奈
し
身
こ
そ
お
い
ぬ
れ連	
新

	
※
伊
…
を

２　

時
を遠
え
て天
人
の乃
心
も
や屋
ハ
ら
く
や　

わ
り利
の乃
う
ら
波
お
さ
ま
れ
る累
世
に尓	

按

３
◆
わ
か可
の乃
う
ら
や
玉
ひ
ろ路
ふ
て
ふ
人
な奈
ミ
の　

名
を
ハ
か
け遣
ゝ
ん
跡
も
か可
ひ
な
し	

前

４　

ミ
く
ま満
の
ゝ
う
ら
の
は者
ま満
ゆ
ふ
そ
れ連
よ
り利
も　

猶
い
く
ら
へ
に丹
か可
世
を遠
ハ
い
の
ら
ん	

菅

５
◆
吹
風
の
し志
る留
へ
ハ
あ
れ連
と
こ
ゝ
ろ
と
や　

身
ハ
ま満
よ
ふ
ら
ん
わ
か可
の乃
う
ら
ふ
ね	

式
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八
日　

旅
行　

89　

雑
の
9　

欠
…
御
製

１　

都
出
し
名
残
を遠
お
も
ふ
く
る留
し
さ
よ　

野
山
の
道
も
か
ゝ
ら羅
ま
し
や
は盤	

按

２　

行
人
に耳
お
も
ふ
も
ゆ
か可
し
清
見
か可
た多　

関
ち
の
末
の能
ミ
お
の乃
ま
つ川
ハ
ら	

前

３　

友
な奈
ひ
て天
行
跡
う
つ
む
白
雲
も　

は者
な奈
れ
ハ
山
の
旅
や
う
か可
ら
ん	

菅

４　

く
る留
し
く
も
分
こ
し
跡
の乃
程
な奈
き
ハ　

い以
か可
に尓
さ
か可
し
き
山
路
な奈
る留
ら
ん	

新

５　

た多
か可
し志
た多
ふ
袖
と
は
な奈
し
に
を遠
く
れ
ぬ
や　

都
の乃
月
の
よ与
な奈

く
の能
影	

式

九
日　

旅
宿　

90　

雑
の
10　

欠
…
御
製

１　

行
末
を
い
そ
く具
と
し志
ら
ハ
枕
な奈
と　

か可
り利
ね祢
の
夢
を遠
か可
へ
す春
ふ
る留
さ
と登	

按

２　

都
出
て天
か可
り
ね祢
の乃
床
の
山
風
そ　

ま
た多
聞
な奈
れ
ぬ
袖
に尓
は者
け遣
し
き	

前

３　

心
あ
る
人
に耳
ま満
か可
す須
る累
旅
の
や
と　

い
つ
の乃
契
り利
の
行
ゑ衛
と
も
な奈
し	

菅

４　

明
や
ら
ぬ
あ
ら
し
の
枕
い以
か可
に尓
せ世
む　

夢
よ
り利
後
の
さ
夜
の乃
中
山	

新

５　

夢
の
ミ
や
お於
な奈
し
ミ
ち
行
か可
り利
枕　

あ
ま
た多
旅
ね
の乃
宿
ハ
か
ハ
れ
と	

式

六
日　

橋
雨　

87　

雑
の
7　

欠
…
御
製

１　

涙
の
ミ
か可
ま
つ
夜
の
雨
に
か可
た多
し
き
の能　

袖
い以
か可
は者
か可
り利
う
ち
の能
は者
し
ひ
め	

按

	

※
彰
・
伊
…
「
か
」
な
し

２　

川
橋
を
あ
ら
そ
ふ
聲
や
市
人
の　

か
さ
も毛
と
り利
あ
へ
ぬ
雨
の乃
帰
る留
さ	

前

３　

さ佐
そ
な那
人
も
み
ち
の
橋
の
過
か可
て
に尓　

く
る留
ゝ
け个
ふ
り利
の
秋
の
む
ら
雨	

菅

４
◆
雨
ハ
る留
ゝ
雲
の
か可
け
橋
末
絶
て　

入
日
の
山
を遠
わ
く
る
む
ら
さ
め免	

式※
高
・
伊
…
た
。
※
２
新
歟

５
◆
行
人
は盤
し志
は者
し
と
絶
え
て
音
す
る留
や　

い
た多
ゝ
の
橋
に尓
か可
ゝ
る流
む
ら
さ
め	

式

七
日　

渡
舟　

88　

雑
の
8　

欠
…
御
製

１
◆
こ古
ゝ
ろ
せ
よ与
ま
た多
明
や屋
ら
て
は者
や
き
せ
を遠　

ふ
ね年
漕
い
た多
す須
淀
の乃
川
長	

按

２
◆
思
ひ
を遠
く
る累
淀
の乃
渡
り里
の
明
ほ本
の乃
に尓　

浦
風
遠
き
舟
の農
ゆ
く
末	
前

３
◆
夜
や
ふ
か可
き
舟
よ
ふ
よ
と
の
川
岸
に　

こ
た多
ふ
る留
里
の乃
こ
ゑ
か可
す
か可
也	

菅

	

※
彰
・
伊
…
か
は
す

４
◆
渡
し
守
わ王
れ
に尓
こ
と
ゝ
へ
す春
み
た多
川　

な
に
お
ふ
鳥
も
ミ
や
こ
や
ハ
し
る留	

新

５
◆
鳥
の乃
名
に
な奈
こ
り利
を遠
と
め
て天
角
田
川　

こ
き
行
ふ
ね年
も
お
し
き
汀
を遠	

式
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十
二
日　

山
家
鳥　

93　

雑
の
13　

欠
…
御
製

１　

す春
む
も
今
山
の乃
か可
ひ
あ
る留
身
に尓
な奈
し
て　

し志
ら
ぬ
鳥
に尓
も
我
そ
馴
行	

菅

２
◆
た多
れ連
か可
き
く
軒
ハ
の能
山
の乃
松
の
風　

た多
ゆ
め免
ハ
鳥
の乃
声
の
さ
ひ
し
さ	

按

３　

す春
む
鳥
も
う
き
世
の
あ
ミ
を
の
か可
れ
き
て　

松
の
戸
ほ本
そ
の
友
と
な奈
る留
ら
し	

前

４
◆
山
里
ハ
な奈
に
ハ
か可
り利
な
る留
情
と
て　

ね祢
く
ら
の
鳥
の能
我
を遠
と
ふ
ら
む舞	

新

５　

す春
む
人
は盤
あ
り里
と
も
み
え
す春
柴
の乃
戸
に耳　

深
山
の乃
鳥
の能
ち
か可
く
鳴
こ
ゑ	

式

十
三
日　

田
家
煙　

94　

雑
の
14　

欠
…
御
製

１
◆
暮
か可
ゝ
る留
い
な奈
は者
の乃
雲
に
立
そ
ひ
ぬ　

小
田
の
庵
に耳
た多
つ
る累
け个
ふ
り利
は盤	

按

２
◆
な
る留
を
か可
や
田
つ徒
ら
は者
る留
か可
に
見
渡
せ
ハ　

葎
の乃
宿
そ
煙
さ
ひ
し
き	

前

３　

う
す
く
た多
つ川
田
中
の
庵
の能
夕
煙　

う
へ
に尓
色
こ
き
は者
る流
の乃
一
む
ら	

菅

４
◆
な
ひ
き
あ阿
ふ
い
な奈
は者
の乃
雲
も
色
く
れ
て　

煙
さ
ひ
し
き
小
田
の能
か可
り利
庵	

新

５
◆
も
る累
小
田
の乃
か可
り利
ほ本
に尓
た多
つ
る留
夕
け个
ふ
り利　

な奈
ひ
く
い
な奈
は者
の
雲
か可
あ阿
ら
ぬ
か可	

式

十
日　

旅
泊　

91　

雑
の
11　

欠
…
御
製

１　

塵
の
世
に耳
う
き
た多
る留
身
と
も
し志
ら
波
や　

舟
に尓
の
る留
夜
そ
お
と
ろ
か可
れ
ぬ
る留

２　

忘
ら
れ
す春
ひ
ゝ
き
の乃
な奈
た多
の
浦
風
も　

猶
う
し
ま満
と
に
舟
や
と
め
ま
し	

前

３　

む
し
あ
け遣
の
松
を遠
と
ま
り利
の
よ
る留
の能
夢　

風
を遠
そ
た多
の
む
波
の
枕
に尓	

菅

４　

よ
し
さ佐
ら
ハ
又
漕
出
ん
と
ま
り利
舟　

夜
る留
と
て
し志
は者
し
ね祢
ん
か可
た多
も
な奈
し	

新

５　

と
ま
り利
と
て
な奈
に
あ
ら
磯
の乃
波
枕　

ね祢
ら
れ連
ぬ
も
の
を
こ
き
や
出
ま
し	

式

十
一
日　

山
家
路　

92　

雑
の
12　

欠
…
御
製

１　

い以
か可
に尓
し
て
す春
む
へ遍
き起
山
の
奥
な奈
ら
ん　

こ古
け遣
た多
に
高
き
一
道
の乃
岩
木
を遠	
菅

２
◆
思
ひ
入
人
は盤
稀
な奈
る留
山
里
の乃　

道
こ
そ楚
た
ゆ
れ連
み
ち
し
有
世
は盤	

按

３　

山
ふ
か可
き
栖
の
ミ
ち
ハ
こ
け
の
は者
に　

ふ
む
跡
み
え
ぬ
岩
ね
ま
つ川
か可
け遣	

前

４
◆
人
か可
け遣
ハ
稀
に尓
も
み
え
ぬ
山
里
に尓　

残
る
は盤
い
つ津
の
道
の乃
一
す春
ち	

新

５
◆
山
里
は盤
三
か可
ひ
と
つ川
の乃
道
を
た多
に　

有
か可
な奈
き
か可
に
残
す
あ
ハ
れ
さ	

式
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十
六
日　

往
事
如
夢　

97　

雑
の
17　

欠
…
御
製

１　

は者
か可
な那
し
と
世
を
な奈
と
な奈
け
く
う
つ津
ゝ
を遠
も　

夢
の
う
ち
と
ハ
お
も
ひ
定
す須	

按

２　

ね祢
ぬ
に耳
ミ
る
夢
と
う
つ
り利
て
と
ま満
ら
ぬ
ハ　

い以
く具
年

く
の乃
春
秋
の
色	

前

３　

忍
ふ
へ遍
き起
我
世
の
こ
と
の能
な
き
身
妙　

夢
に耳
な奈
ら
て
も毛
何
を遠
う
ら
ミ
む	

菅

	

※
彰
・
伊
・
高
・
日
…
に
は

４　

夢
な奈
ら
ハ
又
も
ミ
る
へ
き
ふ
る留
こ
と
の　

猶
は者
か可
な奈
き
ハ
う
つ
ゝ
な
り利
け个
り利	

新

５　

移
り利
行
世
ハ
ま
ほ本
ろ
し
の
春
の乃
花　

小
蝶
の
夢
の乃
さ
め
ぬ
は者
か可
な那
さ	

式

十
七
日　

神
祇　

98　

雑
の
18　

欠
…
御
製

１　

い
つ
れ連
な奈
を越
ふ
か可
き
ち
か
ひ
そ
石
清
水　

み
も毛
す
そ
川
の乃
す春
ゑ
の
世
迄
も	

按

２　

末
遠
く
お
さ
ま満
れ連
と
て
や
八
万
代　

神
て
ふ
神
の乃
世
を
ま
も毛
る累
ら
ん	

前

	

※
彰
…
八
百
萬

３　

よ
ろ
こ
ひ
の
袖
返
し
え
ぬ
九
重
の　

神
も
こ
と
ハ
れ
君
も
し
る
へ遍
く	

菅

４　

小
塩
山
今
の
神
世
の乃
月
か可
け遣
ハ　

く
も
ら
ぬ
空
に耳
ま
つ川
か可
せ勢
そ
ふ
く	

新

５　

君
か可
代
ハ
更
に耳
さ
か可
へ
ん
三
笠
山　

峯
の乃
榊
葉
と
き
ハ
か可
き起
は者
に	

式

十
四
日　

独
述
懐　

95　

雑
の
15　

欠
…
御
製
・
邦
高
親
王

１
◆
と
も
す春
れ
ハ
世
を遠
う
ら
む
る留
そ
を遠
ろ
か可
な奈
る留　

我
身
ゆ
へ
と
ハ
お
も
ひ
は者
て
な那
て	

按

２　

位
山
お於
く
そ
ゆ
か可
し
き
絶

く
に尓　

分
の
ほ本
り利
け遣
ん
道
ハ
あ
る留
ら羅
し	

前

３
◆
う
き
事
の乃
数
を遠
ハ
し志
ら
て
い
ふ
人
よ与　

独
り利
か可
た多
へ
に尓
世
を遠
な奈
け
く
ら
む	

菅

４
◆
い
と
ふ
と
も毛
さ
ら
に尓
ハ
い
ハ
し
を遠
の乃
つ津
か可
ら　

数
な奈
ら
ぬ
身
を遠
よ
の能
外
に尓
し
て	

新

十
五
日　

老
後
懐
旧　

96　

雑
の
16　

欠
…
御
製

１　

い以
く具
た多
ひ
か可
思
ひ
出
ら
ん
老
の
波　

立
も
か可
つ
ら
て
過
し
む
か可
し
を	

按

２　

其
こ
と
ゝ
思
ひ
わ王
か可
す須
も
忍
ふ
こ
そ　

老
の乃
ね
覚
の
む
か可
し
な
り利
け个
れ	
前

※
彰
・
伊
…
思
ひ
て
も
な奈

能の
身
の
む
か可
し
歎
き
つ
　ゝ

老
の
末
に
と
侍
も
は者

可
奈

か
な
し　
　

菅

３　

程
も
な奈
き起
身
の乃
い
に尓
し
へ遍
を遠
思
ふ
に尓
も毛　

老
ハ
か可
な奈
し
き
行
末
の
そ
ら	

新

４　

を
ろ
か可
に
て天
さ
す
ら
ひ
に尓
し
年
月
を遠　

思
ひ
出
る留
も
老
そ
か可
な那
し
き	

式
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十
八
日　

尺
教　

99　

雑
の
19

１　

こ
ゝ
ろ
な
と
猶
ま満
よ
ふ
ら
ん
ふ
た多
つ
な奈
く　

三
な奈
き起
法
の乃
道
と
き
く
に尓
も毛	

按

２
◆
し志
る留
へ
せ世
し
雪
の乃
山
人
な
か可
り利
せ
ハ　

ふ
か可
き
を
し
へ
の農
世
に耳
残
ら
め
や	

前

３
◆
さ
き
の乃
世
に
を
く
れ
を
こ
そ
な奈
け遣
く
な奈
れ　

後
の
佛
の
数
に尓
も
れ
め
や	

菅

４
◆
さ佐
と
り利
て
は盤
佛
も
な奈
し
と
思
ふ
こ
そ　

と
き起
を遠
く
法
の乃
力
な
り利
け个
れ禮	

新

５
◆
た
の
も毛
し
な奈
此
世
に耳
む
ま
れ
あ阿
ふ
事
の乃　

や
か可
て
仏
に尓
ち
か可
き起
を遠
し
へ
ハ	

式

十
九
日　

祝
言　

100　

雑
の
20

１　

か
し
こ
く
も毛
お
さ
め
し
る留
代
の
行
末
も　

と
ふ
に尓
ま満
さ
し
き
う
ら
や
す
の
國	
按

２　

君
か可
代
ハ
大
う
ち
山
の乃
姫
小
松　

い以
く具
十
か可
へ
り利
の乃
花
に尓
ち地
き
ら
ん	

前

３　

こ古
ん
春
を遠
い
そ
く
も
さ佐
そ
な那
君
か可
光　

た多
か可
き
さ佐
く
ら
に
ま
つ
そ
あ
ふ
ら
ん	

菅

※
彰
・
伊
…
す
む
。
※
２
高
…
御
。
内
…
ミ
カ

４　

天
に耳
ま満
も毛
り利
こ
ゝ
に
お
さ
め
て
神
と
君　

一
ミ
ち
に尓
や
世
を
め
く
む
ら
ん	

新

	

※
内
…
一
ツ

５　

百
敷
に尓
ま満
す春
み
の
か可
ゝ
み見
く
も
り利
な奈
き起　

君
か可
み
か可
け
を遠
さ佐
そ
ま
も
る留
ら
ん	

式

　

元
和
第
六　

三
月
日　
　
　
　

書
之　
※
こ
の
末
尾
記
載
は
、
高
・
日
に
も
あ
る
が
、
彰
・
伊
な
し
。



─ 46 ─

六　

永
正
十
六
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
翻
刻

　

永
正
十
六
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌

　
　
　

─
宮
内
庁
書
陵
部
書
陵
部
所
蔵
「
御
着
到
部
類
」（
五
〇
一
─
七
九
七
）
当
該
部
分
の
翻
刻
─

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
御
着
到
部
類
」
の
五
番
目
（
画
像
83
コ
マ
目
か
ら
95
コ
マ
目
）
が
永
正
十
六
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
で
あ
る
。
た
だ
し
、

下
冷
泉
為
孝
の
一
句
と
「
夏
冬
」
の
四
月
四
日
（
三
十
一
日
目
）
首
夏
か
ら
五
月
三
日
（
六
十
日
目
）
都
鄙
歳
暮
ま
で
の
三
〇
日
間
分
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
を
底
本
と
し

て
翻
刻
し
た
。
こ
の
着
到
和
歌
は
後
柏
原
天
皇
を
含
め
十
人
の
詠
者
に
よ
る
も
の
で
、
後
柏
原
天
皇
の
最
後
の
も
の
で
あ
る
。
歌
題
は
「
春
秋
」
三
〇
首
、「
夏
冬
」
三
〇

首
、「
恋
雑
」
四
〇
首
の
構
成
で
、
文
永
八
年
六
月
一
日
宗
尊
親
王
主
催
歌
合
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
確
認
で
き
て
い
る
原
本
は
、
①
四
月
十
九
日
雪
中
興

遊
、
②
四
月
二
十
日
五
月
雨
晴
、
③
四
月
二
十
一
日
千
鳥
暁
鳴
、
④
四
月
二
十
二
日
照
射
で
あ
る
。

こ
の
書
陵
部
蔵
「
御
着
到
部
類
」
以
外
の
写
本
は
、
①
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
高
松
宮
家
伝
来
禁
裏
本
「
禁
裏
御
著
到
和
歌
」、
②
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
「
日
次
歌

集
」、
③
宮
城
県
図
書
館
伊
達
文
庫
「
近
代
著
到
和
歌
」、
④
水
府
明
徳
会
水
戸
彰
考
館
本
「
近
代
著
到
（
近
代
著
到
和
歌
）」
の
四
本
で
あ
る
。
翻
刻
に
お
け
る
注
（
※
）

で
の
略
称
は
、
①
…
高
、
②
…
日
、
③
…
伊
と
す
る
。

底
本
は
四
月
九
日
秋
の
二
か
ら
五
月
二
十
一
日
恋
の
七
ま
で
の
四
十
一
日
分
が
欠
落
し
て
い
る
が
、
①
か
ら
③
の
他
本
も
同
様
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
親
本
は

同
一
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。

（
凡
例
）

（
１
）
月
日
（
或
い
は
日
付
）・
歌
題
の
下
に
、
起
日
三
月
三
日
か
ら
の
日
数
を
記
し
、
さ
ら
に
春
秋
・
夏
冬
・
戀
雑
の
各
部
で
の
順
を
記
し
た
。
例
え
ば
、
四
月
「
十
五
日　

雪
朝
遠
樹　

42

　

夏
冬
の
12
」
は
、
42
日
目
で
夏
冬
の
部
で
は
12
番
目
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

（
２
）
各
日
（
各
歌
題
）
に
十
人
・
十
首
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
和
歌
の
頭
に
先
頭
か
ら
順
に
算
用
数
字
で
そ
の
順
番
を
記
し
た
。
底
本
で
は
、
例
え
ば
四
月
二
十
四
日
鵜
河
蛍
（
夏
冬
の
21
）

の
場
合
、
本
来
十
首
あ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
八
首
し
か
な
い
。
こ
の
場
合
、
欠
落
し
て
い
る
詠
者
を
欠
と
し
て
そ
の
名
を
記
し
た
。

（
３
）
上
の
句
と
下
の
句
の
間
を
一
文
字
分
空
け
て
一
行
に
記
し
、
最
後
に
詠
者
を
記
し
た
。
詠
者
は
底
本
の
記
載
通
り
に
し
た
。
ま
た
、
平
仮
名
の
字
母
は
、
右
側
に
小
さ
く
そ
れ
を
記
し
た
。

（
４
）
網
掛
け
を
施
し
た
部
分
は
、
※
の
後
に
注
記
し
た
。
※
の
あ
と
に
略
称
が
な
い
も
の
は
、
こ
の
書
陵
部
蔵
「
御
着
到
部
類
」
に
つ
い
て
の
注
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
※
お
歟
」
の
場
合

は
、
網
掛
け
の
字
の
右
側
に
記
さ
れ
て
い
る
注
書
き
で
あ
る
。「
※
日
…
」
の
場
合
は
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
「
日
次
歌
集
」
で
は
異
な
っ
た
記
載
で
あ
る
。
原
本
と
照
合
し
た
場
合

は
、「
※
原
…
」
と
し
た
。

（
５
）
後
柏
原
天
皇
の
詠
歌
は
、『
列
聖
全
集
』
御
製
集
六
「
御
百
首
部
類
」
の
七
番
目
に
「
御
百
首
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
底
本
と
対
照
し
て
異
な
り
が
あ
れ
ば
、「
※
列
…
」
と
し

て
注
記
し
た
。

（
６
）
貞
敦
親
王
の
詠
歌
は
、『
私
家
集
大
成
７
中
世
Ⅴ
上
』
に
101
か
ら
200
ま
で
（
伏
見
五
一
〇
）
と
233
か
ら
341
ま
で
（
伏
見
五
二
八
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
詠
者
名
（
例
え
ば

敦
）
に
続
け
て
、『
私
家
集
大
成
７
中
世
Ⅴ
上
』
の
番
号
を
記
し
、
底
本
と
対
照
し
て
異
な
り
が
あ
れ
ば
、「
※
私
（
番
号
）
…
」
と
し
て
注
記
し
た
。

（
７
）
三
条
西
公
條
の
詠
歌
は
、『
私
家
集
大
成
７
中
世
Ⅴ
上
』
の
「
称
名
院
家
集
」
に
右
肩
に
「
御
着
─
」
と
注
記
さ
れ
一
部
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
場
合
は
、「
公
條
」
あ

る
い
は
「
條
」
の
下
に
「
称
名
院
家
集
」
の
歌
番
号
を
記
し
た
。
ま
た
、
底
本
と
対
照
し
て
異
な
り
が
あ
れ
ば
、「
※
称
…
」
と
し
て
注
記
し
た
。

（
８
）
底
本
は
夏
冬
の
部
の
三
〇
日
分
で
あ
る
が
、（
５
）
〜
（
７
）
の
刊
本
の
情
報
を
反
映
さ
せ
て
、
可
能
な
限
り
永
正
十
六
年
三
月
三
日
起
日
後
柏
原
天
皇
主
催
着
到
和
歌
の
全
貌
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
努
め
た
。
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九
日　

水
郷
柳　

7　

春
・
秋
の
7

に
ご
る
名
も
な
に
か
た
つ
田
の
河
水
は　

み
ど
り
に
ふ
か
き
青
柳
の
か
げ	

御
製

橋
姫
の
こ
れ
や
か
さ
し
の
玉
柳　

面
か
け
匂
ふ
う
ち
の
河
か
せ	

貞
敦　
二
四
三

十
日　

故
郷
萩　

8　

春
・
秋
の
8

秋
萩
の
ふ
る
枝
ば
か
り
ぞ
ふ
る
さ
と
の　

草
木
が
な
か
の
花
に
の
こ
ら
む	

御
製

真
萩
原
う
つ
ろ
ひ
か
は
る
花
の
色
を　

秋
に
こ
と
は
る
露
の
ふ
る
郷	

貞
敦　
二
四
七

十
一
日　

渓
蕨　

9　

春
・
秋
の
9

山
づ
と
と
こ
の
頃
た
れ
に
こ
こ
ろ
ざ
し　

深
き
谷
に
も
わ
ら
び
折
る
ら
む	

御
製

谷
陰
は
去
年
の
木
の
は
の
下
蕨　

も
え
て
や
ひ
と
り
春
を
し
る
ら
ん	

貞
敦　
二
四
八

十
二
日　

砌
蘭　

10　

春
・
秋
の
10

い
か
に
し
て
芝
の
砌
の
ふ
ぢ
ば
か
ま　

ぬ
し
と
な
る
名
を
わ
れ
に
残
さ
む	

御
製

藤
は
か
ま
ぬ
き
す
て
お
き
し
人
香
を
も　

し
ら
せ
て
匂
ふ
庭
と
な
り
せ
は	

貞
敦　
二
五
一

十
三
日　

春
月　

11　

春
・
秋
の
11

あ
け
ぼ
の
の
春
と
や
し
た
ふ
人
な
ら
ぬ　

霞
の
そ
で
も
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
そ
ら	

御
製

み
す
も
あ
ら
ぬ
月
を
霞
に
か
こ
ち
て
も　

又
み
し
か
夜
の
春
の
一
時	

貞
敦　
二
五
三

十
四
日　

秋
霧　

12　

春
・
秋
の
12

そ
こ
た
な
く
う
き
た
つ
霧
の
朝
じ
め
り　

身
に
し
む
物
の
袖
に
お
ぼ
え
て	

御
製

暮
ゆ
く
と
空
に
は
み
せ
て
残
る
日
や　

霧
の
う
ち
な
る
野
山
な
る
ら
ん	

貞
敦　
二
五
四

三
月
三
日　

歳
中
立
春　

1　

春
・
秋
の
1

冬
の
日
の
す
ゑ
の
ま
つ
山
年
こ
え
て　

お
も
へ
ば
か
へ
る
波
の
ま
も
な
し	

御
製

春
は
今
二
か
み
山
の
み
ね
の
雪　

ま
た
ふ
る
と
し
を
霞
へ
た
ゝ
て	

貞
敦　
二
三
三

四
日　

六
月
立
秋　

2　

春
・
秋
の
2

夕
す
ず
み
風
さ
や
か
に
て
水
無
月
の　

ひ
か
り
な
が
ら
に
秋
や
た
つ
ら
む	

御
製

み
な
月
の
て
る
日
涼
し
く
か
け
ろ
ひ
て　

か
た
へ
秋
た
つ
雲
の
か
よ
ひ
ち	

貞
敦　
二
三
四

五
日　

霞
遠
山
衣　

3　

春
・
秋
の
3

山
は
今
朝
か
す
み
の
こ
ろ
も
春
や
と
き　

花
や
お
そ
き
と
に
ほ
ふ
色
か
な	

御
製

を
ち
こ
ち
の
山
の
緑
に
染
め
わ
け
て　

に
ほ
ふ
霞
や
春
の
こ
ろ
も
て	

貞
敦　
二
三
五

六
日　

霧
織
女
帳　

4　

春
・
秋
の
4

ほ
し
あ
ひ
の
夜
や
明
く
る
ま
も
久
方
の　

天
の
戸
ば
か
り
霧
に
と
ぢ
め
て	

御
製

あ
く
る
夜
を
た
ち
や
へ
た
て
ん
天
河　

霧
を
と
は
り
の
あ
ふ
せ
な
り
せ
は	
貞
敦　
二
三
七

七
日　

梅
香
留
袖　

5　

春
・
秋
の
5

梅
が
香
は
く
ら
ぶ
の
山
も
た
ど
ら
じ
を　

袖
に
ぞ
花
の
や
ど
り
と
り
け
る	

御
製

花
な
か
ら
袖
の
中
な
る
梅
か
ゝ
や　

風
の
さ
そ
は
ぬ
匂
ひ
な
り
け
り	

貞
敦　
二
三
九

八
日　

荻
音
近
枕　

6　

春
・
秋
の
6

小
夜
ま
く
ら
風
吹
か
で
し
も
荻
の
葉
は　

音
す
る
も
の
か
し
づ
か
な
る
空	

御
製

ね
や
近
き
荻
の
葉
風
や
よ
も
す
か
ら　

秋
の
つ
ら
さ
を
つ
け
の
を
枕	

貞
敦　
二
四
一
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二
十
一
日　

花
盛　

19　

春
・
秋
の
19

あ
ぢ
き
な
く
今
日
の
さ
か
り
に
思
ふ
ぞ
よ　

花
の
う
へ
な
る
露
の
世
の
中	

御
製

さ
く
と
み
し
梢
や
い
そ
く
雲
霞　

花
の
外
に
は
み
る
山
も
な
し	

貞
敦　
二
六
八
合
点
な
し

二
十
二
日　

明
月　

20　

春
・
秋
の
20

わ
き
て
見
む
月
も
み
ち
ぬ
る
そ
ら
を
こ
そ　

き
ず
な
き
玉
の
光
な
り
け
れ	

御
製

明
石
か
た
う
ら
は
の
秋
に
よ
る
浪
の　

こ
ゝ
ろ
に
う
へ
こ
す
月
や
み
さ
ら
む	

貞
敦　
二
六
九

二
十
三
日　

落
花　

21　

春
・
秋
の
21

花
に
こ
し
布
留
の
中
道
ち
る
ま
で
を　

見
ず
ば
と
こ
れ
も
物
お
も
ふ
ら
む	

御
製

い
つ
く
に
か
あ
り
か
さ
た
め
て
つ
も
ら
ま
し　

風
の
上
な
る
花
の
し
ら
雪	

貞
敦　
二
七
一

二
十
四
日　

残
月　

22　

春
・
秋
の
22

の
ぼ
る
日
は
は
や
影
た
か
き
空
の
月　

雲
路
や
か
は
る
ゆ
く
と
し
も
な
き	

御
製

入
山
を
月
も
名
残
や
お
も
ふ
ら
ん　

光
お
さ
ま
る
あ
け
か
た
の
空	

貞
敦　
二
七
三

二
十
五
日　

連
日
苗
代　

23　

春
・
秋
の
23

な
は
し
ろ
に
春
の
日
数
を
つ
む
よ
り
ぞ　

稲
葉
か
る
手
の
秋
も
し
ら
る
る	

御
製

引
し
め
の
な
か
き
日
か
け
て
け
ふ
も
又　

つ
く
る
田
面
や
春
の
な
わ
し
ろ	

貞
敦　
二
七
五

二
十
六
日　

隔
夜
擣
衣　

24　

春
・
秋
の
24

う
ち
た
ゆ
む
ひ
ま
も
あ
り
け
り
蜑
衣
ぬ
る
夜
は　

夢
の
み
る
め
か
る
ら
む	

御
製

さ
ち

く
に
た
え
ま
か
ち
に
も
う
つ
こ
ろ
も　

夜
寒
の
袖
や
い
た
り
い
た
ら
ぬ	

貞
敦　
二
七
八

十
五
日　

春
曙　

13　

春
・
秋
の
13

あ
け
ぼ
の
の
春
と
や
し
た
ふ
人
な
ら
ぬ　

霞
の
そ
で
も
き
ぬ
ぎ
ぬ
の
そ
ら	

御
製

む
ら

く
に
山
き
は
み
え
て
鳥
の
音
も　

霞
を
い
つ
る
春
の
あ
け
ほ
の	

貞
敦　
二
五
六

十
六
日　

秋
夕　

14　

春
・
秋
の
14

花
な
ら
ぬ
千
ぐ
さ
に
も
の
を
思
は
せ
て　

袖
に
い
ろ
こ
き
秋
の
ゆ
ふ
つ
ゆ	

御
製

夕
暮
は
露
の
ほ
か
な
る
袖
も
な
し　

我
身
に
か
き
る
秋
な
ら
ね
と
も	

貞
敦　
二
五
八

露
と
だ
に
お
き
て
や
色
に
出
で
ぬ
べ
き　

心
の
そ
こ
の
秋
の
夕
ぐ
れ	

公
條　
六
一
四

十
七
日　

春
風　

15　

春
・
秋
の
15

秋
の
こ
ゑ
に
吹
き
か
へ
む
程
も
目
の
ま
へ
の　

若
葉
に
な
び
く
枝
の
春
風	

御
製

天
津
雲
か
す
み
を
か
さ
な
る
空
を
分
か
ね
て　

風
も
春
に
や
や
と
り
と
る
ら
ん	

貞
敦　
二
五
九

十
八
日　

秋
雨　

16　

春
・
秋
の
16

散
り
そ
め
し
一
葉
も
日
日
に
つ
も
り
そ
ふ　

庭
に
さ
び
し
き
雨
の
音
か
な	

御
製

夕
日
影
雲
吹
か
せ
も
う
つ
り
あ
へ
す　

山
本
は
る
ゝ
秋
の
む
ら
雨	
貞
敦　
二
六
二

十
九
日　

初
花　

17　

春
・
秋
の
17

な
べ
て
世
に
ま
た
れ
て
と
く
る
花
の
紐　

わ
れ
な
ら
で
と
は
何
か
思
ひ
し	

御
製

さ
き
に
け
り
ま
た
れ
て
い
と
ゝ
長
日
も　

か
き
り
あ
り
け
る
春
の
初
花	

貞
敦　
二
六
四
合
点
な
し

二
十
日　

新
月　

18　

春
・
秋
の
18

か
た
ぶ
く
を
を
し
む
空
か
は
夕
暮
の　

月
は
ゆ
く
ゆ
く
ひ
か
り
そ
ひ
つ
つ	

御
製

ほ
の
か
な
る
夕
の
影
も
秋
き
ぬ
と　

お
も
ふ
に
月
の
色
や
そ
ふ
ら
む	

貞
敦　
二
六
六
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今
も毛
な奈
を越
み見
そ
き
ハ
さ
ら
に
せ
た多
え
な奈
き起　

み
た多
ら
し
河
の
せ世
ゝ
の能
面
影	

孝

二
十
七
日　

橋
邊
藤　

25　

春
・
秋
の
25

花
も
を
し
谷
の
い
た
ば
し
い
た
づ
ら
に　

苔
の
み
だ
れ
て
か
か
る
藤
な
み	

御
製

山
河
や
岸
の
う
き
橋
春
は
又　

藤
さ
く
花
の
浪
の
む
も
れ
木	

貞
敦　
二
八
〇

二
十
八
日　

澤
畔
菊　

26　

春
・
秋
の
26

に
ほ
る
な
り
嵯
峨
野
の
あ
き
の
い
ろ
い
ろ
も　

菊
ひ
と
も
と
の
大
澤
の
池	

御
製

さ
く
草
の
一
も
と
ゆ
へ
に
匂
ふ
な
る　

沢
の
小
草
も
水
の
秋
風	

貞
敦　
二
八
一

二
十
九
日　

岸
款
冬　

27　

春
・
秋
の
27

川
風
に
よ
り
く
る
波
の
お
の
づ
か
ら　

折
り
て
や
か
へ
る
岸
の
や
ま
ぶ
き	

御
製

い
は
ぬ
色
の
花
に
は
さ
け
と
岸
か
け
の　

蛙
や
こ
ゑ
に
井
手
の
山
吹	

貞
敦　
二
八
四

四
月
一
日　

嶺
紅
葉　

28　

春
・
秋
の
28

嶺
た
か
み
松
よ
り
お
く
の
薄
紅
葉　

そ
め
つ
く
さ
ぬ
も
ふ
か
き
い
ろ
か
な	

御
製

く
も
る
を
も
し
く
る
と
み
れ
は
初
瀬
山　

桧
原
に
ふ
か
き
嶺
の
紅
葉
ゝ	
貞
敦　
二
八
六

二
日　

暮
春
鶯　

29　

春
・
秋
の
29

う
ぐ
ひ
す
の
涙
よ
い
か
に
雪
の
中
の　

春
は
き
の
ふ
の
今
日
の
わ
か
れ
に	

御
製

古
巣
出
て
な
く
音
に
つ
け
し
春
を
又　

友
な
ひ
ゆ
く
か
谷
の
う
く
ひ
す	

貞
敦　
二
八
八

三
日　

晩
秋
鹿　

30　

春
・
秋
の
30

こ
の
夕
し
ら
ず
は
る
け
き
鹿
の
音
は　

秋
を
い
づ
く
に
お
く
り
て
か
鳴
く	

御
製

秋
よ
い
か
に
い
つ
く
の
山
路
か
へ
る
ら
ん　

鹿
は
た
ち
と
を
声
に
聞
に
も	

貞
敦　
二
九
〇

以
降
三
十
日
分
は
宮
内
庁
書
陵
部
「
御
着
到
部
類
」（
83
コ
マ
〜
95
コ
マ
）
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五
日　

初
冬　

32　

夏
・
冬
の
2

１　

は者
け遣
し
さ
を越
今
朝
そ
都
に
聞
き
そ
め
し　

嵐
の
つ徒
て
に尓
冬
や
き
ぬ
ら
ん	

知
仁

２　

山
ふ婦
か可
く
す
む
や
い
か可
な那
る
冬
き
て
は盤　

都
の乃
空
も
嶺
の
あ
ら
し
に	

親

３　

吹
か可
ハ
る留
程
ハ
嵐
の乃
風
の
ま
に　

空
さ
む
け遣
な那
る
冬
ハ
木
に尓
け个
り利	

房

４　

秌
の
ミ
か
今
朝
も
に尓
し
こ
そ楚
嵐
山　

は者
け遣
し
き
音
の乃
冬
を遠
告
ら
ん

５　

露
の
ま
に
む
す春
ひ
や
か可
ふ
る留
冬
の
く
る流　

あ阿
し
た多
の
原
の
霜
の能
し
た
草	

敦　
一
三
二
・
二
九
四

６　

あ
ら
ハ
な那
る
今
朝
の
時
雨
よ
生
駒
山　

冬
た多
つ川
空
ハ
雲
も
か
く
さ
て	

宣

７　

花
紅
葉
め
て
し
も毛
は者
て
ハ
木
枯
の乃　

身
に
し
む
外
に尓
色
や
な奈
か可
ら
む	

孝

８　

秋
に尓
ま
ほ本
い
つ
れ連
し志
ほ本
れ連
し
草
木
と
も　

と
ハ
ゝ
や
今
朝
の
嵐
ふ
く
空	

條　
八
〇
〇

※
伊
…
つ
歟
。
日
…
つ
。
称
…
づ

９　

か可
へ
り
つ津
る留
秋
に尓
夕
の
雲
も
又　

山
路
時
雨
て天
今
朝
や
来
ぬ
ら
ん	

綱

10　

一
と
せ世
に尓
秋
を遠
長
月
と
た多
の
め
し
も　

た堂
ゝ
か可
り利
初
の乃
冬
ハ
き
に
け个
り利	

和

四
日　

首
夏　

31　

夏
・
冬
の
1

１　

夏
衣
た
つ
こ古
と
や
す
き
け
ふ
に尓
あ
ひ
て天　

昨
日
の
花
の
陰
や
置
ら
ん

２　

け気
ふ
と
て
も
春
の
名
残
ハ
う
す
か可
ら
ぬ　

心
に尓
か
は者
る留
な奈
つ川
こ
ろ
も
か可
な奈	

知
仁

３　

風
か可
ろ
き
袂
も
涼
し
夏
こ
ろ
も　

春
の乃
色
に
ハ
お
も
ひ
か可
へ
ね祢
と登	

貞
敦　
一
三
一
・
二
九
二

４　

あ
た多
に
ミ
し
花
に尓
置
つ徒
る留
こ
ゝ
ろ
を遠
ハ　

い
か可
て
わ
か可
葉
の能
露
の
山
風	

親

５　

昨
日
か可
の能
花
の
梢
の
名
残
と登
て　

風
ま
た多
匂
ふ
夏
木
た多
ち
か可
な奈	

秀
房

６　

を
く
露
も
色
の
千
種
に尓
み
し
か可
け遣
の　

う
つ
ろ路
ひ
ハ
て
ゝ
夏
ハ
き
に
け个
り利	

宣

７　

時
ハ
今
ハ
わ
か
葉
を遠
花
と
み
る留
に
た多
に　

猶
山
風
の
忘
れ
ぬ
ハ
う
し	

孝

８　

し志
け
る
も
や
程
な奈
か可
る留
ら
ん
木
々
の
色　

う
つ
ろ
ひ
や
す春
き起
花
の
跡
と
て	

公
條　
二
七
五

９　

花
そ
め
を
し志
た多
ふ
の
ミ
か可
ハ　

朝
ほ本
ら
け
霞
の
神
も
立
わ
か可
れ
つ津
ゝ	

雅
綱

10　

お
ほ本
つ
か可
な那
一
夜
の乃
へ
た多
て
い
つ
の
ま
に　

か
こ
と
か可
ま満
し
き
衣
か可
へ
か可
な奈	
為
和
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七
日　

時
雨　

34　

夏
・
冬
の
4

１　

出
や屋
ら
ぬ
月
ま
つ
程
の乃
山
の能
は者
に　

夕
ゐ
る留
雲
も
ま
た多
し
く
れ
つ津
ゝ	

仁

２　

お
と
ろ
き
し
夢
そ
ま
ゝ
と
の能
さ
夜
時
雨　

音
は盤
枕
に尓
さ佐
た多
め
な奈
く
て
も	

親

３　

天
地
と
わ
か可
れ
し
よ
り利
の能
神
無
月　

な
と
さ佐
た多
め
な那
く
時
雨
ふ婦
る留
ら
む	

房

４　

山
風
の乃
雲
吹
を遠
く
る留
跡
に尓
ま
た多　

ふ布
る留
や
い
つ
く具
の能
時
雨
な
る留
ら
ん	

敦　
一
三
四
・
二
九
八

５　

い
つ
と登
な奈
く
は盤
山
の乃
雲
も
色
か可
へ
て天　

し志
く
る留
ゝ
比
の乃
風
の
ハ
け遣
し
さ	

宣

６　

残
る
日
の
か可
け
時
雨
ゆ
く
村
雲
に耳　

を遠
の
れ連
ま満
か可
へ
る留
夕
鴉
か可
な那	

孝

７　

吹
ハ
ら
ふ婦
空
と
ハ
み
え衣
す須
う
き
雲
を遠　

風
の
う
へ
な
る留
村
時
雨
か可
な奈	

條　
八
〇
〇

８　

ほ本
し
侘
ぬ
日
影
を遠
袖
に尓
や屋
と
し
て
も毛　

幾
度
く
も
る留
時
雨
な奈
る留
ら
ん	

綱

９　

一
と
を
り利
雲
を遠
あ
ら
し
に
光
立
て天　

月
影
を遠
く
る留
む
ら
時
雨
か可
な那	

和

10　

世
に耳
ふ
る留
も
あ阿
る留
に
ま
か可
せ
よ与
雲
に
つ
れ連　

風
に尓
た多
く
ひ
て
ゆ
く
時
雨
哉

六
日　

卯
花　

33　

夏
・
冬
の
3

１　

山
か可
つ川
の乃
垣
ね
の
う
ち
ハ
月
雪
も　

色
な奈
き起
物
に尓
さ
け
る留
卯
の
は者
な那	

親

２　

ふ婦
ミ
分
し
た多
ゝ
雪
な奈
れ
や
道
ほ本
そ
き　

垣
ね
つ
た多
ひ
に尓
さ
け遣
る留
卯
花	

秀

３　

月
雪
の能
色
を遠
と
ゝ
む
る留
卯
花
ハ　

夏
さ
く
花
と
い
か可
て
見
て天
ま満
し	

仁

４　

卯
花
の乃
色
を遠
も
梅
の
匂
ひ
に尓
て　

こ
の能
し
た多
や
ミ
を遠
あ
や
な奈
く
や
ミ
む

５　

卯
は者
な奈
を
雪
と登
み
る留
に尓
も
時
し志
ら
ぬ　

賎
か可
垣
ね
そ
よ
そ
に
か可
く
れ
ぬ	

敦　
一
三
三
・
二
九
六

６　

夕
よ
り利
か可
け
み
え衣
そ
め免
て天
有
明
の　

残
る
も
い以
か可
に
庭
の
卯
の
花	

宣

７　

さ
き
藤
を遠
夢
と
ハ
な奈
れ
て亭
ミ
る留
に
猶　

世
を遠
卯
花
の乃
色
や
そ
ふ
ら
ん	

孝

８　

ひ
か可
り利
あ阿
り利
と
先
め
に
と
ま満
る留
卯
花
の　

は者
な那
の能
さ
か可
り利
や
明
ほ本
の
ゝ
空	

條　
二
九
〇

９　

山
か可
つ川
の
身
を遠
う
つ徒
木
か可
き
さ佐
く
比
ハ　

い以
と
は者
ぬ
雪
を遠
垣
ね
に尓
や
ミ
る留	
綱

10　

こ
れ
や
こ古
の乃
ひ
む
ろ
も
る留
て
ふ
山
陰
や　

柴
折
か可
こ
ふ
雪
の
卯
花	

和
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九
日　

落
葉　

36　

夏
・
冬
の
6

１　

吹
過
る留
あ
ら
し
の
跡
の乃
枝
よ
り利
も　

こ古
ゝ
ろ
と
あ
た多
に
散
も
み
ち
か可
な奈	

敦　
一
三
六
・
三
〇
二

２　

こ古
の乃
こ
ろ
ハ
つ
き
ぬ
木
の能
は者
の能
色
も
ミ
つ　

野
風
山
風
ふ
く
に尓
ま満
か可
せ
て天	

宣

３　

ふ布
り利
し志
く具
ハ
木
葉
も
お
な奈
し
跡
な奈
か可
ら　

つ
も
ら
ん
雪
の能
末
を
し
そ
思
ふ	

孝

４　

木
葉
散
あ
ら
し
の
末
ハ
山
水
も　

こ
ゝ
に
お
ち
く
る流
さ
夜
の乃
手
ま満
く
ら	

條　
八
二
四

５　

染
つ徒
く
す須
色
よ
り
も
ろ
く
散
ハ
て
　ゝ

う
す
き
梢
そ
秋
を
残
せ世
る流	

綱

６　

木
葉
先
つ
も毛
り利
ハ
て
ゝ
は盤
山
陰
に尓　

雪
を
や
枩
の
風
も
吹
ら
む	

秀

７　

落
つ徒
も毛
る
庭
の乃
木
葉
に尓
跡
つ
け遣
て　

ふ
き
ま満
く
風
の
音
伝
も
う
し	

和

８　

散
そ
ひ
て天
霜
に尓
朽
ゆ
く
色
を遠
み
よ　

思
へ
ハ
秌
の乃
木
葉
と
も
な奈
き	

仁

９　

た多
か可
袖
か可
色
に
み
え
て
も毛
山
風
の乃　

ゆ
く
て
に
ハ
ら
ふ婦
木
葉
な奈
か可
ら
む	

親

10　

木
枯
や
ね祢
た多
ま満
し
か可
ほ本
に尓
踏
分
る　

跡
を
も
み
せ世
ぬ
庭
の乃
も
み
ち
は者

八
日　

廬
橘　

35　

夏
・
冬
の
5

１　

昔
を遠
も
わ王
す
る留
ゝ
草
の能
ふ布
る留
さ
と
に　

花
た多
ち
は者
な奈
そ
匂
ひ
ゆ
か可
し
き	

房

２　

人
は盤
い
さ
わ王
れ
ハ
昔
も
見
す
し志
ら
ぬ　

花
橘
に尓
誰
を遠
し
の
は者
む舞	

仁

３　

さ
夜
枕
ミ
る流
夢
な奈
ら
て
う
ゝ
に
も　

帰
る留
や
昔
匂
ふ
た多
ち
は者
な那	

敦　
一
三
五
・
三
〇
一

４　

た多
ち
か可
へ
り利
又
も
と登
へ
と
や
を
く
る留
ら
む　

夕
風
は王
た多
る留
宿
の
た多
ち
花	

宣

５　

橘
の乃
花
さ
く
軒
の
夕
風
に耳　

お
も
ひ
く
ら
へ遍
ん
袖
の
香
も
か可
な那	

孝

６　

か可
り利
に
す春
む
宿
と
ハ
い
ハ
し
橘
の　

む
か可
し
に
に尓
ほ本
ふ
香
を遠
し志
る留
へ
に尓
て	

條　
三
六
六

７　

見
し
夢
の
昔
は盤
帰
る留
手
枕
に耳　

の
こ
り利
て
匂
ふ
軒
の農
た多
ち
は者
な奈	

綱

８　

か
く
は者
か可
り利
む
か可
し
を
お
も
ふ
た多
ち
は者
な那
に尓　

今
を越
も
人
の
ま
た多
や
し志
た多
ハ
ん	

和

９　

な
に尓
こ
と
を
忍
ふ
に尓
も
あ
ら
て
橘
の乃　

か可
こ
と
に
に尓
た多
る留
身
の能
む
か可
し
か可
な那	

親

10　

露
け个
し
な那
花
こ
そ楚
宿
の乃
妻
と
の能
ミ　

な奈
か可
め免
侘
ぬ
る留
軒
の
た多
ち
花
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十
一
日　

寒
草
少　

38　

夏
・
冬
の
8

１　

何
の
色
も
思
ふ
に尓
は者
や
く
忘
れ
草　

お
ふ
て
ふ
た多
ね
そ
霜
に尓
つ
れ連
な奈
き起	

孝

２　

つ津
れ連
な奈
さ
の乃
色
を遠
や
た多
の
む
松
か可
け遣
の　

霜
に尓
の
こ
れ
る
草
の能
一
む
ら	

綱

３　

霜
の乃
後
か可
ハ
ら
ぬ
木
ゝ
の
色
ハ
あ
れ連
と　

冬
枯
の乃
こ
る留
草
そ
ま満
れ連
な奈
る留	

房

４　

し志
た多
ひ
て天
も
秌
を遠
や
ひ
と
り利
お
も
ひ
草　

尾
花
か可
も
と
の
霜
枯
の
比

５　

冬
枯
の
一
村
薄
ほ本
に尓
出
し　

い
ろ
を遠
の
こ
し
て亭
を遠
け遣
る留
し志
も
か可
な那	

仁

６　

か可
れ
は者
つ
る留
た
ね
や
ミ
な那
か可
ら
お
も
ひ
草　

尾
は者
な那
ハ
残
る
一
本
の能
か可
け	

宣

７　

ふ布
か可
ゝ
ら
ぬ
霜
も
や
う
つ川
む
冬
草
の乃　

あ
る
に尓
も
あ
ら
ぬ
庭
の
寒
け
さ	

條　
八
五
五

	

※
伊
…
き
（
さ
歟
）

８　

冬
草
の乃
ハ
つ川
か可
に
ミ
て
か可
か
け希
ろ路
ふ
の　

も毛
え
し
春
野
も
哀
と
ハ
し
る留	

親

９　

草
ハ
ミ
な那
か可
れ連
野（
野
衍
）の
霜
の乃
花
す
ゝ
き　

な奈
ひ
く
と
も
ミ
ぬ
色
も
さ
む
け遣
し	

敦　
一
三
八
・
三
〇
六

10　

初
春
ハ
一
二
葉
の
草
の乃
原　

残
る累
も
お
な那
し
冬
か可
れ
の乃
こ
ろ	

和

十
日　

早
苗
多　

37　

夏
・
冬
の
7

１　

い以
く具
里
に耳
ひ
ま
な奈
き
田
子
の乃
わ王
さ
な奈
ら
ん　

う
ふ婦
る留
さ
な奈
へ
を遠
と
り利

く
の能
こ
ゑ	

敦　
一
三
七
・
三
〇
四

※
私
三
〇
四
…
い
く
里に

ひ
ま
な
き
　
わ
さ
な
ら
ん

の
田
子
の
手
ま
な
く
い
そ
く
ら
ん　

う
ふ
る
早
苗
を
と
り

く
の
声

２　

植
を遠
く
も
い
る留
か可
に
見
え
て天
と
り利
残
す春　

さ
な那
へ
は盤
い
つ
の乃
雨
を遠
ま
つ
ら
ん	

宣

３　

湊
田
や
を遠
舟
の
綱
手
く
る留
と
あ
く　

と
め
か可
れ
ぬ
色
に尓
と
る留
早
苗
哉	

孝

４　

う
へ
わ
た多
す須
田
面
ミ
れ
ハ
は者
る流

く
と　

早
苗
は盤
水
の
み
と
り利
の能
ミ
し
て	

條　
三
五
五

※
伊
・
日
・
公
…
を
み
れ
は　

※
２
伊
…
の
こ
し
て

５　

植
わ王
た多
す須
さ
な奈
へ
の乃
末
ハ
は者
る流

く
と　

空
も
み
と
り利
に尓
な
ひ
く
色
か可
な那	

綱

６　

と登
り利
は者
こ
ふ
早
苗
ハ
つ
き
ぬ
た多
ね
な奈
れ
や　

う
ふ
る留
田
面
の
水
ひ
ろ
く
し
て	

房

７　

と
り利
残
す
こ
の
ひ
と
町
の
初
苗
も　

田
子
の乃
て
ま
な那
き
程
そ
み
え衣
ぬ
る留	

和

８　

い
く具
里
の乃
田
子
の能
も
ろ
聲
く
る留
し
ま
て　

と登
る留
手
に
つ
き
ぬ
早
苗
な奈
る留
ら
ん	

仁

９　

と登
る留
か可
ら
に
わ王
さ
田
お
く
て
の能
秋
や
し志
る留　

ひ
と
つ
み
と
り利
の
水
の
さ
な奈
へ
も	
親

10　

今
日
い以
く具
か可
こ
の
も
か可
の
も
に
う
へ
渡
す須　

早
苗
も
し志
け遣
し
筑
波
根
の
か
け
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十
三
日　

江
寒
廬　

40　

夏
・
冬
の
10

１　

冬
枯
ハ
な奈
に
ハ
の乃
色
の能
よ
し
あ阿
し
も　

わ
か可
す
よ
波
の乃
音
ハ
か可
り利
し
て亭	

孝

２　

な
に
は盤
え
や
あ
し
の
ほ本
す春
ゑ
ハ
霜
か可
れ
て　

浪
こ
そ
こ
ゆ
れ連
浦
風
そ
吹	

綱

３　

霜
ふ布
か可
き起
入
江
の乃
あ
し
を遠
か可
け遣
と登
の
ミ　

頼
む
も
あ
ま万
の能
ミ
る留
め
悲
し
き	

房

４　

冬
ふ布
か可
き
な奈
に
ハ
入
江
の
霜
枯
に尓　

か
こ
ふ
か可
き
ほ本
も
う
す
き
芦
の
屋	

和

５　

な
に
は盤
え
の乃
芦
の
か可
れ
は者
や
ミ
を
つ津
く具
し　

あ阿
さ
置
霜
の
ふ婦
か可
き
し志
る留
し
に尓

６　

枯
わ
た多
る留
入
江
の
芦
ま
浪
は者
れ
て　

寒
き
す
さ
き
に
た多
て
る留
白
鶴	

宣

７　

夜
を
か可
せ
ね年
入
江
の乃
水
も
か可
れ

く
の　

氷
に尓
と
つ
る留
あ
し
の
む
ら
た多
ち	

條　
八
五
八

８　

な
に尓
を遠
そ
の
思
ふ
え
に
せ世
ん
芦
の
葉
の　

冬
枯
さ
む
き
汀
か可
く
れ
は盤	

親

９　

な奈
に
ハ
人
か可
り利
残
し
て
も
霜
枯
の乃　

入
江
の
あ
し
の能
か可
け遣
そ
す
く
な奈
き起	

仁

10　

風
な奈
ら
て
波
に尓
や
さ
ハ
る留
難
波
江
や　

霜
に尓
お
れ連
ふ
す須
あ
し
の能
下
葉
は盤	

敦　
一
四
〇
・
三
一
〇

十
二
日　

嶋
夏
草　

39　

夏
・
冬
の
9

１　

夏
草
の能
野
し
ま
ハ
波
の乃
は者
な那
の
露　

か可
け遣
て
涼
し
き
色
や
知
ら
む	

孝

２　

玉
も
か可
る累
汀
の
舟
も
み
え衣
わ王
か可
て　

野
嶋
か可
崎
に尓
し志
け遣
る留
な奈
つ川
草	

綱

３　

夏
草
の乃
ま
か可
き起
か可
嶋
ハ
涼
し
さ
も　

た多
え衣
す春
浪
の
露
か可
ゝ
る留
ら
ん	

房

４　

浪
の乃
は者
な那
ハ
あ
り里
も
あ
ら
す
も
夏
草
の　

野
嶋
か可
さ
き起
に
秋
や
待
ら
ん

５　

秋
津
嶋
ほ本
か可
の
国
ま
て
な奈
ひ
け遣
と
や　

君
か可
め
く
ミ
に
し
け遣
る留
夏
く
さ	

和

	

※
日
…
も
（
に
（
朱
書
））

６　

ほ本
し
わ王
ふ
る留
た多
ミ
の能
ゝ
嶋
の
夏
草
に　

浪
の
露
そ
ふ
浦
風
の
こ
ゑ	

宣

７　

船
な奈
か可
ら
か
る留
人
な
ら
し
河
嶋
の　

水
の乃
み
と
り利
も
ふ婦
か可
き
な奈
つ
草	

敦　
一
三
九
・
三
〇
八

８　

夏
の乃
日
の能
な
か可
き
限
り利
を遠
ミ
し
ま満
菅　

水
の
緑
も
茂
る留
か可
け遣
か可
な那	

條　
四
一
五

９　

浪
よ
す
る留
野
嶋
に尓
ふ婦
か可
き
夏
草
の乃　

露
を
涼
し
き
色
に尓
み
た多
る留
ゝ	

仁

10　

さ
き
い
て
ん
花
も
こ
そ
あ
れ連
夏
草
の能　

野
嶋
か可
さ
き起
ハ
も
る留
人
も
な奈
し	
親
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十
五
日　

雪
朝
遠
樹　

42　

夏
・
冬
の
12

１　

つ徒
れ連
な奈
さ
も
あ
ら
そ
ひ
か可
ね
て
冬
さ
れ
ハ　

槙
の乃
葉
し志
ろ
き
雪
の能
朝
明	

和

２　

た多
く
ひ
な奈
き
河
邊
の
雪
の
あ
さ
か可
し
わ王　

ぬ
る留
夜
を遠
た多
れ
か可
お
き
出
て
み
ん

３　

山
も
と
の
梢
の乃
雪
の
あ
さ
か可
ら
す須　

み
る留
人
し志
も
や
思
ひ
う
ら
れ連
ん	

宣

４　

た
れ連
か可
へ
り利
嵐
や
ハ
ら
ふ婦
雪
に
け
さ　

か可
け遣
あ
ら
ハ
る留
ゝ
嶺
の乃
松
か可
え	

敦　
一
四
二
・
三
一
五

	

※
お
歟
。
日
・
伊
・
私
…
お

５　

あ阿
す春
や
又
高
ね
の
色
に尓
ま満
さ
り里
な奈
む　

麓
の乃
松
の
今
朝
の
う
す
雪	

條　
九
六
八

６　

い
つ徒
か可
日
の乃
光
に尓
み
え
て天

　
　
毛
留

降
つ
も
る　

雪
に
お
く
な奈

起
　
農

き
嶺
の
枩
原	

仁

７　

さ佐
え
暮
し
遠
山
松
ハ
う
つ
も
れ
て亭　

今
朝
さ
た多

可
那
留
　
　
　
可
奈

か
な
る
雪
の
色
か
な	

綱

８　

降
つ津

毛
留
　
　
利

も
る
色
よ
り
も
今
朝
う
す
雪
に　

杦
の
葉
さ
む
き
遠
の能
山
本	

房

９　

か可
遍
利
　
留
　
　
　
　
連

へ
り
見
る
名
残
も
あ
れ
や
今
朝
の
雪　

よ
ふ婦

可
　
　
　
　
　
　
　
尓

か
く
い
て
ゝ
宿
の
梢
に	

康

10　

朝
ほ本

　
　
　
　
　
　
　
　
能

ら
け
尾
上
の
枩
ハ
き
の
ふ
ミ
ぬ　

峯
を
か可

　
年
　
　
留

さ
ね
て
積
る
白
雪	

為

十
四
日　

月
前
郭
公　

41　

夏
・
冬
の
11　

欠
…
三
条
西
公
條

１　

お
り里
し
み
も毛
あ
れ連
月
な奈
ら
す
と
も
待
へ
き
に尓　

さ佐
そ
ハ
れ
出
し
山
ほ本
と
と
き
す須	

綱

２　

夜
る留
は盤
又
都
に尓
出
て天
ほ
と
ゝ
き
す須　

山
路
の乃
月
ハ
稀
に尓
み
る留
ら
む	

房

３　

陰
た多
か可
き
ま
つ
を遠
つ
く
し
て
夕
月
に尓　

ほ本
の
か可
た多
ら羅
ふ
や
や屋
ま万
郭
公	

和

４　

い
つ
れ連
を遠
か可
ま
て
と
も
い
ハ
ん
霍
公　

か
た多
ふ
く
月
に耳
す
く具
る留
一
聲

５　

時
鳥
人
も
な奈
か可
て
や
過
な奈
ま
し　

面
影
の
こ
せ勢
あ
り利
明
の乃
月	

宣

６　

く
ま
も
な奈
き
月
に尓
な那
く
夜
の乃
し志
の能
ひ
音
を遠　

い
か可
に
と
思
ふ
郭
公
か可
な奈	

敦　
一
四
一
・
三
一
三

※
私
一
四
一
…
く
ま
も
な
き
月
に
な
く
夜
の
忍は

つ
こ
ゑ
 
し
の
ふ
に
も
あ
ら
ぬ

ひ
音
は

い
か
に
と
思
ふ
ほ
と
ゝ
き
す
か
な

※
私
三
一
三
…
く
ま
も
な
き
月
も
いさ

こ
そ

か
に
と
忍
ひ
音
を　

な
く
夜
は
お
も
ふ
時
鳥
か
な

７　

ふ布
か可
き
夜
に尓
聲
忍
ふ
な
り利
ほ本
と
ゝ
き
す須　

い以
か可
に尓
せ
よ
と
か可
鳴
す春
て
ゝ
行	

親

８　

を
ち
帰
り利
月
夜
よ
ゝ
し
と
郭
公　

た堂
れ連
に
こ
と
ハ
る留
鳴
ね年
な奈
る留
ら
ん	
孝

	
※
高
・
日
・
伊
…
お

９　

し志
る留
や
い以
か可
に
月
に尓
か
た多
ら
ふ
忍
ひ
音
を　

き
ゝ
あ
ら
ハ
せ
る留
郭
公
か可
な奈	

仁

三
条
西
公
條

※
称
三
二
四
…
ふ
か
き
夜
に
聞
忍
ぶ
な
り
ほ
と
と
ぎ
す
月
み
ぬ
さ
と
は
き
か
ず
や
あ
ら
ま
し
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十
七
日　

雪
中
待
人　

44　

夏
・
冬
の
14

１　

ふ婦
　
　
　
　
　
　
　
　
乃
　
遠

み
分
て
と
ひ
こ
ん
人
の
心
を
ハ　

今
朝
ふ布

留
　
　
　
可
　
　
遠

る
雪
に
ま
か
せ
て
を
ミ
ん	

敦　
一
四
四
・
三
一
九

	

※
私
…
問
ら
ん

２　

ミ
せ
は者

　
　
　
　
　
　
　
个

や
と
人
を
待
ま
に
け
ふ
も
又　

ハ
ら
ハ
ぬ
木
ゝ
の
雪
折
の乃
声	

條　
九
六
九

３　

と登
　
可
　
奈
　
能
　
　
　
　
可

へ
か
し
な
雪
の
し
ら
山
遠
か
ら
す　

思
ひ
や屋
ら
る
ゝ
よ
も
き
ふ
の
宿

４　

と
ハ
れ
ね祢

　
　
　
　
　
　
川
毛
　
亭

ハ
心
の
杦
も
う
つ
も
れ
て　

雪
か可

　
　
　
須
　
　
能

き
く
ら
す
今
日
の
さ
ひ
し
さ	

宣

５　

下
お
れ連

乃
　
能
　
多

の
音
の
ミ
た
て
ゝ
と
ひ
も
こ
ぬ　

人
う
つ
れ連

奈
起
　
乃
志

な
き
枩
の
し
ら
雪	

綱

６　

山
す
み見

　
　
　
　
　
天
　
遠

の
心
も
み
え
て
友
を
待　

雪
も
梢
の乃

志
本
里
志
　
　
舞

し
ほ
り
し
つ
ら
む	

房

７　

し志
　
　
者
　
以
可
尓
　
毛
　
留

ら
せ
は
や
い
か
に
つ
も
れ
る
白
雪
も　

と登
　
　
多
　
　
能
　
　
　
　
遠

ハ
ゝ
た
え
し
の
道
の
往
来
を	

親

８　

道
な奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃

し
と
か
こ
と
も
と
め
ハ
庭
の
雪
に　

つ
も毛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
奈

ら
ぬ
さ
き
に
と
ふ
人
も
か
な	

仁

	

※
日
…
の
カ

９　

ま
た多

須
　
毛
　
　
　
尓
　
多
留
　
　
　
尓

す
と
も
こ
て
ふ
に
似
た
る
庭
の
雪
に　

消
な奈

　
　
　
　
　
　
　
　
奈

ん
ま
て
と
人
や
つ
れ
な
き	

和

10　

と
ふ
へ
き
を遠

　
　
　
　
春
留
　
志

と
ハ
れ
や
す
る
と
し
ら
雪
の　

ふ婦
可
　
　
　
遠
　
川
多

か
く
ハ
誰
を
ま
つ
た
の
む
ら
ん	

孝

十
六
日　

雲
間
郭
公　

43　

夏
・
冬
の
13

１　

ほ本
　
　
　
須
可
　
那
留
　
遠
志
乃

と
ゝ
き
す
か
さ
な
る
雲
を
し
の
き
ゝ
て　

く
る留

　
　
　
　
　
　
　
　
留

し
き
程
の
聲
そ
聞
ゆ
る	

為

２　

な
く
こ
ゑ
も
雲
の乃

　
　
　
留

お
く
な
る
郭
公　

す春
　
　
　
可

む
山
ふ
か
き
心
を
そ
し
る	

貞　
一
四
三
・
三
一
六

３　

ほ本
　
　
　
須
　
　
尓
本

と
ゝ
き
す
こ
ゑ
に
ほ
ひ
や
さ
く
花
の　

白
雲
か
ゝ
る留
山
を
い
つ
ら
ん	

公　
三
二
五

４　

郭
公
あ
か可

　
　
　
　
　
　
　
利

ぬ
名
残
ハ
な
を
さ
り
の　

心
の乃

　
　
遍
多
　
　
　
那

空
の
へ
た
て
と
も
な
し	

永

	

※
日
…
空
（
雲
カ
）

５　

一
こ
ゑ
ハ
雲
の乃

　
　
　
　
　
　
可

い
つ
く
も
聞
わ
か
て　

心
ま満

　
　
須
本
　
　
　
須
可
那

よ
ハ
す
ほ
と
ゝ
き
す
か
な	

雅

６　

ほ本
　
　
　
須
　
尓

と
ゝ
き
す
鳴
に
し
空
の
名
残
と
て　

心
も
雲
の乃

　
衛
　
　
　
累

行
ゑ
と
そ
な
る	

秀

「
空
白
」（
右
頁
以
下
な
し
。
左
頁
も
な
し
。
次
頁
の
右
頁
三
行
ほ
ど
な
し
）

※
高
…
同
様
。
伊
… 「
空
白
」
な
し
。「
此
間
闕
不
審
」。
日
… 「
空
白
」
な
し

７　

時
鳥
そ
れ
か可

　
　
可

と
ハ
か
り
し
ら
雲
の　

こ
な
た多

可
奈
多
　
堂
　
流
　
　
可
那

か
な
た
に
た
と
る
こ
ゑ
か
な	

親

８　

あ
け遣

本
　
　
　
　
　
　
留

ほ
の
ゝ
雲
の
外
な
る
郭
公　

一
聲
な奈

可
　
　
多
可

か
ら
さ
た
か
に
そ
き
く	

仁

９　

う
つ津

毛
流
　
　
年
　
利
　
　
　
可
奈

も
る
ゝ
鳴
ね
な
り
せ
ハ
い
か
な
ら
ん　

雲
か可

　
奈
　
累

さ
な
れ
る
山
郭
公	
孝

10　

雲
の
上
に
さ
た多

可
　
　
可

か
に
き
か
む
時
鳥　

を遠
　
　
　
　
乃
奈
　
　
奈
　
須

よ
ハ
ぬ
空
の
な
く
ね
な
ら
す
ハ	

※
列
…
お
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十
九
日　

雪
中
興
遊　

46　

夏
・
冬
の
16　
原
本
は
竹
内
文
平
所
蔵
文
書
二
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）

１　

か
へ遍

留
　
毛
　
　
可
年
天
　
　
留

る
さ
も
忘
れ
か
ね
て
と
く
る
ゝ
野
に　

け个
　
遠
　
可
　
留
　
　
　
可

う
を
さ
か
す
る
雪
の
花
か
も	

和

※
原
・
伊
・
日
…
ハ
て
ね
と
。
高
…
か
て
ね
と

２　

庭
に尓

　
流
　
能
　
乃
　
可
那
　
尓

ミ
る
雪
の
朝
の
あ
か
な
く
に　

又
駒
な
め
て
い
つ
る留

　
　
可
那

野
へ
か
な	

仁

	

※
伊
…
な
へ
て

３　

春
秋
を遠

　
　
春
　
　
　
奈
可
　
連

思
ひ
す
く
し
て
な
か
む
れ
ハ　

ま
た多

　
　
　
乃
　
能
者
奈

一
こ
ろ
の
雪
の
は
な
園	

敦　
一
四
六
・
三
二
二

４　

誰
を
ま
た多

　
　
　
盤
奈
　
　
　
　
登

と
ふ
と
は
な
し
に
思
ふ
と
ち　

船
さ
し
て
ミ
む
今
朝
の能
白
雪	

條　
九
七
二

５　

う
ち
い
つ
る留

　
　
　
　
　
　
　
　
天

雪
の
末
野
に
駒
な
へ
て　

み
れ連
ハ
と
ふ
へ
き
や
と
も
忘
れ
つ	

宣

	

※
原
…
と
め
て

６　

は
な
と
め
て
月
と
ま満

可
　
天
　
留

か
へ
て
く
る
ゝ
日
に　

あ
か可

　
　
　
　
　
徒
　
世
累

ぬ
心
そ
雪
に
つ
く
せ
る	

綱
※
伊
…
と
見
て
。
※
２
伊
…
も

７　

と登
　
　
　
多
　
　
留
　
耳

ハ
て
又
た
ち
帰
る
波
に
船
さ
す
も　

心
は盤

志
留
　
个
　
乃
志

し
る
や
け
ふ
の
し
ら
雪	

房

８　

花
に耳

　
　
　
尓
　
可
　
　
　
　
可

め
て
月
に
む
か
ふ
も
さ
む
か
ら
ぬ　

雪
と
そ
人
に尓

　
可
利
　
　
　
連

ひ
か
り
そ
へ
ぬ
れ	

親

	

※
伊
…
み
て

９　

ふ布
留
遠
能
　
　
可
　
　
可
利
可

る
を
の
ミ
あ
か
ぬ
ハ
か
り
か
も
ろ
共
に　

雪
を遠

　
　
　
須

め
く
ら
す
袖
の
色
々	

孝

10　

門
は盤

　
　
留
　
遠

猶
明
る
夜
を
そ
し
遠
く
こ
し　

宿
ハ
伏
見
の乃

　
　
　
尓

雪
の
朝
に	

※
伊
・
高
・
列
…
お

十
八
日　

雨
後
郭
公　

45　

夏
・
冬
の
15

１　

時
鳥
な奈

　
　
可
　
　
　
　
　
乃

く
木
か
く
れ
ハ
村
雨
の　

名
残
の
露
を遠

　
　
多
尓
　
可
流

な
み
た
に
や
か
る	

敦　
一
四
五
・
四
二
一

２　

晴
て天

　
　
遠
　
　
　
須
　
　
乃
　
尓

猶
夜
を
の
こ
さ
す
ハ
雨
の
内
に　

き
か可

　
　
　
気

え
や
あ
け
ん
山
時
鳥	

條　
三
二
七

３　

時
鳥
か
こ
と
か可

満
　
具

ま
し
く
今
そ
と
ふ　

さ
ハ
ら
し
物
の乃

　
　
春
具

雨
を
す
く
し
て

４　

雨
晴
て天

　
　
　
　
春
　
　
　
　
須

猶
袖
ぬ
ら
す
ほ
と
ゝ
き
す　

な
く
ハ
な奈

　
多
可

み
た
か
夕
く
れ
の
空	

宣

５　

村
雨
ハ
過
行
雲
の乃

　
　
　
尓

山
の
端
に　

ま
た多

　
利
　
　
　
　
　
本
　
　
　
須

ふ
り
い
て
ゝ
な
く
ほ
と
ゝ
き
す	

綱

６　

む
ら羅

　
　
能
　
　
　
　
　
可
本
　
　
　
須

さ
め
の
こ
れ
も
名
残
か
ほ
と
ゝ
き
す　

た堂
　
　
　
能
　
多
　
奈

ゝ
一
聲
の
さ
た
め
な
く
し
て	

房

７　

一
と
を
り利

　
王
　
　
　
　
　
遠

里
わ
く
程
の
村
雨
を　

を
く
り利

　
　
奈
　
　
本
　
　
　
須

て
や
な
く
山
ほ
と
ゝ
き
す	

親

	

※
伊
…
お

８　

降
は
る留

　
　
乃
　
　
　
本
　
　
　
須

ゝ
雨
の
名
残
か
ほ
と
ゝ
き
す　

声
き
く具

可
　
　
　
　
　
遣

か
ら
に
袖
の
露
け
さ	

和

９　

晴
行
か可

　
　
津
　
　
　
　
　
天

窓
う
つ
雨
ハ
音
も
せ
て　

空
に尓

満
　
　
　
屋
万
本
　
　
　
須

ま
き
れ
ぬ
や
ま
ほ
ゝ
と
き
す	
孝

10　

一
と
を
り利

　
　
留
　
乃
　
里
　
毛
　
連

過
ぬ
る
雨
の
お
り
し
も
あ
れ　

空
た多

　
　
　
奈

の
め
す
な
山
時
鳥	

仁
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廿
一
日　

千
鳥
暁
鳴　

48　

夏
・
冬
の
18　

欠
…
武
者
小
路
秀
房

原
本
は
思
文
閣
墨
跡
資
料
目
録
四
三
一
号

１　

さ
夜
千
鳥
ゆ
ふ
つ
け気

　
　
　
　
　
　
能

鳥
に
あ
ま
の
と
の　

あ
く
る留

毛
志
　
　
　
　
　
須
 

も
し
る
く
聲
あ
ハ
す
也	

條　
八
九
一

２　

ふ
な那

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
可

出
を
も
今
や
と
思
ふ
あ
か
つ
き
の　

塩
に尓

　
可
　
　
　
　
　
　
　
利

ひ
か
れ
て
千
鳥
鳴
く
な
り	

宣

３　

い
そ
枕
う
き
ね
の
波
の
ね
さ
め
を遠
も　

よ
そ所

尓
可
多
　
　
　
　
　
可
那

に
か
た
ら
ふ
友
千
鳥
か
な	

綱

４　

友
な奈

　
　
　
那
　
　
尓
　
　
　
　
利

し
と
お
な
し
波
に
や
浦
ち
と
り　

わ
れ連

　
　
乃
祢

も
独
の
ね
覚
と
ふ
ら
ん	

親

５　

猶
残
る
有
明
の乃

　
遠
志
多

月
を
し
た
ふ
夜
や　

雲
の
な奈

　
　
毛
　
　
利

ミ
に
も
ち
と
り
鳴
ら
む

６　

あ
ま万

　
春
　
　
　
　
尓

の
す
む
と
ま
や
に
近
く
鳴
千
鳥　

を遠
　
可
　
　
　
祢

の
か
友
と
や
ね
覚
問
ら
ん	

知

７　

真
砂
地
や
あ阿

　
免
　
　
衣
　
　
　
　
尓

や
め
も
み
え
ぬ
明
く
れ
に　

友
よ
ひ
か可

　
　
　
　
　
　
利

ハ
し
千
鳥
鳴
な
り	

和

８　

き
く
か可

　
　
祢
　
可
　
　
留
　
能
　
　
遠

ら
に
ね
覚
か
ち
な
る
身
の
う
へ
を　

思
ふ
も
夢
の能

　
　
　
可
那

友
千
鳥
か
な	

孝

９　

妻
や
と
ふ
わ
か可
れ
や
思
ふ
浦
千
鳥　

鳴
音
に堂
た
へ
ぬ
有
明
の
そ
ら	

敦　
一
四
八
・
三
二
七

※
原
本
で
は
、
３
と
４
の
間
に

い以
具
　
　
　
尓
春
幾

く
浦
の
月
に
す
き
て
有
明
の　

ま
く
ら
の能

　
尓
　
　
利

波
に
千
と
り
な
く
ら
む　
　

秀
房

廿
日　

五
月
雨
晴　

47　

夏
・
冬
の
17　
原
本
は
京
都
国
立
博
物
館
Ｂ
甲
九
〇
九
（
四
居
肇
氏
寄
贈
）

１　

五
月
雨
の能

　
　
　
　
尓

程
ふ
る
空
に
馴
き
つ
　ゝ

今
朝
ハ
ま
ハ
ゆ
き
日
の能

　
可
奈

光
か
な	

條　
三
八
四

	

※
伊
…
よ
り
も

２　

木
の
ま
よ
り利

　
　
　
　
本
乃
　
衣

空
の
緑
も
ほ
の
み
え
て　

五
月
雨
ハ
る留

　
　
　
　
乃

ゝ
太
山
へ
の
里	

宣

３　

五
月
雨
ハ
雲
の
衣
の乃

　
　
　
衣

ひ
ま
み
え
て　

う
ら
め
つ
ら
し
き
月
の農
ゆ
ふ
風	

綱

４　

雲
ハ
ま
た多

　
　
　
　
奈
　
　
　
尓

帰
る
と
も
な
き
山
風
に　

晴
間
を
ミ
す須
る留
五
月
雨
の
そ
ら	

房

５　

五
月
雨
ハ
な
を越

　
可
奈
　
　
　
　
遠

い
か
な
ら
ん
雪
水
を　

は者
こ
へ
る
程
の
晴
間
な
り
せ
ハ	

親

	

※
伊
…
も

６　

見
も
な奈

　
　
　
　
遠
　
留
　
　
　
連

れ
ぬ
日
影
を
吠
る
犬
も
あ
れ
や　

五
月
を遠

　
　
須
　
能
　
万

く
ら
す
雨
の
晴
ま
ハ

７　

五
月
雨
の
晴
ま
の
夕
日
め
つ
ら
し
と　

む
か可

　
尓
　
川

ふ
に
あ
つ
き
影
も
忘
れ
て	

敦　
一
四
七
・
三
二
四

８　

山
の乃

者
　
　
　
　
　
　
　
亭

は
も
今
朝
あ
ら
ハ
れ
て
五
月
雨
に　

か
さ
な那

　
　
能
　
　
遠
　
　
留

る
雲
の
晴
間
を
そ
ミ
る	

仁

９　

ふ布
利
　
　
須
　
　
　
　
　
奈

り
く
ら
す
雨
ハ
五
月
の
な
ら
ハ
し
に　

た多
　
　
　
　
　
　
　
奈
留

の
ま
ぬ
雲
の
晴
ま
な
る
ら
ん	

孝

10　

あ阿
　
　
　
　
　
　
　
能
　
　
　
利

ふ
ち
咲
五
月
の
雨
の
晴
間
よ
り　

み見
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可

と
り
涼
し
く
か
よ
ふ
ゆ
ふ
か
せ	
和
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廿
三
日　

網
代　

50　

夏
・
冬
の
20　

欠
…
貞
敦
親
王

１　

風
さ
ゆ
る留

　
　
　
　
以
可
　
　
遠

夜
な

く
い
か
に
身
を
う
ち
と
思
ひ
侘
て
も
あ
し
ろ
守
ら
ん	

綱

２　

白
妙
の乃

　
　
　
　
可
　
　
　
盤

袖
の
雪
霜
か
さ
ね
て
は　

猶
さ
む
き
夜
と
網
代
守
ら
ん	

房

３　

川
浪
の
帰
り
も
見
す
や
あ
し
ろ
も
り利　

よ
り里

　
留
　
遠
能
　
奈
留
　
遠

く
る
ひ
を
の
哀
な
る
世
を	

親

４　

か可
利
　
　
留

り
ハ
つ
る
田
上
川
の
あ
し
ろ
守　

露
し志

　
　
　
　
　
尓
満

く
と
こ
や
秋
に
ま
さ
ら
ん	

宣

５　

あ
た多

利
　
　
　
本
里
者
　
多
留
　
　
尓

り
ま
て
こ
ほ
り
は
て
た
る
川
風
に　

よ
り利

　
留
　
　
　
遠
尓
　
　
个
留

く
る
浜
ハ
ひ
を
に
そ
有
け
る	

條　
九
一
二

６　

う
ち
も
ね祢

春
　
乃
　
留
　
　
　
　
　
天

す
波
の
よ
る

く
袖
さ
へ
て　

も
る留
や
網
代
の
宇
治
の
川
長	

和

７　

影
や
と
す須

　
　
　
　
　
　
　
連

あ
し
ろ
の
床
の
あ
れ
ま
く
も　

お
し
と
や
波
の
月
ハ
も
る留
ら
ん	

孝

８　

網
代
守
よ
床
さ
え衣

　
　
　
尓

行
河
風
に　

さ佐
奈
可
　
　
　
　
　
　
　
　
舞

な
か
ら
袖
も
浪
や
こ
ゆ
ら
む	

仁

９　

も
る留

　
　
　
佐
　
那
阿
　
　
　
　
　
可

わ
さ
も
さ
そ
な
あ
し
ろ
の
床
な
か
に　

せ世
　
可
多
奈
　
能
夜
留

ん
か
た
な
み
の
よ
る

く
の
声

貞
敦
親
王

※
私
一
〇
五
・
三
二
八　

河
風
を
身
に
さ
む
し
と
も
お
も
は
て
や　

暮
る
夜
こ
と
に
あ
し
ろ
守
ら
ん

廿
二
日　

照
射　

49　

夏
・
冬
の
19　
原
本
は
大
東
急
記
念
文
庫
「
集
古
筆
翰
」
第
一
輯

１　

秋
な奈

　
　
　
　
　
　
　
可
　
　
　
乃

ら
ぬ
こ
れ
も
思
ひ
か
た
つ
鹿
の　

と
も
し
の能

可
　
尓
満
　
　
　
　
　
盤

か
け
に
ま
よ
ふ
こ
ゝ
ろ
は	

綱

２　

五
月
山
木
か可

　
　
屋

く
れ
や
ら
ぬ
心
を
も　

と
も毛

　
　
　
尓
於
毛
　
可
奈

し
の
鹿
に
お
も
ふ
か
な
し
さ	

親

３　

あ阿
遣
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
志
　
留

け
や
ら
ぬ
と
も
し
の
影
も
し
め
る
ら
し　

木
の能

　
多

し
た
ふ
か
き
宮
木
の
ゝ
露

４　

あ
は者

　
　
利
　
　
　
　
可
　
　
　
　
可
利
能

れ
な
り
あ
ふ
に
し
か
へ
ハ
と
ハ
か
り
の　

と
も毛

　
　
　
乃
　
留

し
に
鹿
の
よ
る
の
お
も
ひ
ハ	

敦　
一
四
九
・
三
二
八

※
私
一
四
九
…
は
か
な
し
や
。
私
三
二
八
…
あ
は
れ
な
り
。
原
…
あ
は
れ
な
り

５　

と
も
し
す
る留

者
　
志

は
山
し
け
山
忍
ひ
つ
　ゝ

ね祢
尓
多
　
多

に
た
に
た
て
ぬ
鹿
や
行
ら
ん	

宣

６　

山
ふ布

可
　
登
毛
　
能

か
ミ
と
も
し
の
鹿
も
こ
の
此
と　

ま
つ
夜
に
な奈

　
　
　
屋

れ
ハ
明
や
ら
ぬ
空	

仁

７　

あ
け遣

　
　
登
毛
　
能

ぬ
也
と
も
し
の
影
も
白
妙
の　

袖
ま
き
あ
け遣

　
　
留

て
帰
る
ま
す
ら
お	

條　
四
二
四

８　

夕
や
ミ
は盤

　
毛
　
　
本
　
　
本
乃
可

と
も
し
の
ほ
く
し
ほ
の
か
に
も　

い以
可
　
　
　
　
　
祢
　
　
春
　
　
毛

か
に
さ
つ
お
の
ね
ら
ひ
す
ら
し
も	

和

	

※
原
…
を
（
越
）

９　

心
な奈

　
　
　
　
　
　
　
　
毛
　
志
天

き
さ
つ
お
の
袖
も
と
も
し
し
て　

か
り里

　
　
　
　
　
　
可

し
く
柴
の
露
や
か
へ
え
ら
ん	
孝

※
伊
…
え
。
高
・
日
…
く
。
原
…
へ

※
原
本
で
は
、
１
と
２
の
間
に

わ王
可
徒
　
毛
乃
可
連

か
つ
ミ
も
の
か
れ
ぬ
鹿
の
む
く
ひ
も
や　

い
と
ゝ
は者

　
能
　
　
　
　
　
可
遣

山
の
と
も
し
さ
す
か
け　
　

秀
房
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廿
五
日　

狩
場
霙　

52　

夏
・
冬
の
22

１　

鳥
の
音
も
雪
と登

津
毛

つ
も
ら
ハ
ミ
ゆ
へ
き
に　

み
そ
れ
に尓

　
多
須
可
利
　
可
那

く
た
す
か
り
衣
か
な	

條　
九
七
六

※
日
…
跡
カ
。
称
…
あ
と
。
※
２
日
・
伊
・
称
…
く
ら
す

２　

か可
利
　
　
本
　
王
　
　
　
奈

り
衣
猶
ほ
し
わ
ひ
ぬ
雪
な
ら
ハ　

は者
　
　
　
　
尓
　
　
　
　
利
亭

ら
ハ
ん
袖
に
雨
も
ま
し
り
て	

親

３　

狩
く
ら
し
し志

　
　
　
　
利
　
多

ハ
し
立
よ
り
陰
た
に
も　

う
た多

能
　
　
　
尓

の
ゝ
ミ
の
に
み
そ
れ
ふ
り
き
ぬ	

敦　
一
五
二
・
三
三
四

４　

み見
　
　
布
留
　
者
　
遠
能
　
　
留

そ
れ
ふ
る
狩
は
の
を
の
ゝ
く
る
ゝ
日
に　

空
き
限
り利

遠
津
　
留

を
つ
く
る
山
風	

宣

５　

吹
ま
よ
ふ
あ
ら
し
や
袖
に尓

　
　
可

さ
む
か
ら
し　

み
そ
れ
ふ
る留

　
　
可
　
留
可
利

野
に
か
へ
る
か
り
人	

仁

６　

雪
に
雨
ふ
る留

盤
　
　
　
可
　
乃
　
耳

は
み
そ
れ
か
袖
の
上
に　

ハ
ら
ひ
も
あ
へ
す春

　
留
　
可
利

ぬ
る
ゝ
か
り
人	

房

７　

風
あ
ら
く
み
そ
る留

　
　
　
尓

ゝ
そ
ら
に
狩
人
の　

帰
る留

　
　
利
　
　
　
　
奈
留

や
と
り
の
い
の
ち
な
る
ら
ん	

和

８　

狩
人
の乃

　
　
　
　
連
天
　
可

袖
う
ち
ぬ
れ
て
山
か
け
ハ　

鳥
た多

　
　
　
　
　
　
　
　
布
留

ち
も
よ
そ
に
み
そ
れ
ふ
る
也	

綱

９　

山
こ
え
ハ
雪
に尓

　
奈
　
　
者

や
な
ら
ん
は
し
鷹
の　

す
ゑ
の能

　
　
　
　
　
　
布
留
　
利

ゝ
原
ハ
み
そ
れ
ふ
る
な
り	

孝

10　

一
と
を
り利
み
そ
れ
の
空
の
雲
風
も　

さ
ハ
く
ハ
か可
り利
ハ
鳥
や
立
つ
ら
ん	

※
列
…
狩
場

廿
四
日　

鵜
河
蛍　

51　

夏
・
冬
の
21　

欠
…
武
者
小
路
秀
房
、
冷
泉
為
和

１　

鵜
舟
さ
す須

　
　
　
　
耳
可
　
利
　
能

河
瀬
の
波
に
か
ゝ
り
火
の　

か可
遣
　
　
　
多
　
　
　
可
那

け
を
あ
ま
た
に
飛
蛍
か
な	

綱

２　

飛
ほ本

多
留
　
　
年
乃
可
　
利
　
　
尓

た
る
鵜
ふ
ね
の
か
ゝ
り
川
風
に　

ひ
と
つ
お
も
ひ
に尓

　
多

み
た
れ
て
や
行	

親

	

※
伊
…
の

３　

鵜
か可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乃

ひ
舟
さ
す
や
川
瀬
の
篝
火
の　

を遠
　
連
　
毛
衣

の
れ
も
も
え
て
飛
蛍
哉	

敦　
一
五
一
・
三
三
二

	

※
私
…
に
。
※
伊
…
お

４　

も
え
て天

　
　
　
　
可
　
　
可
那

行
蛍
も
わ
か
ぬ
光
か
な　

と
を
き
鵜
ふ
ね年

　
　
留
　
可
　
利

の
よ
る
の
か
ゝ
り
火	

宣

５　

後
の乃

　
　
屋
　
盤

世
の
や
ミ
は
て
ら
さ
し
鵜
飼
舩　

か可
　
利
　
　
　
毛
　
留

ゝ
り
の
影
も
も
ゆ
る
蛍
も	

仁

６　

う
舟
さ
す須

　
尓
　
多
　
亭

波
に
み
た
れ
て
行
蛍　

こ
れ
も
や
ミ
ち
を遠

奈
　
志
多

な
に
し
た
ふ
ら
ん	

條　
四
三
六

７　

瀬
々
に
た堂

　
　
乃
　
　
　
可
　
利
尓

く
波
の
鵜
舟
の
か
ゝ
り
に
も　

ひ
か可

利
　
古
衣
　
　
　
可
奈

り
ハ
こ
え
て
行
蛍
か
な	

孝

８　

み
た多

　
　
　
本
多
留
　
　
　
　
本
留

れ
ゆ
く
ほ
た
る
ハ
空
に
の
ほ
る
瀬
の　

う
舟
の能

可
　
利
　
　
　
可
留

か
ゝ
り
影
そ
わ
か
る
ゝ	

※
伊
…
ハ
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廿
七
日　

神
楽　

54　

夏
・
冬
の
24

１　

雲
の乃

　
　
　
多
　
　
　
能
　
　
春

上
に
う
た
ふ
や
弓
の
も
と
す
ゑ
も　

神
代
を遠

可
　
春
　
　
多

か
へ
す
道
の
た
ゝ
し
さ	

敦　
一
五
四
・
三
八
三

２　

も
ろ
人
の
つ徒

　
奈
留

ら
な
る
袖
も
白
妙
の　

月
に尓

　
遣
　
　
　
　
　
能

あ
け
行
あ
さ
く
ら
の
こ
ゑ	

宣

３　

星
う
た多

　
　
　
　
　
本
利
　
　
流
　
尓

ふ
聲
す
ミ
の
ほ
り
ふ
く
る
夜
に　

明
る累

　
　
　
　
　
　
遠

岩
戸
の
た
め
し
を
そ
知	

仁

４　

ふ布
　
尓
遣
利
　
　
留
　
　
　
　
尓

け
に
け
り
吹
よ
る
風
も
榊
葉
に　

霜
を遠

　
　
　
留
　
　
乃

き
そ
ふ
る
笛
竹
の
こ
ゑ	

條　
九
八
九

５　

天
の
戸
も
は者

　
　
可
多
　
　
　
可

や
明
か
た
の
さ
夜
か
く
ら　

霜
を遠

　
　
　
留
　
遠
可
　
　
亭

か
さ
ぬ
る
袖
を
か
へ
し
て	

房

６　

宮
つ津

　
可
　
　
志
　
　
　
　
　
可

こ
か
庭
火
し
ろ
く
も
ゆ
ふ
か
け
て　

と登
留
　
　
乃

る
や
榊
の
も
と
末
の
聲	

和

７　

神
や
し
る
猶
久
か可
た多
の
雲
の
上
に　

う
た多

　
　
　
能
　
　
遍
　
　
盤

ふ
も
星
の
霜
を
へ
ん
世
は	

親

８　

ふ
け
ゆ
け希

　
　
　
　
　
　
尓
　
　
多

ハ
庭
火
の
ま
へ
に
星
う
た
ふ　

神
の
心
も
空
に尓
す春
む
ら
し	

綱

９　

神
遍
と
る留

　
　
　
　
　
　
　
乃

も
う
た
ふ
も
榊
葉
の　

さ
か可

　
　
　
　
　
　
　
　
能
留

ゆ
く
世
を
や
ま
つ
い
の
る
ら
ん	

孝

10　

八
度
置
霜
夜
も
ふ婦
か可
し
こ
ゝ
に
ま
す　

神
の
ミ
ま
へ
の乃

　
　
能

榊
葉
の
声

廿
六
日　

杜
蝉　

53　

夏
・
冬
の
23

１　

露
を遠

　
　
遠
乃
可
屋
　
利
登
　
　
乃

の
ミ
を
の
か
や
と
り
と
鳴
蝉
の　

心
し志

　
　
　
毛
利
能
　
　
可

ら
る
ゝ
も
り
の
木
ふ
か
さ	

親

２　

置
露
も
こ
ぬ
か可

　
　
　
川

け
て
う
つ
蝉
の　

な奈
　
　
　
留
　
　
　
能
　
多
可
遣

く
音
く
る
し
き
杜
の
し
た
か
け	

敦　
一
五
三
・
三
三
六

※
日
…
空
白
。
伊
…
こ
ぬ
秌
。
私
…
こ
ぬ
秋
。
※
２
伊
…
か
せ

３　

鳴
せ
ミ
の
聲
も
や
袖
を
ぬ
ら
す春
ら
ん　

夕
露
お
つ徒

留
毛
利
能
　
多

る
も
り
の
し
た
道	

宣

４　

夏
の乃

　
盤
　
里
　
　
　
可
　
　
奈

日
は
も
り
の
梢
ハ
か
く
れ
な
き　

い
つ
く具

　
　
尓

の
霧
に
蝉
の
鳴
ら
ん	

※
日
…
も
カ

５　

蝉
の
聲
涼
し
く
も
あ
る留

可
　
布
可

か
風
ふ
か
ぬ　

森
の
木
葉
も
う
こ
く
ハ
か可
り利
に	

條　
四
六
三

６　

ぬ
れ連

天
奈
　
　
　
志
　
　
　
婦
可

て
な
く
心
そ
し
ら
ぬ
霧
ふ
か
き　

杜
の乃

　
可
遣
能

木
か
け
の
蝉
の
羽
こ
ろ
も	

房

７　

秌
ち
か可

　
　
志
　
　
天

ミ
梢
し
く
れ
て
鳴
蝉
の　

な奈
　
多
　
留
本
　
毛
里
能
　
多

ミ
た
く
る
ほ
ふ
も
り
の
し
た
露	

知

８　

し志
个
利
阿
　
　
奈
可
　
尓
　
　
能

け
り
あ
ふ
梢
な
か
ら
に
せ
ミ
の
聲　

袖
に尓

盤
　
　
　
多

は
杜
の
し
た
風
そ
ふ
く	

綱

９　

夏
な
し
と
立
よ
る留

　
乃
　
能

杜
の
木
の
も
と
に　

を
の
れ連

　
　
　
世
　
能

時
し
る
せ
み
の
も
ろ
聲	
孝

	
※
日
…
を
（
イ
に
）

10　

吹
出
る留

　
乃
　
多
　
春

杜
の
し
た
風
す
ゝ
し
き
に　

蝉
の
鳴
音
そ
ひ
と
り利

　
留

く
る
し
き	

仁
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廿
九
日　

佛
名　

56　

夏
・
冬
の
26

１　

数
々
の能

徒
　
　
　
　
　
登
奈

つ
ミ
も
残
ら
し
と
な
ふ
る
に　

ミ
世
の乃

　
遠
　
　
　
　
尓

佛
を
ひ
と
つ
心
に	

宣

２　

と
な那

　
留
　
　
　
　
　
　
　
尓
个
流

ふ
る
や
佛
も
世
々
に
過
に
け
る　

そ
の
名
を遠

志
多
　
　
能

し
た
ふ
年
の
暮
哉	

條　
九
九
五

３　

ミ
世
か可

　
　
　
乃
　
　
越
　
奈
　
留

け
て
佛
の
御
名
を
と
な
ふ
る
も　

心
ひ
と
つ
の
道
に尓

　
利
个
留

あ
り
け
る	

房

４　

か
く
と
て
も
思
ひ
よ
る留

　
　
　
奈

へ
き
身
な
ら
す
ハ　

佛
の乃

　
　
遠
　
可

御
名
を
い
か
ゝ
き
く
へ
き	

和

５　

と登
奈
　
　
留
　
　
　
　
尓
　
　
　
乃

な
ふ
な
る
ミ
世
の
佛
に
一
と
せ
の　

夢
の
ま
よ
ひ
ハ
や
か可

　
　
　
尓

て
さ
め
に
き	

親

６　

お
こ
た多

利
　
　
　
乃

り
し
ミ
世
の
仏
の
御
名
を
今　

と
な奈

　
徒
　
　
　
　
流
　
　
可
那

へ
つ
く
し
て
く
る
ゝ
年
か
な	

綱

７　

も
ろ
人
の乃

　
能
留
　
遠
　
　
遠

な
の
る
聲
を
ハ
唱
を
く　

ミ
世
の乃

　
　
本
可
　
　
　
　
那

佛
の
ほ
か
に
き
く
か
な	

仁

８　

と
な奈

　
遠
　
　
　
乃
　
尓
多
　
　
　
累

へ
を
く
ミ
世
の
佛
に
た
て
ま
つ
る　

花
も
そ
れ
か可
と
ふ
れ
る
白
雲	

敦　
一
五
六
・
三
四
二

９　

ミ
世
か可

　
　
　
奈
　
留
　
　
　
　
能

け
て
と
な
ふ
る
御
名
も
雲
の
上　

ひ
ろ
き
め
く
ミ
に
た多

　
　
奈
留

め
し
な
る
ら
ん	

孝

10　

数
々
に
と
な奈
ふ
る
御
名
も
雲
の
上　

ミ
世
の乃

　
耳
　
　
越
可
　
　
天

佛
に
三
夜
を
か
さ
ね
て

廿
八
日　

夕
立　

55　

夏
・
冬
の
25

１　

時
の
ま
に
く
れ
ぬ
と
ミ
つ
る留

　
　
者

山
の
は
に　

い
り里

　
　
可
　
春
　
　
乃

日
を
か
へ
す
夕
立
の
跡	

條　
四
五
三

２　

な
る留
神
の
と
ゝ
ろ
く
空
の
雲
風
も　

け个
　
　
　
　
那
　
　
多

し
き
こ
と
な
る
夕
た
ち
の
雨	

敦　
一
五
五
・
三
四
一

３　

晴
ぬ
れ連

　
　
　
　
　
可
里
　
　
　
乃

ハ
さ
も
あ
ら
か
り
し
山
風
の　

木
末
と
も
な奈

起
　
多

き
夕
た
ち
の
跡	

宣

４　

な
へ
て天

　
　
　
留

先
く
も
る
と
ハ
な
き
夕
立
の　

ふ
り利

　
留
可
多
　
　
本
　
　
　
　
毛

く
る
か
た
に
き
ほ
ふ
む
ら
く
も	

房

５　

夕
立
に尓

　
　
　
堂

風
ふ
き
た
て
ゝ
道
の
へ
の　

塵
も
さ
な那

可
　
　
　
留
　
可
那

が
ら
く
も
る
空
か
な

６　

降
く
る留

　
　
　
王
　
　
　
乃
　
能

も
半
天
わ
け
て
夏
の
日
の　

く
も毛

利
　
　
　
　
　
　
乃

り
く
も
ら
ぬ
夕
立
の
雨	

仁

７　

す
ゝ
し
さ
ハ
ミ
る留

　
　
奈
　
　
　
乃

に
程
な
き
夕
立
の　

雲
の
ゆ
き
ゝ
や
又
か可

　
留

ハ
る
ら
ん	

孝

８　

吹
を遠

　
流
　
遠
　
　
　
　
留
可
　
尓

く
る
風
を
涼
し
と
み
る
か
内
に　

や
か可

　
布
利
　
留
　
　
農

て
ふ
り
く
る
夕
立
の
雨	

綱

９　

夕
立
の能

　
乃
　
　
可
須
可
尓

雲
の
遠
山
か
す
か
に
て　

お
き
つ川

　
　
　
於
本
　
　
利

舟
人
篷
お
ほ
ふ
な
り	

親

10　

引
か可

　
具
春
遣
　
　
　
乃

つ
く
す
け
の
小
笠
の
世
ハ
し
き
に　

衣
手
ぬ
る留

　
　
　
乃

ゝ
夕
立
の
あ
め	
和
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五
月
一
日　

深
夜
埋
火　

58　

夏
・
冬
の
28

１　

小
夜
ふ婦

可
　
　
多
　
　
乃
本
多
　
　
亭

か
ミ
あ
た
ら
桜
の
ほ
た
く
へ
て　

春
め
き
わ
た多

留
　
　
乃

る
埋
火
の
も
と	

和

２　

深
に尓

个
利
　
満
　
　
祢
　
　
　
徒

け
り
い
ま
ハ
と
ね
ん
も
う
つ
ミ
火
の　

光
ハ
夜
半
の能
霜
よ
氷
よ	

親

３　

埋
火
の乃

　
可
利
　
　
　
　
奈
留
満
　
尓

ひ
か
り
も
よ
ハ
ゝ
な
る
ま
ゝ
に　

ふ布
　
　
留
　
　
　
　
　
志

け
ぬ
る
夜
半
の
程
そ
し
ら
る
ゝ	

綱

４　

ふ
け
ぬ
る留

可
　
可
　
　
　
乃
　
可
多
利

か
あ
か
ぬ
ハ
老
の
世
か
た
り　

き
ゆ
る留

　
志
　
　
　
　
能
可
遣

も
し
ら
ぬ
埋
火
の
か
け	

孝

５　

ふ
け
ハ
て
ゝ
光
す
く
な奈

起
　
　
利

き
今
よ
り
や　

夜
ハ
な奈

可
　
　
　
津

か
ら
ん
う
つ
ミ
火
の
本	

宣

６　

思
ふ
か可

　
奈
起
尓
奈
　
　
毛
婦
可
　
　
乃

ひ
な
き
に
な
し
て
も
ふ
か
き
夜
の　

月
を遠

　
　
遣
　
　
可

そ
む
け
て
む
か
ふ
埋
火

７　

寒
き
夜
の乃

　
　
　
志
　
須

更
る
も
し
ら
す
埋
火
の　

あ
た多

　
　
　
　
　
　
可
　
　
尓

り
の
ま
と
ゐ
あ
か
ぬ
心
に	

仁

８　

閨
寒
ミ
ね祢

　
連
　
　
　
　
　
遠
婦
可

ら
れ
ぬ
ま
ゝ
に
夜
を
ふ
か
く　

お
こ
し
て
む
か可

　
　
　
能

ふ
埋
火
の
影	

條　
九
八
二

９　

ふ布
　
　
　
　
　
　
　
　
乃

け
て
こ
そ
猶
寒
き
夜
の
閨
の
中
に　

影
う
す
く
な奈
る
埋
火
ハ
う
し	

房

10　

灰
し志

　
　
　
　
　
　
　
　
　
留

ろ
く
残
る
を
ミ
れ
ハ
更
る
夜
の　

星
ハ
か可

利
　
留
　
　
　
　
乃

り
な
る
う
つ
ミ
火
の
も
と	

敦　
一
五
八
・
三
四
六

卅
日　

暁
蚊
遣
火　

57　

夏
・
冬
の
27　

欠
…
知
仁
親
王
・
貞
敦
親
王
・
冷
泉
永
宣

１　

よ
ひ
の乃

　
　
　
　
天

間
ハ
立
出
て
す
ゝ
む
里
人
や　

暁
か可

遣
天
　
屋
利
多

け
て
か
や
り
た
く
ら
ん

２　

あ阿
利
　
　
　
尓
　
連
那
　
　
　
楚

り
明
の
月
に
つ
れ
な
き
煙
こ
そ　

ね祢
　
　
乃
志
　
可
　
　
奈
利
个

ぬ
夜
の
し
つ
か
蚊
遣
な
り
け
れ	

和

３　

明
や
ら
ぬ
空
た多

　
徒
　
　
　
　
　
遠

に
つ
ら
き
下
も
え
を　

猶
い
つ
ま
て
の
宿
の乃
か可
や
り
火	

親

４　

山
人
は盤

　
　
婦
　
志
　
　
　
　
流

い
さ
ふ
し
し
ハ
の
あ
く
る
ま
も　

た多
　
留
　
　
　
　
　
奈
留

つ
る
蚊
遣
や
思
ひ
な
る
ら
む	

綱

５　

か可
　
志
　
留
志
　
屋
　
　
　
　
　
　
　
亭

け
し
め
る
し
つ
や
の
蚊
遣
た
き
そ
へ
て　

暁
露
の
袖
や
ほ本
す春
ら
ん	

孝

６　

残
る
夜
の乃

　
　
　
　
　
　
　
多

光
も
う
す
し
蚊
遣
た
く　

煙
の乃

春
　
農
阿
利
　
乃

す
ゑ
の
あ
り
明
の
月	

仁

７　

か可
　
利
多
　
　
　
　
本
　
奈
　
　
可
奈

や
り
た
く
夜
の
ま
ほ
と
な
き
枕
か
な　

小
篠
か可

利
　
　
志
能
　
免

り
ふ
く
し
の
ゝ
め
の
宿	

條　
四
四
六

貞
敦
親
王

※
私
一
五
七
…
よ
そ
は
ゝ
や
あ
く
る
光
も
か
や
り
火
の　

煙
に
わ
か
ぬ
小
屋
の
う
ち
哉

※
私
三
四
四
…
あ
く
る
夜
の
光
も
か
わ
す
蚊
遣
火
の　

煙
に
わ
か
ぬ
小
屋
の
う
ち
哉
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三
日　

都
鄙
歳
暮　

60　

夏
・
冬
の
30　

欠
一
人
…
貞
敦
親
王

１　

あ阿
　
　
可
留
　
奈
乃
奈
可
　
遠

ま
さ
か
る
ひ
な
の
な
か
路
を
行
と
し
も　

都
よ
り利

　
楚
　
　
　
志
尓
遣

こ
そ
か
と
て
し
に
け
ん	

和

２　

海
山
の乃

　
　
　
　
　
　
留

い
つ
く
に
と
ま
る
年
も
あ
ら
ハ　

都
の乃

　
　
　
　
　
　
　
越

外
も
行
て
見
ま
し
を	

親

３　

暮
に
け个

流
　
　
志
　
連
天

る
年
も
し
ら
れ
て
御
調
物　

都
に尓

　
　
　
　
乃
　
　
可

い
そ
く
民
の
ゆ
き
か
ひ	

綱

４　

か
ハ
ら
め免

　
　
乃
　
　
　
　
　
尓

や
都
の
外
の
す
ま
ゐ
に
も　

春
の乃

　
奈
利
能
　
志
遣
起
　
盤

と
な
り
の
事
し
け
き
世
は

５　

道
し
あ
れ連

　
　
　
　
　
　
　
　
尓

や
都
の
外
の
い
つ
く
に
も　

暮
行
と
し
の
関
守
も
な那
し	

宣

６　

く
れ
け个

利
　
　
　
盤
　
乃
　
奈

り
と
今
日
は
都
の
人
な
ミ
に　

か可
多
川
　
奈
可
　
　
　
　
　
可
奈

た
つ
ゐ
な
か
も
お
し
む
年
か
な	

秀

７　

つ
も毛

利
　
　
　
遠
　
　
　
　
　
可

り
そ
ふ
道
を
思
へ
ハ
雪
ふ
か
き　

こ
し
地
は盤

　
　
　
乃
　
奈

先
や
年
の
暮
な
ん	

條　
一
〇
一
二

８　

い
な奈

　
　
　
　
　
　
利
　
　
　
　
　
尓

し
き
の
道
も
さ
り
あ
へ
ぬ
往
来
に
や　

宮
こ古

　
　
留
　
　
　
　
遊

に
く
る
ゝ
年
も
ミ
ゆ
ら
ん	

孝

９　

春
を遠

　
　
　
遠
於
　
　
　
　
　
連

ま
ち
年
を
お
し
む
ハ
い
つ
れ
そ
と　

都
の
外
の
人
に尓
と
ハ
ゝ
や	

仁

貞
敦
親
王

※
私
五
一
三
・
一
六
〇
…
な
す
わ
さ
の
そ
の
国
ふ
り
に
か
は
る
と
も　

み
や
こ
に
暮
る
年
や
ゆ
く
ら
む

二
日　

貴
賤
夏
祓　

59　

夏
・
冬
の
29

１　

川
波
の乃

　
起
　
　
　
　
奈
　
　
奈

高
き
い
や
し
き
な
そ
へ
な
く　

御
祓
に尓

奈
可
須
　
　
　
　
　
能
者

な
か
す
瀬
々
の
あ
さ
の
は	

和

２　

御
祓
川
神
ハ
わ
か可

　
　
奈
可
　
亭

す
や
な
か
れ
て
ハ　

に尓
　
利
　
　
　
　
多

こ
り
の
末
と
く
た
る
身
ま
て
も	

親

３　

い
や
し
き
も
世
の乃

可
　
奈

か
へ
な
ミ
の
御
祓
川　

な奈
か可
す
や
あ
さ
の
袖
の
ゆ
ふ
し
て	

綱

４　

さ
ま満

　
　
　
　
尓
　
希
多
留
祢

く
の
程
に
つ
け
た
る
ね
き
こ
と
も　

神
や
た多

　
春
能
　
　
奈
留

ゝ
す
の
御
祓
な
る
ら
ん	

孝

５　

あ
ら
そ
ハ
ぬ
花
の
か可

　
遠

け
を
も
御
祓
川　

ま
し
ハ
る留

　
尓
　
　
　
　
　
　
留

道
に
お
も
ひ
ハ
て
ぬ
る	

宣

６　

神
ハ
そ
の
人
に尓

　
津
　
　
津

上
つ
瀬
下
つ
瀬
の　

御
祓
も
お
な奈

　
　
尓

し
波
に
う
く
ら
ん

７　

な
へ
て亭

　
　
　
尓
　
希
　
盤
志

世
の
程
に
つ
け
て
は
し
ら
す
そ
の　

う
き
せ
も
あ
り利

　
　
　
志

と
御
祓
し
つ
ら
ん	

條　
四
八
七

８　

誰
と
て
も毛

　
　
　
　
个
　
乃

う
き
瀬
や
け
ふ
の
御
祓
川　

お
な奈

　
奈
　
　
留
　
　
奈
　
連

し
な
み
な
る
人
ハ
な
け
れ
と	

敦　
一
五
九
・
三
四
八

９　

人
な奈

　
　
志
留
　
志
　
　
　
　
遠
　
乃

ミ
に
し
る
も
し
ら
ぬ
も
身
を
い
の
る　

今
日
の能

　
　
　
　
　
　
奈
留

御
祓
ハ
い
く
瀬
な
る
ら
ん	

仁

10　

そ
の能

志
奈
　
　
可
　
　
个

し
な
も
わ
か
ぬ
ハ
け
ふ
の
夏
ハ
ら
へ　

百
官
の
身
は盤

　
　
　
登
毛

か
ハ
れ
と
も	
房
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十
日　

寄
雨
戀　

67　

戀
・
雑
の
7

と
は
ぬ
を
ば
思
ひ
す
つ
と
も
雨
の
夜
の　

あ
く
る
限
を
い
つ
と
か
ま
た
む	

御
製

は
れ
や
ら
ぬ
思
ひ
を
袖
の
涙
こ
そ　

我
身
ひ
と
つ
の
雨
に
ふ
り
け
れ	

貞
敦　
一
六
七・三
六
五

十
一
日　

田
家
暮
雨　

68　

戀
・
雑
の
8

も
り
す
て
て
い
で
て
い
な
ば
や
稲
筵　

つ
ゆ
け
さ
ま
さ
る
雨
の
ゆ
ふ
べ
は	

御
製

あ
は
れ
な
る
田
面
の
庵
の
夕
か
な　

た
ゝ
雨
露
の
も
る
に
ま
か
せ
て	

貞
敦　
一
六
八・三
六
六

十
二
日　

寄
煙
戀　

69　

戀
・
雑
の
9

立
ち
そ
ひ
て
消
え
む
と
い
ひ
し
煙
こ
そ　

な
ほ
も
え
ま
さ
る
思
な
り
け
れ	

御
製

人
心
な
ひ
き
も
は
て
は
ゆ
ふ
け
ふ
り　

た
つ
名
も
な
に
か
思
ひ
と
は
せ
ん	

貞
敦　
一
六
九・三
六
八

十
三
日　

遠
村
煙
細　

70　

戀
・
雑
の
10

山
か
け
て
す
む
か
げ
な
ら
し
夕
煙　

た
え
だ
え
見
し
は
く
も
に
の
こ
り
て	

御
製

山
深
く
す
む
身
し
ら
れ
て
朝
夕
の　

心
ほ
そ
さ
を
煙
に
そ
み
る	

貞
敦　
一
七
〇・三
七
〇

十
四
日　

寄
山
戀　

71　

戀
・
雑
の
11

う
ち
出
で
て
い
つ
一
こ
と
も
い
は
せ
山　

谷
の
し
た
水
む
す
ぶ
ば
か
り
に	

御
製

う
ら
み
の
み
大
江
の
山
の
さ
ね
か
つ
ら　

く
る
夜
も
な
く
は
中
や
た
え
な
ん	

貞
敦　
一
七
一・三
七
二

十
五
日　

山
路
旅
行　

72　

戀
・
雑
の
12

こ
し
方
の
せ
め
て
見
ゆ
や
と
行
く
先
に　

あ
ら
ぬ
山
路
を
よ
ぢ
上
り
つ
つ	

御
製

帰
り
み
て
こ
ゆ
る
山
路
の
雲
風
も　

都
の
空
に
の
こ
る
お
も
か
け	

貞
敦　
一
七
二・三
七
四

四
日　

寄
月
戀　

61　

戀
・
雑
の
1

夕
月
の
夜
を
へ
て
ま
さ
る
影
は
あ
れ
ど　

猶
見
る
た
び
の
な
ず
ら
へ
や
な
き	

御
製

我
な
み
た
な
か
む
る
た
ひ
に
お
ち
ゆ
く
は　

月
に
い
か
な
る
お
も
ひ
そ
む
ら
む	

貞
敦　
一
六
一・三
五
二

五
日　

鐘
聲
何
方　

62　

戀
・
雑
の
2

里
あ
り
と
ゆ
ふ
つ
け
鳥
も
な
く
夜
半
の　

鐘
を
い
づ
く
に
聞
き
か
定
め
む	

御
製

そ
の
山
と
き
ゝ
も
さ
た
め
す
更
る
夜
の　

嵐
に
つ
る
ゝ
鐘
の
ひ
ゝ
き
は	

貞
敦　
一
六
二・三
五
四

六
日　

寄
風
戀　

63　

戀
・
雑
の
3

わ
れ
を
人
花
さ
そ
ふ
風
に
厭
ふ
と
も　

散
ら
す
ば
か
り
の
浮
名
お
ほ
す
な	

御
製

吹
風
の
た
よ
り
あ
り
と
も
い
か
ゝ
せ
ん　

こ
ゝ
ろ
こ
と
の
葉
つ
た
へ
や
ら
す
は	

貞
敦　
一
六
三・三
五
六

七
日　

松
風
入
琴　

64　

戀
・
雑
の
4

松
を
そ
の
知
る
人
に
し
て
琴
の
絲
も　

た
た
じ
や
お
な
じ
風
の
し
ら
べ
に	

御
製

松
に
吹
風
は
い
つ
よ
り
ひ
く
琴
の　

お
な
し
し
ら
へ
を
う
つ
し
き
ぬ
ら
ん	
貞
敦　
一
六
四・三
五
八

八
日　

寄
雲
戀　

65　

戀
・
雑
の
5

か
ひ
な
し
や
た
な
び
く
雲
の
立
居
に
も　

我
が
中
空
に
こ
ふ
る
ば
か
り
ぞ	

御
製

ゆ
く
ゑ
な
き
契
り
の
す
へ
に
雲
た
に
も　

わ
か
ゐ
る
山
を
た
の
む
夕
に	

貞
敦　
一
六
五・三
六
〇

九
日　

雲
浮
野
水　

66　

戀
・
雑
の
6

ひ
と
と
せ
や
う
つ
る
野
澤
の
春
の
み
づ　

夏
の
雲
ゆ
く
み
ね
も
さ
だ
か
に	

御
製

野
を
遠
み
な
る
ゝ
水
の
一
す
ち
に　

う
か
へ
る
雲
も
つ
れ
て
ゆ
く
み
ゆ	

貞
敦　
一
六
六・三
六
二
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二
十
二
日　

寄
關
戀　

79　

戀
・
雑
の
19

わ
り
な
く
も
戀
路
に
お
ほ
き
關
な
れ
や　

人
目
の
外
に
な
こ
そ
と
も
い
ふ	

御
製

	

※
と
思
へ
ば
（
イ
）

相
坂
の
名
を
こ
そ
た
の
め
こ
え
や
ら
て　

へ
た
つ
る
中
の
関
守
は
う
せ	

貞
敦　
一
七
九・三
八
八

二
十
三
日　

澗
戸
鳥
歸　

80　

戀
・
雑
の
20

朝
な
夕
な
い
づ
く
に
出
で
て
歸
る
ら
む　

鳥
の
こ
こ
ろ
の
あ
さ
き
谷
か
な	

御
製

谷
の
戸
に
ゆ
ふ
へ
を
つ
く
か
音
つ
れ
よ　

み
ね
こ
そ
雲
に
鳥
帰
る
声	

貞
敦　
一
八
〇・三
九
一

二
十
四
日　

寄
松
戀　

81　

戀
・
雑
の
21

涙
の
み
い
ふ
か
ひ
な
く
て
松
の
葉
の　

し
の
び
に
お
つ
る
心
を
ぞ
お
も
ふ	

御
製

よ
そ
に
て
も
木
す
へ
は
み
す
や
軒
は
な
る　

松
の
心
を
と
ふ
く
れ
も
か
な	

貞
敦　
一
八
一・三
九
二

二
十
五
日　

夜
鶴
鳴
皐　

82　

戀
・
雑
の
22

こ
の
夜
半
や
ふ
け
ゆ
く
空
に
澤
水
の　

す
め
る
聲
し
て
た
づ
ぞ
鳴
く
な
る	

御
製

月
清
み
沢
辺
の
水
に
ゐ
る
鶴
の　

か
け
を
も
友
と
夜
半
に
鳴
声	

貞
敦　
一
八
二・三
九
四

二
十
六
日　

寄
杉
戀　

83　

戀
・
雑
の
23

今
は
身
を
ま
た
も
あ
ひ
み
む
ち
ぎ
り
か
は　

人
の
こ
こ
ろ
の
二
も
と
の
杉	

御
製

か
は
ら
し
と
い
か
ゝ
心
の
お
く
山
に　

た
つ
や
む
す
き
を
し
る
し
と
や
せ
ん	

貞
敦　
一
八
三・三
九
六

二
十
七
日　

暁
猿
叫
峡　

84　

戀
・
雑
の
24

ま
し
ら
な
く
山
下
水
に
あ
り
あ
け
の　

か
げ
は
そ
ら
な
る
月
と
し
ら
ず
や	

御
製

た
き
落
る
山
の
か
ひ
よ
り
な
く
猿
の　

心
し
ら
る
ゝ
あ
か
つ
き
の
声	

貞
敦　
一
八
四・三
九
八

十
六
日　

寄
野
戀　

73　

戀
・
雑
の
13

憂
く
つ
ら
き
を
り
ふ
し
ご
と
の
言
の
葉
や　

夏
野
の
草
に
繁
さ
ま
さ
れ
る	

御
製

秋
と
い
ひ
て
色
か
は
り
ゆ
く
心
を
は　

野
へ
の
浅
茅
に
い
つ
な
ら
ひ
け
ん	

貞
敦　
一
七
三・三
七
七

十
七
日　

原
上
旅
宿　

74　

戀
・
雑
の
14

一
夜
か
る
ま
く
ら
も
あ
ま
り
露
け
し
な　

小
野
の
篠
原
し
の
に
み
だ
れ
て	

御
製

古
郷
を
し
の
ふ
か
宿
の
草
ま
く
ら　

露
も
み
た
れ
て
み
る
夢
も
な
し	

貞
敦　
一
七
四・三
七
八

十
八
日　

寄
浦
戀　

75　

戀
・
雑
の
15

こ
と
浦
に
つ
ひ
に
よ
る
と
や
あ
だ
波
の　

わ
が
汀
を
ば
と
ほ
ざ
か
り
ゆ
く	

御
製

此
ま
ゝ
に
さ
て
や
く
ち
な
ん
あ
ふ
こ
と
は　

か
け
て
も
し
ら
ぬ
袖
の
浦
波	

貞
敦　
一
七
五・三
八
一

十
九
日　

湊
頭
旅
宿　

76　

戀
・
雑
の
16

す
む
月
の
か
げ
の
湊
の
と
ま
り
ぶ
ね　

な
ほ
こ
ぎ
い
で
む
よ
る
の
波
路
を	

御
製

い
か
な
ら
ん
夢
か
は
し
は
し
み
な
と
ふ
ね　

う
き
ね
の
浪
の
よ
る
の
枕
に	

貞
敦　
一
七
六・三
八
二

二
十
日　

寄
杣
戀　

77　

戀
・
雑
の
17

い
か
さ
ま
に
お
も
ひ
入
り
け
む
杣
山
の　

山
口
し
る
き
な
げ
き
の
み
し
て	

御
製

つ
れ
な
き
に
こ
り
も
は
て
な
て
い
つ
ま
て
の　

み
を
の
杣
山
な
け
き
つ
む
ら
ん	

貞
敦　
一
七
七・三
八
五

二
十
一
日　

山
家
人
稀　

78　

戀
・
雑
の
18

す
み
つ
か
む
程
は
み
山
も
尋
ね
見
よ　

友
と
す
る
人
ひ
と
り
ふ
た
り
は	

御
製

を
の
つ
か
ら
鳥
獣
を
と
も
と
し
て　

身
を
お
く
山
に
人
は
音
せ
ぬ	

貞
敦　
一
七
八・三
八
七
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五
日　

寄
玉
戀　

91　

戀
・
雑
の
31

八
重
葎
つ
ゆ
の
み
ふ
か
し
待
つ
人
に　

い
つ
か
玉
し
く
く
れ
も
あ
り
け
む	

御
製

ひ
ろ
ひ
を
き
て
み
せ
は
や
人
に
片
糸
の　

ぬ
き
も
と
ゝ
め
ぬ
袖
の
白
玉	

貞
敦　
一
九
一・四
一
二

六
日　

窓
灯
欲
盡　

92　

戀
・
雑
の
32

よ
む
ふ
み
の
言
葉
の
こ
り
て
燈
火
の　

か
げ
を
し
ば
し
と
慕
ふ
ま
ど
か
な	

御
製

小
夜
み
は
や
明
な
ん
と
す
る
光
こ
そ　

の
こ
る
に
み
ゆ
れ
窓
の
灯	

貞
敦　
一
九
二・四
一
四

七
日　

寄
鏡
戀　

93　

戀
・
雑
の
33

い
か
に
せ
し
夜
の
へ
だ
て
ぞ
山
鳥
の　

は
つ
を
の
か
が
み
影
も
み
え
ぬ
は	

御
製

し
ら
す
今
う
つ
り
は
て
に
し
心
を
は　

か
ゝ
み
の
か
け
も
と
め
す
や
有
ら
ん	

貞
敦　
一
九
三・四
一
七

八
日　

對
鏡
悲
老　

94　

戀
・
雑
の
34

い
つ
よ
り
か
塵
も
く
も
ら
で
ま
す
鏡　

さ
や
け
き
霜
を
は
ら
ひ
か
ぬ
ら
む	

御
製

移
り
や
す
き
月
日
お
も
へ
は
ま
す
か
ゝ
み　

お
ひ
と
な
る
へ
き
か
け
も
は
つ
か
し	

貞
敦　
一
九
四・四
一
八

九
日　

寄
衣
戀　

95　

戀
・
雑
の
35

お
も
へ
ど
も
か
ひ
な
き
も
の
か
う
す
衣　

か
さ
ね
ぬ
袖
に
の
こ
る
人
か
は	

御
製

唐
こ
ろ
も
か
へ
す
夢
路
は
わ
れ
の
み
を　

人
も
心
の
か
よ
ふ
と
や
せ
ん	

貞
敦　
一
九
五・四
二
〇

十
日　

述
懐
依
人　

96　

戀
・
雑
の
36

そ
ら
に
知
れ
わ
が
世
忘
れ
て
人
の
世
を　

思
ふ
ば
か
り
は
た
れ
思
は
ま
し	

御
製

世
中
は
た
か
う
へ
と
て
も
お
も
ふ
こ
と　

か
は
ら
て
か
わ
る
ゆ
く
へ
な
り
け
り	

貞
敦　
一
九
六・四
二
三

二
十
八
日　

寄
竹
戀　

85　

戀
・
雑
の
25

風
の
音
に
ひ
と
り
ぶ
し
し
て
わ
が
宿
の　

い
さ
さ
む
ら
竹
人
だ
の
め
な
る	

御
製

今
み
る
も
か
は
ら
ぬ
色
を
契
る
と
や　

な
み
た
そ
め
を
く
竹
の
一
も
と	

貞
敦　
一
八
五・四
〇
一

二
十
九
日　

江
亭
眺
望　

86　

戀
・
雑
の
26

よ
せ
か
へ
る
音
は
う
け
れ
ど
お
き
つ
波　

み
れ
ば
入
江
を
宿
の
い
け
み
づ	

御
製

入
江
な
る
芦
の
む
ら

く
里
み
え
て　

ゆ
ふ
日
の
波
に
か
へ
る
舟
人	

貞
敦　
一
八
六・四
〇
二

六
月
一
日　

寄
草
戀　

87　

戀
・
雑
の
27

う
ち
わ
び
て
今
は
わ
れ
も
や
わ
す
れ
ぐ
さ　

人
の
心
を
た
ね
と
し
て
ま
し	

御
製

我
の
み
や
し
の
ふ
と
は
い
ふ
草
な
ら
ん　

人
は
か
く
し
も
わ
す
れ
ゆ
く
身
は	

貞
敦　
一
八
七・四
〇
四

二
日　

草
庵
貽
夢　

88　

戀
・
雑
の
28

と
に
か
く
に
み
る
や
夢
の
間
い
つ
ま
で
と　

草
の
庵
に
世
を
つ
く
す
ら
む	

御
製

の
か
れ
き
て
す
む
身
は
山
の
草
の
庵
に　

う
き
世
に
か
よ
ふ
夢
そ
残
れ
る	
貞
敦　
一
八
八・四
〇
六

三
日　

寄
葛
戀　

89　

戀
・
雑
の
29

ま
ち
え
て
も
な
に
一
筆
は
み
づ
ぐ
き
の　

岡
の
葛
葉
の
う
ら
み
そ
ふ
ら
む	

御
製

色
か
は
る
人
の
心
の
あ
き
風
そ　

う
ら
み
た
ち
ぬ
る
露
の
真
葛
は	

貞
敦　
一
八
九・四
〇
九

四
日　

林
下
幽
閑　

90　

戀
・
雑
の
30

夕
け
ぶ
り
紅
葉
を
た
き
し
名
残
を
や　

木
の
も
と
ず
み
に
な
ほ
残
す
ら
む	

御
製

陰
し
む
る
山
は
林
の
お
く
ふ
か
み　

た
え
ぬ
落
葉
や
道
う
つ
む
ら
ん	

貞
敦　
一
九
〇・四
一
〇
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十
一
日　

寄
枕
戀　

97　

戀
・
雑
の
37

今
ぞ
思
ふ
後
し
の
ぶ
中
に
し
る
と
い
ふ　

枕
ば
か
り
の
か
た
み
や
は
あ
る	

御
製

ひ
と
り
ね
の
わ
か
床
と
ち
に
お
も
ふ
か
な　

い
か
て
一
夜
の
人
の
手
枕	

貞
敦　
一
九
七・四
二
四

十
二
日　

往
事
催
涙　

98　

戀
・
雑
の
38

見
て
も
知
れ
な
み
だ
に
向
ふ
を
り
ふ
し
を　

言
葉
に
い
で
ぬ
昔
な
り
と
は	

御
製

つ
く

く
と
お
も
ふ
に
お
つ
る
な
み
た
か
な　

き
の
ふ
は
け
ふ
の
む
か
し
語
り
を	

貞
敦　
一
九
八・四
二
七

十
三
日　

寄
筵
戀　

99　

戀
・
雑
の
39

お
も
ひ
や
れ
く
る
る
夜
ご
と
の
秋
風
は　

身
に
狭
筵
の
ね
む
か
た
も
な
き	

御
製

涙
の
み
か
た
し
き
わ
ひ
て
諸
共
に　

ね
し
夜
は
し
ら
ぬ
床
の
さ
筵	

貞
敦　
一
九
九・四
二
九

十
四
日　

社
頭
祝
言　

100　

戀
・
雑
の
40

波
間
よ
り
あ
ら
は
れ
し
あ
と
も
い
ち
じ
る
き　

松
が
ね
い
く
よ
住
吉
の
宮	

御
製

此
国
は
神
の
さ
つ
け
し
君
か
代
を　

い
や
つ
き

く
に
守
り
お
さ
め
て	

貞
敦　
二
〇
〇・四
三
一
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